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第324号土壌，第325号土壌

I）1－105　第326号上境，第327号上境，

第328号土壌，第329号土壌9

第330号土壌，第331号土壌

P LlO6　第332号土壌9　第333号土壌，

第334号土壌，第335号土壌，

第336号土壌，第337号土壌

P LlO7　第338号土壌，第340号土壌，

第341号土壌，第342号土壌，

第343号土壌，第344号土壌



PLlO8　第345号士風　第346号士風

第347号士風　第348号士風

第3舶号土壌　第350号土壌

PLlO9　第351号士風　第352号士風

第353号士風　第35本号土壌，

第355号土壌9　第356号土壌

PLn　　第357号土壌9　第358号土壌，

第359号土壌9　第360号土壌9

第361号土壌9　第362号土壌

PLlll　第363号土壌9　第365号土壌，

第366号土壌9　第367号土壌，

第368号土壌，第369号土壌

PLH2　第370号土壌9　第371号土壌，

第372号土壌，第373号土壌，

第374号土壌，第375号土壌

I）IJ113　第37位‖二境，第377号土壌，

第378号土壌，第379号土壌9

第381号土壌，第382号土壌

PLl摘　第383号土壌，第384号土壌，

第385号土壌，第386号土壌，

第387号土壌，第388号土壌

PI＿ノ115　第389号上境，第390号土壌，

第391号土壌，第392号土壌，

第393号土壌土層断面，

第393号土壌

P L116　第39∠持上土二境，第396号土壌，

第398号土壌，第399号土壌，

第400号土壌，第401号土壌

P L117　第402号土壌，第403号土壌，

第404号土壌，第405号土壌，

第406号土壌，

第407号土壌遺物出土状況

I〕Ll18　第107号土壌，計108号土壌，

第409号土壌，第射0号土壌，

第4日号土壌，第射2号土壌

I）Ll19　第113号土壌，第11右手上境，

第射5号土壌9　第射6号土壌，

第417号土壌　第射8号土壌

PL120　第射9号土壌，第420号土壌，

第421号土壌，第422号土壌，

第423号土壌9　第424号土壌

PL121　第425ぬ426号土壌9　第427号土壌9

第428号士風　第429◎430号士風

第431号土壌9　第432号土壌

PL122　第433号土壌，第434号土壌9

第435号土壌，第436号土壌ラ

第437号土壌，第438号土壌

PL123　第439号土壌，第440号土壌，

第441号土壌，第舶2号土壌，

第443号土壌　第舶4号土壌

PL124　第445号土壌，第446号土壌，

第447号士風　第448◎449号土壌，

第450号土壌，第451号土壌

PL125　第452号土壌9　第453号土壌，

第454号土壌，第455号土壌，

第457号土壌9　第458号土壌

PL126　第459号土壌，

第460号土壌遺物出土状軋

第460号土壌，第461号土壌，

第462号土壌，第463号土壌

PL127　第464号土壌，第465号土壌，
ダ

第466号土壌，第467号土壌，

第469号土壕，第470号土壌

PL128　第472号土壌，第473号土壌，



第二174号土壌，第475寺上上境，

第476号土壌，第477号土壌

PI－129　第478号土壌，第479・480号土壌，

第481号土壌，第482号土壌9

第483号土壌，第484号土壌

PL130　第485号土壌遺物出土状況，

第485号土壌，第486号土壌，

第487号土壌，第488砂492号土壌，

第489号土壌

P L131　第490号土壌，第491号土壌，

第493号土壌，第494号土壌，

第495号土壌，第496号土壌

PL132　第497号土壌9　第498号士風

第499号土壌，第501号士風

第503号土壌，第504号土壌

PL133　遺跡全景（正次諷査区，N－ゆE）

PL134　調査前全景，伐開作業風景9

遺構確認作業風景（1），遺構確認作

業風景（2）9　グリッド発掘（易）終了

後全景，グリッド拡張作業風景紺

P L135　グリッド拡張作業風景（2），遺構確

認状況言洞査風景，現地説明会，

研修会沌），研修会（2）



第且章　調　査　経　緯

第且節　調査に至る経過

日本住宅公卜射ま∴首都圏への人「jや産業の集中を緩和すると同時に，膨大な住宅用地の需要に

対応し，良好な居住環境を備えた住宅用地の供給と，周辺都市との有機的結合をめざした調和の

ある新しい町づくりを目指し，昨待旧1年から茨城県取手市と卜館市を結ぶ「関東鉄道常総線」の

沿線に，常総ニュータウンの建設を着手した。

この事業の－」荒として，茨城県筑波郡谷和原村大字小絹を中心に，総面積85haに及ぶ大規摸開

発計画の「水海道都市計l叶事業・小紺工地区画聖埋事業」が計画された。

このため，昭和5」年度に茨城県教育委員会は，谷和射す教育委員会とこの開発地域内における

埋蔵文化財包蔵地の状況について分布調査を実施した。この結果，開発地域内に5遺跡（大行津
（1）　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3j　　　　　　　　（lj

A遺跡。大谷津B遺跡・筒戸A遺跡e筒戸B遺跡e西下宿遺跡）約10haに及ぶ埋蔵文化財包蔵地

が確認され9　その取り扱いについて茨城愚教育委員会9　谷和原村教育委員会及び日本住宅公団が

協議を行った結果，現状保存は困雉と判断し，発掘調査による記録保存の措置を講ずることにな

った。

茨城県教子津井田ま，急増する大規模開発に伴う発掘調査に対応するため，茨城県教育委員会の

指導により，昭和52年度から本部に調査課を設置し，その業務に当たってきたが，当開発事業に

伴う発掘調査についても，［＿二1本住宅公用と埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を締結し，

昭和52年度南守谷地区から年次計画に基づいて調査を実施してきた。中綿地区の発掘調査は，南

守谷地区の調査が終了した翌55年度から実施した。

昭和55年度以降に調査を実施した遺跡は∴下記の通りである。

No． 遺跡名 種：類 主な時期 面積 （扉）
i
調査年度 No． 道路名 種類 主な時期 面積 （m ヱ）調査年度

1 大谷津 B 集落跡 縄文中期 21，151 昭55 ◎56 4 筒 戸　 B 集落跡 縄文中期 18，962 昭56 ．57

2 西 下 I宿 包蔵地

i

！縄文早期 1圭671 昭55 ・56 5 大谷津Å 集落跡 縄文中期 37，900 昭56～58

拉 筒　戸　A 集落跡 縄文中期 8，187 昭56 ・57

なお，F三1本住宅公団は，日獅日56年10月1目付けをもって宅地開発公団と統合し，新たに「住宅

◎都市整備公団」として発足したが9　従来の契約によって生じた権利◎義務はそのまま新公団に

継承されることになった。

また9　発掘調査は茨城県教育財団本部調査課調査第一坊が担当した。

…1－
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第日図　小絹地区遺跡配置図

参考文献

（1）茨城県教育財団　「年報1」昭和56年「年報2」昭和57年「年報3」昭和58年

（2）「水海道都市計画事業◎中綿土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書1」大谷津B

遺跡　茨城埠教育財団　昭和58年

（3）「水海道都市計画事業◎小路土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書2」筒戸A遺

跡◎筒戸B遺跡　茨城愚教育財団　昭和59年

第2節　調査方法

温　地区設定

地区設定は，日本平面直角座標系◎第Ⅸ座標，Ⅹ軸（南北）－2，900m，Y軸（東西）＋13，300m

の交点を通る軸線を基準にして，東西◎南北各々40mずつ平行移動して太調査区を設定した。小

絹地区の土地区画整理事業区域内に確認された5遺跡（大谷津A遺跡◎大谷津B遺跡e筒戸A遺

跡⑳筒戸B追跡車西下宿遺跡）は互いに隣接しているため，一連の太調査区の方眼の中に組み入

れた（第1図）。

－2－



調査区の名称は，まず，大調査区を北から

南へ「A」・「B」・「C」……「0」，西から東

へ「1」・「2→・「3」……「19」と大文字を　A

付して，「Al」区・「B2」区のように呼称

した。さらに，大調査区内を4m四方の小調

査区に100分割し，それぞれ同様に，北から南

へ「a」・rb」・rC」……rj」，西から東へ　B

「1」・「2」・「3」……「9」・「0」と小文字

を付した。

各小調査区の名称は，大調査区の名称と合

わせた四文字で「A2b2」区・「M8jo」区のよ

うに呼称した（第2図）。

1　　　　　　　 2　　　　　　　 3

8 1 12 13 4 5 6 7 8 9 0
b l

C
d ■ 〃

e

f

g
h

l

J l

1第2図　調査区呼称方法概念図

なお，大谷津A遺跡は，大調査区で南北「B」～「I」，東西「1」～「8」の範囲に位置して

いる。

2　基本層序の検討

大谷津A遺跡の基本層序（第3図）は，第I層が

表土層で20－30cmほどの厚さを有し，比較的軟らか

で軽い暗褐色の土層である。第II層以下は関東ロー

ム層となる。第II層は10－15cmほどの厚さを有し，

暗褐色土の粒子が混入するソフトロームである。第

III層は第II層に比べ粒子が密で硬く，25～30cmの厚

さを有するローム層である。第Ⅳ層には30cmほどの

J　 J　 J 〕⊥ ＿
こさ

媒

′奇

暗褐色土の堆積がみられ，火山活動の休止時期に堆

積した黒色バンドと言われている層である0第Ⅴ層　第3図　土層柱状図

以下はハードローム層となる。第Ⅵ層は第Ⅴ層に比

べ硬く粘性がある。

0　　　　　　　　　11¶

！　　こ　　」

3　遺構確認

大谷津A遺跡が確認された経緯については，前節において述べた通りである。

当遺跡の調査対象面積は37，900m2である。調査面積が広大なため，遺跡の中央部を南北に走る

工事用道路を境として，便宜上，その西側をI次調査区（17，999m2），東側をII次調査区（19，901

－3－



m鱒　とした。遺構確認調査は撃　涜調査区と亙涜調査区こ分けて実施した。

鵜殿調査区は撃　昭和猫単票腰から撃鮮卑5鏑にかけて遺構確認調査を実施し　調査区の北側を

率磁凄』た地区から　住居跡　軒　並境舶基　漬　菜を確認した。‡挽調査区は　昭和野牛ア朋

から撃錮隼3腰にか緒等遺構確認調査を実施し　調査区の海商側を陰　ほぼ全域から　住居跡損

軒　並磯購基　漬　菜を確認した。

確認調査の結霧から撃　縄文時機中期の集落跡である芸とが判明した。また撃　確認された遺構の

分布状況掛も雪　間一缶地上に隣接する充谷津迅遺跡　箇戸風車B遺跡との関連性の強いこ　が桶

われだ、＿．

媛　遺構調査

当遺跡における遺構の調査は　淡のよ射こ実施した。

住居跡の調査は9　長径方向とそれに証角に交わる方向に日再観察用ベルトを設け，囲分割して

掘　込む　摘分割法　習、実施し　地区の名称は撃　北から時計固鋸こ　～　区とした。また　重複

し∴「いる場合はや　新旧関係が把握できるような位置にベルトを設けた。

自壊の調査は。長径方向で、つナして握り込む「∴分割法」で実施した。大形のものは住居跡の

調査法に準じた。藩の調査は　過渡を位置に丑層観察用㌦竃ル巨を残して掘　込みを実施した。

膏董予軋祭は　色紺9　含有物り　混入物の牲類や量及び粘性，岐水性，締まり其合を観察し，分類

の基準とした。傲欄の朝憲は　新版標準丑傲帖』摘浅山鼠恩命肝癌秀雄編著撃　田本色研事業株式会

社）を使用して行った。

遺構や遣物の辛面実測は，水糸方服地張り測量で行一ノー）た。日矧断面や遺構断面の実油日ま，遺跡

内の水準点を基準として，レベルを用いて水糸を水平にセ、ソトした実測基準を設定して行った。

婦殿は二華分のh…品を基本とし　土器埋設炉やカ習闘　十分の…一の婦駕で雁成した。

遣物は原位置を保ち，出土地点とレベルを遺物出土状況計i肛表に記録し耳くり＿日干た。

記録の過程は　丑層断商写真撮影→丑層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遺物出土位置図

作成　室と』等計潟東を健用　→遺構平商写薬撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成の順で、行

うことを基本とした。

第3節　調査経過

大谷津A遺跡は？昭和57年2日16日に発掘調査を開始し，昭和5〔巧二3月3日」をもってすべての

調査を完jタした。以上　約2年2か月にわたる発掘調査の経過をjjごとに記述する。

－4－



第尋図　遺跡全体図

昭和56年度

2　　月　　　次調査区内の雑木の伐開及び上物除去作業を行い　調査区を設定した。太調査区

の基本杭に治って　レンチを設定し　試掘を開始した。肝区を中砿凄する調査区は撃

土取りが行われており調査が不可能であったため，調査対象から除外した。，〕

・　　′！　：、－′／了′、つ‾・・′）十五ノバ！六　／ミ　ドー）＼一、．：ノノ　バ　′・′　・、一、′、′　ノ．・

遺構の観察。記録を実施した後，l回1Jから重機を導入し表土除去を行った。

昭和57年度

4　　月　　調査の諸準備を整えタ　丑次詞査区の北側から遺構確認調査を開始した。鎧欄腰鵠魔

時は谷津であったと思われ芦西から東に商って若干傾斜し芦黒色丑の堆積が見られた。

5　　月　　遺構確認調査を終了し　住居跡　軒　土壌舶基　漬　菜を確認した。各遺構の調査

を開始した。

6　　月　　住居跡，土壌，藩の調査を継続して実施した。

－5－



7　　Jj

8　　　jj

9　　月

m Jj

＿11　　月

12　Jj

ユ　　月

2　　　月

3　　Jj

亙次調査区内の遺構の調査を全て終了し学　全景写真撮影を実施した。

Ⅲ次調査区（嫡5や761滴，山林14，140汀f）の確認調査を開始した。山林部の試掘

を実施し層位を検討した結乳　土層が20～30cmと浅く重機による表土除去は困難と判

断した。嫡部の除草を行い，調査区を設定した。

II次調査区の北側B（ト7区，CLト7区の遺構確認調査を子十った。この地区は畑で，

耕作による擾乱跡が東西に帯状に深く入り込んでいたため，確認が困難であった。

引き続きB6、・7区，C4－7区の遺構確認調査を行った。また，並行して山林部の雑

木伐聞及び上物除去を行い，終子後調査区を設定した。

畑部（B6～7タ　C4～7区）の表土除去6遺構確認調査を終了し，山林部の遺

構確認調査を開始した。Ⅲ次調査区の北側からほ住居跡や　土壌が濃密に確認された。

山林部日勤ト7汐　E5～7∴腔ト7区）の遺構確認調査を行った。私赦調査区の中

央部D5－（；区及び大谷津B遺跡に隣接するF7区からは，遺構が濃密に確認されたが，

西側のE5区，F5区は希薄であった。

引き続き山林部の遺構確認調査を行った。

F6－－7区を中心に，遺構確認調査を行った。この地区の地形は起伏が認められたた

め，トレンチを設定し上層を観察したが，自然堆積であることが判明した。

II次調査区の遺構確認調査をすべて終了した。その結果，住居跡63軒，土壌460基，

溝5条を確認した。確認した遺構の配置図を作成し9　航空写真撮影を行い，本年度の

調査を終了した。

昭和58年度

4　　月

5　　　月

6　　1‾j

7　　Jj

8　　　月

9　　　月

調査の諸準備を整え，昭和57年度に確認した遺構の調査をC4区から開始した。並行

して，土層観察用テストピットを掘り，調査の方針を検討した。

C5－6区の住居跡及び土壌の調査を行った。C（う区を中心とする遺跡の北側からは，

加曽利E期の住居跡を中心とした遺構が濃密に検出され，重複関係も見られた。

B6－7区，C6－7区の遺構調査を行った。この地区は畑であったため言抽用布や上

境の上部が耕作による撹乱を受けているものが多かった。地床炉を有する阿王台期の

住居跡や∴古墳時代の住居跡を検子l＝ノた。

D6－7区の遺構調査を行った。D6区からは加曽利E期の遺構・遺物が多く検出され

たが，壁の確認されない遺構も見られた。

D5－6区の遺構調査を行った。台風の影響で一時調査に遅れが出たが，住居跡第38

号言二墳第301号まで調査を進めた。

D6－7区の遺構調査を行った。住居跡内に多量の焼土が投棄されていた第40号住居
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跡や9　土器埋設炉を有する第42号住居跡乳　特徴的な住居跡が検出された。

10　　月　　E6－7区の遺構調査を行った。遺構は調査区の北側に比較して少なく，土壌が中心

であった。住居跡は，阿王台期のものが中心をなしていた。

ll fl－j　　大谷津B遺跡との関連から，遺構が濃密に確認されたF7区の調査を中心に子二「った。

F6－7区は塚状のマウンドが多数検出された地区であり，－一一、－一部に残土があったため，

これらを除去し，遺構を再確認しながら調査を進めた。

12　　月　　F7－8区の遺構調査を行った。F8区の南側からはタ　新たにカマドを有する住居跡の

存在が確認された（第63号住居跡）。住居跡第60号や　土壌第474号までの調査を終了

させ9年末◎年始の休みに入った。

1　　月　　調査再開。F6－7区の遺構調査を行った。しかし，19【‾］以後降雪が続き調査に遅れ

が出た。除雪と並行しながらF5区の拡張，遺構確認調査を進めた。

2　　月　　F5～6区の遺構調査を行った。1月相田以来　近年にない太雪に見舞われ調査に支

障をきたした。降雪の合間をぬって，除雪と遺構調査を並行して行った。住居跡第65

号，土壌第500号，溝第7号まで調査を進めた。

3　　月　　調査の遅れを取り戻し普12巨‖こ中綿地区報告会，17田に現地説明会919日に航空写

真撮影を行い，大谷津A遺跡の発掘調査をすべて完了した。
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第2競　位置と環境

第温節　地理的環境

大谷津A遺跡は，茨城県筑波郡谷和原村大字中綿字大谷津1，120番地の45ほか17筆に所在し，調

査対象面積はこ浩900Illで、ある。

当遺跡の所在する谷和原村は，関東構造盆地の北東部にあたる茨城県の南西部に位置し言射ヒ

1・1．51くIll，東西5．5knl言輌責的MkI112の細長い村である。谷和原村役場を基点として，北西へ証線6

krllで水海道市に，‾南へ12kIllで取手市に，南西へ42knlで東京都に至る位置にある。本村は，臼獅旧0

年3jjの町村合併により，筑波郡短l舶上　村京村，十和村と北相馬郡小組付の合併によって成立
（鼠）

し，‾束に筑波e稲敷台地，西に猿島。北相馬台地という二つの洪積台地の縁辺部と，その間の沖

積低地を村域とした。

筑波。稲敷台地は，筑波山塊の南から南東方向に延び，束は霞ケ浦，南は利根川低地に限られ

た標高2（ト29111の比較的平出な台地である。猿島。北相馬台地は，本県の南西部台地の南端に位

置し，利根川の北側に広がり，鬼怒川。小貝川低地を境とする台地である。谷和射寸の大部分を
（2）

占める沖積低地は，鬼怒川水系の幾多の変遷と造盆地運動によって造られたと考えられている。

なお，鬼怒川は，江戸時代はl裾二は北相馬台地の北縁の小紺地先で、束流し，小川Iは合流してい

たため洪水の原図となっていたが，江戸時代初期（寛永年間），伊奈半十郎によって治水事業が

行われ，猿島。北相馬台地の・一部を開削することにより小貝川との分流がなされた。その結果，

当遺跡の立地する台地の北部で大きく南西に曲がりながら流下し，利根川に注ぎ込むようになっ

ナー
／、＿○

当遺跡は，谷和原村役場から3∴うknl程北西に離れた同相の西端に位置する。遺跡の北東約0．7

1用1には国道294号線が，さらに，その北東0．1k111には関東鉄道常総線（小絹駅）があり，並行し

て走っている。また∴東方約上張nlには小貝川が南東に流下し，西方約0。（うknlには新河道である

鬼怒川が接近して流れている。なお，遺跡は，両河川に挟まれた標高16111程の平出な台地上に位

置し，台地の北側には谷津が南東に向かって入り込んでいる。台地と谷津との比高差は約5111で

ある。台地は，南東側で舌状に張り出しているのに対して，北西側では急傾斜している。

当遺跡の所在する同一一台地上には，南東側に隣接して大谷津B遺跡が，更に，その北側には筒

戸A。B遺跡が続いてお生　大規模な縄文時代の集落の存在が認められる。以上のことから，往

時，この地が縄文人にとって生活に適した格好の居fH也であったことが推察される。

なお，遺跡の現況は，・－一部に畑を含むがその大部分は山林であり，表上層は浅く10－30cnl程で

ローム層に達する。
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第5回　遠路地形寓
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第2節　歴史的環境

大谷津A遺跡の周辺に所在する遺跡を，谷和原村を中心として時代ごとに記載し9　歴史的変遷

について述べることにする。

大谷津A遺跡の所在する谷和原村からは9　先土器時代の遺跡はこれまでに確認されていない。
とうさかばた

縄文時代の遺跡は9早期から晩期まで確認されており，早期の遺跡としては洞坂畑遺跡く6〉，
にししもじく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぉく

西下宿遺跡くDがある。また，当遺跡の北西0。9kmの鬼怒川を隔てた台地上には9　水海道市奥
やまLたね

山下根遺跡く12〉がある。西下宿遺跡は，当遺跡の東300m，谷津を隔てた標高18mの舌状台地

上に所在し9　縄文時代早期の置戸式から茅山武期の土器片を主として出土した遺跡である。住居

跡状遺構1軒，土壌42基（内炉穴24基）が検出されている。奥山下根遺跡は，縄文時代早期の三

戸式から茅山下層式期の土器片を主として出土し9　三戸式土器に伴う押聖文土器が出土したこと

で注目される。竪穴住居跡2軒（古墳時代上　土墳56基（内炉穴17基）が検出されている。前期
せんけんやま

の遺跡は少なく9　浅間山貝塚く4〉9　田村貝塚が知られているだけである。浅間山貝塚は，当遺

跡の北約0。8kmの台地上に所在する主淡貝塚である。中期の遺跡は比較的多く，当遺跡をはじめ
おおやつ　　　　　　　つつケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうきやま　　　みょうしん

大谷津B遺跡く2〉，箇戸A◎B遺跡く3〉が同一台地上に所在する。宝木山遺臥　明神遺跡か
（3）

らも阿王台式，加曽利E式期の土器の出土することが知られている。大谷津B遺跡は9　当遺跡

の南東側に隣接する加曽利EII～Ⅳ式期の集落跡であり，竪穴住居跡55軒，住居跡状遺構12軒9
（4）

土壌854基9　溝1条が検出されている。また9　大谷津B遺跡の南側に隣接する筒戸AのB遺跡もほ

ぼ同時期の集落跡であり，縄文時代の竪穴住居跡85軒9　土壌455基，埋婆7基が検出されている。

両遺跡とも9　大谷津A遺跡と重要な関連をもつ遺跡である。　　　　　　　　　′

pん月トロニ圭二組／丁ヽ、患ロイト　J　　　′＋一　」J qP n寸二。山上▲　L F1古米　っ－ふJ・r寸1」L、♪　IJエRl仁一／nl＿　サ　ツ　ナノか三す丁澄　jハ　げ．　」．、　　　l搬↓高㌧」」．ウ

フ小コこ粧す1㌔リノ遵邑聞、むふサ　ブに」一環押す′lしこIPJ炬直しで判／ツん4ふっもふづ已低レノこしノつ肇際百正、（ごオL Lレりfレ1。　P輝弔若9・Q

くま　やま　　　たかやま　　　　　　　　　かんへえしんでん

谷田部町には熊の山遺跡，高山遺跡9　伊奈村には助兵衛新田遺跡などがある。
なみ・き　　　　　　　ちゃはたけ　　　　　　　ひがしならと　　　ふくおかみなみ

古墳時代の遺跡は9　並木古墳をはじめ茶畑古墳く5〉9　東樺戸古墳9　福岡南古墳群などが台地

丘陵部に確認されている。東樺戸古墳からは，粘土郭の主体部が確認されている。また，前述し

た洞坂畑遺跡や大谷津A遺跡9　隣接する水海道市の奥山A遺跡く9〉9　奥山下根遺跡く12〉など

からは，当該期の住居跡も検出されている。

奈良◎平安時代の遺跡については，村内での報告例が少なく，当遺跡や筒戸A e B遺跡から数

軒の竪穴住居跡が検出されているにすぎない。しかし，当該期の遺跡は，隣接する水海道市や守

谷町などからはかなりの報告例があることから，今後，谷和原村においても発見されることが予

想される。

また，中世の遺跡としては，筒戸城跡く8〉の存在が知られている。

以上のように，大谷津A遺跡の所在する谷和原村及びその周辺地城を概観してみると，そこに
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はタ数多くの貴重な遺跡が所在し警豊かな自然の恵みを背景とした遠い祖先の生活の息吹と誓脈

々と続　文化の創造を肌で、感じとることができる。

※文中のく　〉内の番号は撃　第6図中の該当番号を表す。

鷲豊　 遺 跡 名 遺跡の時代 図中 追　跡　者
遺跡の時代　「

魁縮那頼雛轟摘再彿 88 7デ 先土器 縄文 弥 生 古 墳 その他

◎　 大 谷 津 A 遺 跡 O　　　　　 C ）l （○ 18 取手日之主神遺跡 ○
1　 酉 下 宿 遺 跡 ○ 19 北 守 谷 遺 跡 ⊂）
2　 大 谷 津 B 遺 跡 ○

○

○

20 清 水 古 墳 群 ○

3　 筒 戸 A ・B 遺跡 ○ 2 1 鈴 坂 遺 跡 （B ） ○

ヰ　 浅 間　 山　 貝 塚 ○

○

2 2 鈴 坂 遺 跡 （C ） ○

5　 茶　 畑　 古　 墳 23 庫庄内遺跡 （B －1） ○
6　 洞 坂 畑 遺 跡 ○

○

24 鈴 坂 古 墳 （F ） 0　　 0

7　 下 長 沼 貝 塚 ○

○

25 大 日 遺 跡 （A ） 0　　 0　　 0

8　 筒　 戸　 城　 跡 26 篠根入遺跡 （C －1） ○
9　 奥 山　 A 遺 跡 ○

○

27 中原遺 跡 （C －2） ○

10　 奥 山　 B　 遺 跡 28 中 原遺跡 （C －3 ） ○

1 1　 奥 山　 C　 遺 跡 C） 29 中 原遺跡 （C －5） ○
12　 奥 山 下 根 遺 跡 ○

C〕

○

○

3 0 今 城 遺 跡 （E ） 0　　　　　 0　　 0
13　 西　 原　 遺　 跡 ○

○

3 1 北今城遺跡 （D －2・3） ○

14　 内守 谷本郷 遺跡 3 2 北今城遺跡 （D －1） ○

15　 管　 生　 城　 跡 3 3 乙子遺 跡 （D 一寸） ○
16　 内守谷館 ノ台遺跡

17　 坂 手 萱 場 貝 塚

〆

34 守　 谷　 城　 跡 ○

喪瀾　尭谷津最適跡周辺の遺跡一覧表

参考文献

は　茨城規　　茨城規史　市町村編航　昭和舗年

紹　居留川正平　青野藩郎　「田本地誌」5　二宮書店　昭和50年

（3）「水海道都市計画事業の小路土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書1」　大谷津

B遺跡　茨城県教育財団　昭和58年

（4）「水海道都市計画事業e小絹土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書2」　筒戸Å

遺跡◎筒戸B遺跡　茨城規教育財団　昭和59年
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至

第6図　大谷津A遺跡周辺の遺跡
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第6図　大谷津A遺跡周辺の：遺跡



第3章 遺

第1節　遺構の概要と記載方法

1　遺構の概要

当遺跡からは調査の結果，竪穴住居跡66軒，土壌504基，清7条が検出された。その後，出土

遺物を整理し，遺構の状況を検討した結果，遺構でないと判断したものは欠番とし，本項から除

外した。その結果，当遺跡における最終的な遺構数は，竪穴住居跡66軒，土壌498基，溝6条と

なった。竪穴住居跡は，縄文時代中期の阿玉台～加曽利E式期に比定されるものが61軒，古墳時

代の和泉期に比定されるものが3軒，奈良・平安時代に比定されるものが2軒である。土境は時

期を明確にすることのできるものは少ないが，その大部分が縄文時代中期に比定されるものと思

われる。溝は6条検出されているが，時期は不明である。これらの遺構の多くは，遺跡の北から

東に入り込む支谷に向い合うように，調査区の北側及び東側に密集して検出されている。特に遺

跡の南東側から検出された遺構群は，その分布状況から隣接する大谷津B遺跡と密接な関連を持

つことが推測できる。

なお，当遺跡の発掘調査以前の現況は畑及び山林であり，畑の地区から検出された遺構の多く

は，その上部が耕作による擬乱を受けており，一部には壁の確認ができなかった住居跡もあった。

また，F3区・G3区を中心とする地区は後世の土取りによって削平されており，調査不可能であっ

た。

各遺構の詳細については，第2節及び第3節で述べることにする。

2　遺構の記載方法

本書における遺構の記載方法は，下記の要領で統一した。なお，遺物については第4章遺物の

項で記載した。

（1）使用記号

本書で使用した記号は，次のとおりである。

名　 称 住居跡 土　 壌 溝 炉 ピット

記　 号 S I S K S D F P

（2）遺構の表示

本書で使用した遺構等の表示方法は，次のとおりである。

匡塁≡≡ヨ＝炉跡　E≡コ＝焼土　園＝カマド　●　土器　★　石器・チップ類

（3）土層の分類記号
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本書で憾用した丑層の分類記号は　次のとお　である。色調は撃　新版標準土色帖』砂山

鼠忠㍉抒原秀雄編著　日本色研事業株式会郷を使用し　班はe。YRを基準とした。また学士

層断南中の含有物についても分類し暫挿図中の土層はすべて番号で表示した。

番号　 土　 色　 名　　 色　 相　　 明度／彩 度 含　　　　 有　　　　 物

1　 に ふ い 褐 色　 H ue 7 ．5Y R　 ラム　衷
［
I a　ロ－ム粒子混入

2　 明　　 褐　　 色　 H ue 7 ．5Y R　 九　 ㌔ b　ローム小ブロック混入

3　 灰　　 褐　　 色　 H ue 7．5Y R　 尭 C　ロームブロック混入

ヰ　 褐　　　　 色　 H ue 7．5Y R　 尭　 来　 光 d　ローム粒子， ローム小ブロック混入

5　 黒　　 褐　　 色　 H ue 7．5Y R　 名　 尭 e　ローム粒丁， ロームブ ロック混入

0　 時　　 掲　　 色　 H ue 7．5Y R　 先　 生 f　焼士粒子混入

7　 黒　　 褐　　 色　 H ue 7．5Y R g　ローム粒子，焼土粒子混入

8　 極　 暗　 褐　 色　 H ue 7．5Y R　 ヲ1 h　ローム粒子，ローム小ブロック，焼士粒子混入

9　 に ふ い 黄褐 色　 H ue lOY R　　 ライ i ローム粧 上　 ロームブ ロック，焼士粒子混入

10　 黄　　 褐　　 色　 H ue lO Y R　 九　 九 j　ローム小ブロック，焼 士粒子混入

m

l2

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

にふい黄褐色

褐　　　　　　色

黒　　褐　　色

暗　　褐　　色

黒　　褐　　色

にふい明赤褐色

晴　赤　褐　色

明　赤　褐　色

赤　　褐　　色

晴　赤　褐　色

極暗　赤　褐　色

黒　　　　　色

IltIelOlrR　　互

IIue＿1（＿）YR　　力ノ　亮

HuelOYR　　％

I－ILle　＿10YIl　　五　％

IiLIelOl’R　　ヲ1′∴

HLle2．517R　ラ云

HLIe2．5YR　㍉

Hue　5YR　　ラ右

Hue　5YR　　亮　太

Hue　5YR　　％％％％

Hue　5YR　　％　％

HLIe　51TR l・シ了

1く　焼‖粒子，砂質粘十混入

1炭化粒台昆入

Ill　ローム粒丁，炭化粒子混入

11ローム粒上ローム小プロ、ソク，炭化粒Jつ昆入

し）ローム小ブロック，炭化粒子混入

P　焼土粒子，炭化粒子混入

q　ローム粒上　焼出自’一，炭化粒台昆入

I‾　ローム小ブロック，焼＝粒子，炭化粒子混入

S　ローム粒上　ローム小ブロック，焼土粒子，

炭化粒子混入

t　擾乱

※「小ブロック」は直径5m未満のものとした。それ以上のものは「ロームブロック」とし

て扱った。含有物の量については9　少量は～摘％　検出された　のを基準とし9　やや多く

見られるもの（1ト25％）については「9」を9　さらに多く認められる　の　綾％以上　に

ついては「皆」をアルファベットの右上に付加して表示した（例…a，9　a”）。また9分類の便

宜上焼士ブロックは焼土粒子に9　炭化物は炭化粒子に含めた。なお撃　含有物を集約して託
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号化したため9　調査過程における観察所見を詳細に表現することは困難であった。記号表示

することによって上層と下層に同一の記号を用いることも生じたが，調査の過程で作成した

土層断面図を最大限使用することにした。詳しくは，住居跡の土層の解説の中で述べること

にする。

（4）遺構実測図の作成方法と掲載方法

本書における遺構実測図の作成方法は9　次のとおりである。

旦

阜
I l

声

l：：風′

阜

溝

一一十‾こI一汁I‾－I

ll、二：＿＿了　∴ここ1一二∴こl

①竪穴住居跡の図版は，縮尺二十分の一の原図をトレースし，版組胤縮尺三分の一で掲載

することを基本とした。また特殊な土器埋設炉やカマドの版組は二分の一とした。

②竪穴住居跡からの出土遺物は，住居跡の平面図及び断面図に位置をドットで落とした。ま

た9接合されたものはすべて線で結び，実測図や拓影図として掲載したものについては固

有の番号を付した。詳細は，第4章第1節の2に記載した。

③土壌の図版は，縮尺二十分の一の原図をトレースし，版組後，縮尺三分の一で掲載するこ

とを基本とした。

④溝の図版は，縮尺二十分の一の原図をトレースし，版組胤縮尺五分の一で掲載すること

を基本とした。

⑤レベルはm単位で記載した。

⑥遺構実測図の掲載については，できるだけ遺構番号順とした。

（5）表の見方

それぞれの表の見方は，次のとおりである。

住居跡一覧表
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①住居跡番号は9　発掘調査の過程で付した番号をそのまま使用した。

②位置は9　小調査区（グ年ソド）名で表示した。他の調査区にまたがる場合は9　遺構の占め

る面積の割合が太きい小調査区名をもって表示した。

③方向は9　長径ないし長軸が座標北からみてどの方向にどれだけ傾いているかを，角度で表

示した（N－200…E9　N－200－W）。（）を付したものは推定を表し，形状不明の場

合は空欄とした。

④平面形は9　現存している形状の上端商で判断し9　円形の楕円形の場合は下記の分類基準を

設け表示した。（）を付したものは推定を表し9　形状不明なものは空欄とした。

。円形　（短径：長径＝1：上斗未満のもの）。

。糖円形（短径：長径＝1…上丑以上のもの）。

また9　形の整わないものは9　不整00形と表示した。

⑤規模の欄の長径⑳短径は9　平面形の上端廟の計測値であり，壁高は，残存壁高の計測値で

ある。また普　平面形が円形◎楕円形の場合は9　長径◎短径とし9　隅丸方形◎隅丸長方形な

どの場合は，長軸。短軸として表示した。

⑥ビット数の欄の総数は9　住居跡に伴うものと考えられるピットの総数を表示し，主柱は主

柱穴数学　（）を付したものは推定を表す。

⑦炉◎カマドの欄は，その種類を託し9　炉やカマドを持たない場合は空欄とした。

⑧覆土は9堆積の状態が自然堆積を示す場合はN9　人為堆積を示す場合はA，擾乱である場

合はKと略号で託した。また，明確でない場合は（）を付し，不明の場合は空欄とした。

⑨出土遺物は，最も多く出土した遺物の種類とその出土点数，それに，代表的な遺物名を託

した。

⑲時期は，時代名と土器型式名を表し9　不明のものは空欄とし，推定は（）を付した。

⑪住居跡の形態分類の基準については（6）で述べる。

⑫備考は，重複関係や性格等を記した。

土壌Il一一覧表

①土壌番号は9　発掘調査の過程で付した番号をそのまま使用した。また9　整理の過程で遺構

でないと判断したものは欠番とした。

②平面形は9　円形◎楕円形の場合に下記の分類基準を設けて表示した。

。円形（短径：長径＝1：1．2未満のもの）。

。楕円形（短径：長径＝1：1。2以上のもの）。
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③規模の欄の深さは9　開口部から底面の最も深い所までの計測値である。

④壁面は9　底面からの立ち上がりの状態を下記の基準を設け記号で表示した。

Ⅱ』8ト9。0の傾き一垂直IⅡ㌔65＿8。。の傾き＿外傾

m

＼650以内の傾き－緩斜　Ⅳ芝瑚傾　Vも一段状

⑤底面は9　下記の基準を設け記号で表示した。

1平坦　　2　皿状　　3　V字状　　4　凸凹　　5　凸凹が激しい

、、＿＿＿＿ノ　　＼‾－LJ　　　＼　／ ＼♂＼プヽ♂戦ダ＼』

⑥ビット数は，土境内に検出された大小のビット数を記した。

⑦土壌の形態分類の基準については（6）で述べる。

※その他の項については9　住居跡一覧表の見方に準ずる。

（6）遺構の分類

住居跡及び土壌については∴下記の分類基準を設け，形態分類を行った。

［蜜頭重］

①平面形

A型…円を基調とする一群（円形◎楕円形を含む）。

B型…方を基調とする一群（方形◎隅丸方形◎長方形◎隅丸長方形を含む）。

C型…いわゆる「二段掘り込み」の形態を有する一群。

②柱穴の配列

1類…住居跡のほぼ中央部に，lか所の主柱穴を持つ一群。

2類…住居跡の長軸線上に，柱穴が配列されるl一群。

3類…柱穴が9　規則的に配列される一群。

4類…柱穴の配列に9　規則性が見られない一群。

③炉

a種…住居跡内に9　炉の施設を持たない一群。

b種…住居跡内に，炉の施設を持つ一群。

※b種は，その形態によって　bl…地床炉，　b2…土器埋設炉　に細分した。

以上のものを組み合わせて，「A－1－a」，「B－3－a」のように表示した。ただし，

縄文時代以外の住居跡については対象外とした。また，（）を付したものは推定を表す。

－！事て

（D平面形
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I　円形。　　　　　　　Ⅳ　隅丸長方形，長方形。

H　楕円形。　　　　　　Ⅴ　不定形。

III　隅丸方形，方形。　　Ⅵ　重複のため形状不明。

②断面形

A　円筒状　　B JIIl状　　C V字状　　D　袋状　　E T字状

l‾＿＿＿＿‾　‾㍉ノー‾‥l∴‾二二‾‾二二‾‾

※底面にビットを有するものには「，」を付した（a’，b′‥‥‥）。

③規模（長径・長軸の長さ）

l lm未満　2　1m以上2m未満　3　2m以上

④深さ（底面から確認面までの垂直線の長さ。ピットは除く。）

a　50cm未満　b　50cm以上100cm未満　C lOOcm以上

以上のものを組み合わせて，形態を「IA2b」のように表示した。
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第2節　竪穴住居跡

且　縄文時代

第1号住居跡（第7図）

本跡は，‡次調査区の北東部E4i3区を中心に確認された住居跡である。第2号住居跡の南東14

mほどに位置し，東側12mほどには工事用道路が南北に走っている。

平面形は，長径4・16m，短径4elmの円形状を里し，長径方向はN－400－Wを指している。ロ

ーム層への掘り込みが浅く，残存壁高は5cmで，床面は平坦でやや軟弱である。炉は，住居跡の

中央部に位置している。平面形は長径71cm，短径65cmの楕円形を呈しており，床面を5－10cmほ

ど掘りくぼめ地床炉としている。炉内には，焼土が6～8cmの厚さに堆積している。ピットは9

か所検出されたが9　主柱穴は不明である。ピットは9長径14～71cm，短径12－60cm言葉さ10－25

cmの規模を有している。

覆土は2層からなり，上層および下層とも，ローム粒子，炭化粒子，焼土粒子を含む褐色土が

自然堆積している。下層はロームブロックを含み，上層に比べ締まっている。

遺物は，縄文土器片が17点，石がl点出土しており9　その大半は覆土上層からの出土である。

遺物は細片であり，本跡の時期を判定しうる遺物は検出されていない。

第2号住居跡（第8図）

本跡は，I次調査区の北部E3fo区を中心に確認された住居跡である。第1号住居跡の北西14m

ほどに位置し，北西側で第3号住居跡と接している。

平面形は，長径4e86m，短径488mの円形を里し，長径方向はN－380－Eを指している。本跡

は，第1号住居跡と同様にローム層への掘り込みが浅く，残存壁高は2－6cmである。床面は平

坦でやや軟弱である。炉は検出されなかった。ピットは9か所検出されており9Pl～P5の5か所

が主柱穴と思われる。主柱穴は，長径43－80cm，短径35－55cm，深さ15～25cmの規模を有してお

り，五角形状に配列されている。柱穴の間隔は，P3とP4間がやや広く2。6mであるが，他は1。8～

2．6mである。

覆土は2層からなり，上層に褐色土，下層に明褐色土が自然堆積している。覆土中にはローム

粒子，焼土粒子を含み，上層には炭化物も含まれている。

遺物は，縄文土器片が19点，石が3点出土しており，その大半は覆土上層からの出土である。

遺物は細片であり，本跡の時期を判定しうる遺物は検出されていない。
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三
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D
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（9

第ア図　第瑠号住居跡実測図
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二　二一

第＄図　第題号燵屠跡実測図
0　　　　　　　　　　　　2m

』二二二二二ユニ二二二二∃

第3号住居跡（第9図）

本跡は9　正次調査区の北部E3e9区を中心に確認された住居跡であり，南東側で第2号住居跡と

接している。
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C

＿旦16．5m

第9図　第3号住居跡実測図
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平面形は9　長径5。6m，短径5。5mの円形を豊し，長径方向は瀾∴凍γ⊥Wを指している。本跡

は，第1◎2号住居跡と同様にローム層への掘り込みが浅く9　残存壁高は6－9cmである。床面

は平坦でやや軟弱である。炉は検出されていない。ピットはHか所検出されており，Pl◎P2◎P5◎

P6◎P9◎PlOの6か所が主柱穴と思われる。主柱穴は，長径42～64cm，短径36～50cm，深さ30～

60cmの規模を有しており，北西方向に長い長方形状に配列されている。

覆土は3層からなり，上層から中層にかけては褐色土が，下層には暗褐色土が自然堆積してい

る。覆土中にはローム粒子◎炭化粒子を含み，中層にはロームブロックが含まれている。

遺物は，覆土中から縄文時代中期の土器片が7息　石が1点出土している。しかし，いずれも

細片であり本跡の時期を判定しうる遺物は検出されていない。

第4号住居跡（第10・11図）

旦17．0m
6q

二三二二二二二二二二二三了

131

9c

C　　　　　　14r

第10図　第4号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　＿二　」　　」
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本跡は，II次調査区

の北西端，工事用遺路

沿いに確認された住居

跡であり，C4fo区を中

心に位置している。本

跡が確認された地区は

畑地であったため，耕

作による擾乱が帯状に

深く入り込んでおり，

プランの確認が困難で

あった。

平面形は，長径4．82

m，短径4．68mの円形

状を呈し，長径方向は

N－460－Wを指して

いる。壁の上部は，耕

作による授乱を受け明

確にとらえることはで

きなかったが，残存す

る壁は硬く締まってお

り，ほぼ垂直に立ち上



』j J

第11図　第4号住居跡遺物出土位置図・土器接合関係図
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がっている。残存壁高は24－28cmで

ある。床面はほぼ平坦であり硬く締

まっているが9　一部は撹乱を受け凹

状をなしている。また，床面の中央

部には，炉を中心として北西から南

東方向に長径3。5m，短径l。2mの長

橋円形状の落ち込みが認められた。

深さは5－15cmであり，この覆土中

及び上部からは多数の土器片が検出

されている。炉は，住居跡の中央部

に位置し9　長径76cm9　短径65cmの楕

円状に，床面を18cmほど掘りくぼ

め地床炉としている。炉の中央部は．

炉床の下31cmまで熱を受けており，

レンガ状に赤く焼け締まっている。

また，炉を中心として，北西から南

東方向に，長径2．1Ill，短径1．16111

の橋円形状に焼土の分布が認められ

た。ピットはHか所検出されている

が，規模や配列等からPleP4・P8・

Tl　　／丁ヽ．1」、、；二；【二、上∫－ミ一一÷－ミー′－1ニー　し　＿：払　こ．ゝ　Jl　ブ

rlOレノヰノノーJ一ノlノノ．二t二牛1二′＼」　イラ　人＿り4LQ o

主柱穴は9　長径60－83cm9　短径50－

56cm，深さ62－83cmで台形状に配列

されている。PSの覆土中からは，深

鉢形土器（P3）が横位の状態で出

土している。

覆土は，大きく4層に区分される。

確認南下20cmの深さまで撹乱を受け

ており，灰褐色土。黒褐色土・暗褐

色土が交互に斜めに堆積している。

この部分は耕作土であり9　全体とし

てさらさらしている。遺構本来の覆



土は9　その下に15cmほど残存しており9　自然堆積の状態を示している。覆土中には，焼士粒子や

炭化粒子が混入している。

遺物は，住居跡の中央部から南東側に集中して検出されており9　縄文土器片4姓真9　着49点が

出土している。これらの多くは覆土の中層から出土し，土器片の大半は加曽利E期に比定される。

第5号住居跡（第12・13図）

本跡は，Ⅲ次調査区の北部C56区を中心に確認された住居跡である。第4号住居跡の東16mほ

どに位置し9　東側には第45－50号土壌が隣接している。第50号土壌の覆土中からは9　本跡とほぼ

同時期の阿王台期の深鉢形土器（P128）が出土している。本跡は，耕作により壁及び床の一部が

授乳を受けている。

平面形は，長径4．21Ill，短径3．7111の轄円形状を呈し，長径方向はN－820－Wを指している。

壁は，確認面の下20cmの深さまで撹乱を受けており，検出が困難であったが9　床面から10－15cm

lくl　：二

第12図　第5号住居跡実測図
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第13回　第5号住居跡遺物出土位置図e土器接合関係図

の高さで立ち上がる壁の一部

を手がかりとして検出した。

残存壁高は10・～15cnlであり，

垂直に立ち上がり，比較的硬

く締まっている。床面は，－　一

部に撹乱が認められるものの，

全体的にほぼ平坦で硬く牒ほ

っている。炉は検出されてい

ない。ピットは，9か所検出

されているが，柱穴と考えら

れるのはPl・P2．P．1・P6・P9

の5か所である。中でも，P4

とP9は長径98－12°7cm，短径

82－97cITl，深さ54－60cluのほ

ぼ同規模，同深度を有し，他

のビットに比べ規模が大きく

掘り込みもしっかりしている。

また，PlとP6は，PlとP9を結

ぶ線を軸としてほぼ対象の位

置にあり，長径34～35cm，短径27～32cm言葉さ52～57cmの規模を有している。P4とP9が主柱穴と

【Il jl jl　ス㍉ネゞ　　一王′ユ・レ！で／十相席紅か目し毒十ト考、品田1有摘竃Z、
JL⊥ヽ4　ノq L’Qノ　′ノ　†　’「⊥．′　＼．、・－　し／　＼・VcトノソLlフ＼こ′ノ　ノヽl・＿‘　7　　㌧＿　／、ノ・LlHJ′ノ　′ノヽ　‾Qノ　○

覆土は，床面近くまで撹乱を受けており，灰褐色土◎暗褐色土の褐色土が斜めに交互に堆積し

ている。この部分は耕作土であり9　遺構本来の覆土は9　床面上にわずかに5－10cmの厚さで残存

するだけである。覆土中には，極少量の焼土粒子や炭化粒子の混入が認められる。

遺物は，住居跡の東側から中央部にかけて散在しており9　縄文土器片100氏　石器2点予　石13

点が出土している。その多くは覆土中から出土し9　土器片の大半は阿王台期に比定される。

第6号住居跡（第14図）

本跡は9　Ⅲ次調査区の北部C5C9区を中心に確認された住居跡であり，耕作による撹乱が激しく

プランの確認が困難であった。確認商で焼土の分布が認められたため，住居跡の存在を想定し調

査を進めた。その結果，ほぼ中央部から東西1．8m，南北工2mの範囲で炉と思われる焼土を検

出したため9　住居跡と断定するに至った。本跡は，第5号住居跡の北東14mほどに位置し，中央

ー26－
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第14図　第6号住居跡実測図
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部で第9十号上境と，東側で第7号住居跡と垂後している。本跡がこれらのなかでは最も新しい。

平面形及び規模については，擾乱により壁が残存しておらずプランをとらえることができなか

ったため9　不明である。しかし普　検出された炉の位置や柱穴の配列から9　直径5mほどのほぼ円

形状を呈する住居跡であったものと推定される。推定ブラン内の床面は，炉を中心として比較的

硬く締まっている。炉は推定ブランの南東寄りに位置しており，擾乱をまぬがれほぼ完全な形状
とと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すりばち

を留めている。平面形は，長径110cm，短径72cmの轄円形を呈し，床面を20cmほど捨鉢状に掘り

くぼめ地床炉としている。中央部は，炉床下27cmの深さまで熱を受けレンガ状に赤く焼けており，

長期間使用されたものと思われる。また，炉を中心として，北西方向に長径2．5111，短径2111の

長楕円形を呈する黒色の落ち込みが検出された。調査の結果，土壌であることが判明したため9

第94号土壌と命名した。本跡の炉は9　この土壌の覆土を掘り込んで形成されている。ピットは6

か所検出されており9　炉を中心として対称の位置に検出されたPl砂P2砂P3◎P4が主柱穴と思われ

る。主柱穴は，長径65－102cm，短径55－糾cm　深さ60～75cmの規模を有しており，北東方向に

長い長方形状に配列されている。

覆土は20cnlほど堆積していたが，擾乱を受けており，灰褐色土・暗褐色工が斜めに堆積してい

る。遺構本来の覆土は残存していない。

遺物は　縄文土器片用8点9　石器2点9　着54点が出土しておりサ　土器片の太字は加曽利E期に

比定される。遺物の多くは住居跡の北側から検出されており9　覆土中出土のものが大半である。

P二1覆土中からは磨製石斧（Q13）が出土している。

第7号住居跡（第15・1（う図）

．＿⊥＿lj・｛・JJ TT、え，三仕上ネこに丁／丁ヽlト寸が7′rrへl‾＼′　ナ．■1－1㌧Jl、予感ご÷刃［j寸．√1才、ノートFi－1日：正一7㌢、七　7　　　聖Tl‘）＿し1A′－1一［il口：什／7ヽ‾調、i　0、、1／寺

本跡は9　畏次調査区の北部鑑壷区を中心に確認された住居跡である。牙ブ⊥ム別工場脚jlり門UlllVふ

どに位置しタ　西側で第6号住居跡と重複している。本跡の方が古い。擬乱が激しくプランの確認

が困難であったため撹乱を受けていないレベルまで掘り下げプランを確認した。その結果，中央

部付近に焼土粒子◎炭化粒子が比較的多く検出されたため，炉の存在を想定し争　直交するベルト

を設定して調査を進めた。

平面形は9　長径4682m9　短径4。09mの梧円形状を里し，長径方向はN－380－Eを指している。

壁は，確認癖の下20－25cmの深さまで授乱を受けており，上部は明確でないが9　中一下部にかけ

ては遺存状態が良く9　垂直に立ち上がり硬く締まっている。残存壁高は50－60cmである。床面は

平坦で，全体的に硬く踏み固められている。覆土中に焼土粒子や炭化粒子の混入が認められたが，

炉は検出されていない。ピットは2か所検出されている。ほぼ中央に検出されたPlは9　直径35cm

の円形を呈し，床面を円筒状に50cmほど掘り込んでいる。P2は直径13－15cm言葉さ8cmの小犬で

ある。Plが主柱穴と思われる。

－28－
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第15図　第7号住居跡実測図
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第柑図　第　号住居跡遺物出藍位置図◎土器接合関係図
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覆土は9　確認商の下20～25cmの深さまで撹乱を受けているが9　下層は暗褐色及び黒褐色を里し

硬く締まっている。下層の覆土中には学　焼土粒子◎炭化粒子◎ハードローム小ブロックが多量に

含まれており，自然堆積の状態を示している。

遺物は9　住居跡中央部付近に集中して検出されており，覆土の中層から縄文土器片230息石

器2点9　着30点が出土している。土器片の太宰は阿王台期に比定される。

第9号住居跡（第17e18図）

本跡は9　最次調査区の北部C5eo区を中心に確認された住居跡である。第10号住居跡の南西4m

ほどに位置し9　南側0。5mには第m号住居跡が隣接している。住居跡中央部が9　第84号土壌によ

って切られている。

019
阜

第膵図　第　号住居跡遺物出立億置図

2m
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平面形は，長径十18

111，短径圭0111の隅丸

方形を呈し，主軸方向

はN－450－Wを指し

ている。確認面の下20、‾・’　　）　　　　　l r‾‾．1．－一　　ト‘L‾l t

Cmの深さまで耕作によ

る授乳を受けているた

め，壁の上部は不明で

ある。残存壁高は5～

16cmであり，東壁がほ

ぼ垂直に立ち上がるほ

かは，緩やかに立ち上

がっている。壁はやや

軟弱である。床面は，

中央に向かってなだら

かに傾斜しており軟弱

である。床面中央部が，

第84号土壌によって切

られているため，炉の

有無については不明で

ある。ピットは，ほぼ

等間隔に4か所検出さ
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第18図　第9号住居跡実測図
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れており9　長径32～54cm，短径30－48cm9深さ58～76cmの規模を有している。いずれも主柱穴と

思われる。主柱穴の中でも9　南壁際に検出されたP3は特にしっかりしている。

覆土は，その上半分が撹乱を受けており，暗褐色土◎黒褐色土が交互に斜めに堆積している。

遺構本来の覆土は，その下に20－25cmほど残存している。床面に近づくにつれて暗褐色土から褐

色土に変わり，締まりを増している。覆土中には，極少量であるが焼土粒子や炭化粒子が含まれ

ている。

遺物は，住居跡内に散在し，覆土中から縄文土器片92息石器5氏石19点が出土している。

土器片の大半は加曽利E期に比定される。

第10号住居跡（第19．20図）

本跡は，H次調査区の北部C6d2区を中心に確認された住居跡であり，第9号住居跡の北東2m

ほどに位置している。北壁の一部を第74号土壌によって切られ9　西壁下の床面も第86号土壌によ

Pll p12

0 2m

よ＿＿＿＿＿F

第柑図　第柑号住居跡遺物出土位置図◎土器癒合関係図
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って切られている。

平面形は，長径3．92

m，短径3き82mの円形

状を呈し，長径方向は

N－30㌧Eを指してい

る。壁の上部は撹乱を

受けており，残存壁高

は12～30cmである。残

存壁のうち東壁及び西

壁は遺存状態が比較的

良好で締まっているカミ

西壁及び北壁は掘り込

みが浅く遺存状態が悪

い。床面は，ほぼ平坦

であるが軟弱である。

炉は，住居跡の中央部

からやや南西側に偏し

た位置に検出されてい

る。長径53cm，短径43

cmの楕円形状を里し，



第調図　第臓考住居跡実測図
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床面を5～10cmほど掘りくぼめ地床炉としている。炉床はさほど焼けておらず9短期間の使用を

思わせる。ピットは8か所検出されており，中央部に検出されたP5を中心として9　ほぼ対称の位

置に検出されたP4◎P6◎P7⑳P8が規模，形状から主柱穴と思われる。主柱穴は長径30－48cm，短

径26－34cm言葉さ34－46cmの規模を有している。P5は炉に近すぎ，柱穴と考えにくい。出入目は

明確でないが，炉の位置や柱穴の配列からPlとP2の間が想定される。

覆土は，確認面の下10－15cmの深さまで撹乱を受けており，灰褐色土◎褐色土が交互に斜めに

堆積している。遺構本来の覆土は，その下に8－27cmほど残存しており，床面に近くなるほど暗

褐色土からにぷい褐色土に変化している。覆土中には少量の焼土粒子や炭化粒子を含み，全体と

して良く締まっている。

－34－



遺物は9　P7付近に集中するが，住居跡の西側にも散在して検出され9　覆土中から縄文土器片68

点，石器2点，石32点が出土している。土器片の大半は加曽E期に比定される。

第11号住居跡（第21・22図）

本跡は，Ⅲ次調査区の北部C5fo区を中心に確認された住居跡であり，第9号住居跡の南側0。5m

に隣接して位置している。東側で第85号土壌と重複している。第85号土壌は，長径1。4m，短径1。2

mの梧円形状を呈する土壌であり，本跡の東側の床面及び壁を50cmの深さに円筒状に掘り込んで

第割図　第瑠号住居跡実測図
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いる。

平面形は，長径4．43m，短径4．40mの円

形状を呈し，長径方向はN－520－Wを指

している。残存壁高は12－20cmであり，緩

やかに立ち上がっている。壁の上部は，耕

作による撹乱を受け不明であるが9　残存す

る壁は硬く締まっている。床面は，中央に
でこぼこ

向かってゆるやかに傾斜し，多小凸凹状を
けんち

呈しているが堅緻である。炉は検出されて

いない。ピットは7か所検出されているが，

Pl・P2・P。・P4・P7の5か所が主柱穴と思

われる。主柱穴は，長径32－72cm9　短径27

～55cm，深さ42～99cmの規模を有している。

特に，中央部から検出されたP。は，床面を

92cmと深く掘り込んでおり，しっかりして

いる。

覆土は，確認面下12－25cmまで擾乱を受

けており，暗褐色土と褐色土が交互に斜め

に堆積している。遺構本来の覆土は，その

下に15～27cmほど残存しており，中央部に

はローム小ブロックを少量含む褐色土が弓
‾　　‾　　ザ　　　′　　　　　　　　　′　　　／　　　　ヽ・－　一一′　　ここコニ＝一　日　　ヽ一一′　l．－「′　L＝＝■－．‾‘．▲’▼　　7

壁際には粒子が密で締まりのある褐色土が

自然堆積している。

遺物は，縄文土器片284点，石器7点，土

製品2点，石55点が出土している。これら

の多くは住居跡中央部から南東側にかけて

覆土の中層から出土しており，土器片の大

半は阿玉台期に比定される。

』二二二ナ「＝∃

篇22図　第仕号住居跡遠物出土億琵図0土器接合笥快感
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第12号住居跡（第23・24図）

本跡は，II次調査区の北部C6b2区を中心に確認された住居跡である。第10号住居跡の北東2m

ほどに位置し，南側で第66号土壌と重複しているが，本跡の方が新しい。

平面形は，南西方向にやや張り出した長径4．70m，短径4．08mの梧円形状を呈し，長径方向は

N－34。－Eを指している。壁の上部は擾乱を受けており不明であるが，残存壁高は3～20cmであ

る。残存壁のうち南壁及び北壁は遺存状態が悪く明確でないが，東壁は遺存状態がよくほぼ垂直

γサ
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第23図　第12号住居跡実測図
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第錮図　第は号住居跡逸物出立億置国◎土器癒合関係図
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に立ち上がり硬く締まっている。床面は9　ほぼ平坦で堅敏である。床面の中央部より南西側に偏

した位置に9北西から南東方向にかけて長径上58m，短径0。88mの梧円形状に焼土が検出された

焼丑は2－10cmの厚さで堆積しているが，量は少ない。炉は，焼土の東側に中心を持ち，5－10

cmほど不整形に掘りくぼめ地床炉としている。炉床はさほど焼けておらず，短期間の使用と思わ

れる。ピットは9か所検出されているが，PlゆP3◎P4◎P5◎P8◎P9の6か所が主柱穴と思われる。

主柱穴は9　長径30－49cm，短径26－49cm，深さ20－63cmの規模を有している。本跡は9炉の北東

側に広い空間を持ち，PlとP。の間またはP3とP4の間が出入目と推定される。

覆土は，上部が撹乱を受けているものの，下部は自然堆積の状態を示している。中央部に堆積

する6は暗褐色土であり9　焼土粒子◎炭化物◎ローム粒子を極少量含み締っている。壁際に堆積

する12a912a，は褐色土で，ローム粒子を含み締まっている。

遺物は，縄文土器片405氏石器3息石29点が出土している。土器片の大半は9加曽利E期に

比定される。遺物は，住居跡の西側に集中し，南側に散在している。北側及び東側は希薄である。

これらの多くは，覆土の中層から下層にかけて出土している。
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第錮図．第臓号住居跡過物出土位置儲
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第13号住居跡（第25・26

◎27図）

本跡は，II次調査区

の北部C6C4区を中心に

確認された住居跡であ

り，第12号住居跡の南

宙1相、／芋　ドナウ鈷写I　で
4＼　⊥　lll Vcト（・＿　卜一　LlJl＿捜　し／　し

いる。本跡が確認され

た地区は，耕作による

撹乱が激しくプランの

確認が困難であった。

しかし，推定プランの

ほぼ中央部から焼土が

検出され，また，焼土

を囲むように柱穴と思

われる落ち込みが検出

されたことから，住居

跡として調査を進めた
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第野図　第柑号住居跡土器療禽関係図

ものである。

平面形は，南西側及

び南東側の壁が残存し

ていないため明確でな

いが9　ほぼ北西から南

東方向に長い長径6。24

m，短径5。32mの梧円

形状を呈する住居跡と

思われる。また長径方

向はN－440－Wを指す

ものと思われる。壁は，

その上部の大半が耕作

によって削平されてい

るものの，南西壁及び

南東壁を除いてわずか

に残存し，残存壁高は

7－13cmで，緩やかに

外傾して立ち上がって

いる。壁は硬く締まっ

ており，床面は，ほぼ

平坦で硬い。特に，炉

の周辺が硬く踏み固められている。炉は，住居跡の中央部に位置しており，平面形は長径68。m，

短径43cmの不整橋円形状で，5－12cmほど床面を掘りくぼめ地床炉としている。炉の中心部は，

炉床の下42cmの深さまで熱を受けレンガ状に焼けており，長期間使用されたものと思われる。ま

た9炉を中心として長径le68m，短径1。6mの円形状に焼土が検出されている。ピットは8か所検

出されているが，P2◎P3◎P4◎P6◎P8の5か所が主柱穴と思われる。主柱穴は9　長径41～80。m，

短径37～67cm，深さ38～85cmの規模を有している。P8は，他の4本に比べると規模が小さい。出

入口は明確でない。

覆土は3層に区分され，床面に近くなるほど極暗褐色土から暗褐色土に変化し9　ロームブロッ

クの量が増加してくる。覆土中には焼土粒子や炭化粒子が極少量含まれ，全体として締まってい

る。

遺物は，縄文土器片300点，石器1点，土製品1氏石41点が出土している。その分布状況をみ

－41－



ると，住居跡の中央部や北側にわずかに集中する部分がみられるが，全体的に散在しており，そ

の多くは，覆土の中層から出土している。土器片の大半は加曽利E期に比定される。

第14号住居跡（第28・2到、刈）

本跡は，II次調査区の北部C6d5区を中JL、に確認された住居跡であり，第13㌢肛居跡の南東2m

ほどに位置し，東側2nlほどに第15号住居跡が隣接している。

平面形は，長径3．4t）Ill，短径3．1Llmの楕円形を呈し，長径方向はN－100－Eを指している。残

存壁高は21～25cmで，東側及び北側の壁はほぼ垂直に立ち上がり，南側及び西側の壁はやや緩や

かに立ち上がっている。西側のl一部は擾乱を受けているが，他は硬く締まっている。床面は，ほ

ぼ平坦で締まっているが，特に炉の周囲ば埜敵である。炉は，住居跡中央部よりやや北側に偏し

た位置に検出され，平面形は長径7LIcm，短径65cmの轄円形を呈し，床面を5－8cm掘りくぼめ地

ll　　　幸一11

第28図　第14号住居跡実測図
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第29図　第14号住居跡遺物出土位置図・土器接合関係図

床炉としている。炉床はさほど焼け

ていない。ビットはPl・P2の2か所

検出されており，Plは直径40cm言葉

さ75em，P2は長径37cm，短径3Ocm，

深さ36cmの規模を有している。いず

れもその形状や配列から主柱穴と考

えられる。

覆土は，黒褐色士・暗褐色土・褐

色土の順で自然堆積しており，焼土

粒子・炭化粒子が極少量混入しやや

締まっている。特に9　中央部に堆積

する8mfH層には焼士粒子・炭化粒

子が多量に混入している。

遺物は9　縄文土器片153点9着13点

力ゞ出“トI TrL1ス　　ヌー！ハノ1ゝみ；、HL湖も乙
′ゾ　111－－1－・　）　　ヽ・’　　ly O　　　＼、　〉　ノ　ノJ IlJ’lノヽlノし　しこ　レ　′’

ると，住居跡の北東側に集中する部

分が見られ，その周囲からも散在的

に検出されている。遺物のほとんど

が覆土中から出土しており，土器片の大半は加曽利E期に比定される。

第15号住居跡（第30図）

本跡は，Ⅲ次調査区の北部C6d6区を中心に確認された住居跡である。第摘号住居跡の東側2m

ほどに位置し，北側で第25号住居跡と一部重複している。本跡の方が古い。

平面形は，長径4．舶m，短径4。28mの不整円形を呈している。長径方向はN－710－Wを指して

いる。壁は，上部が一部撹乱を受けており不明を点もあるが，残存壁高は15－32cmで，壁はほぼ

垂直に立ち上がり，硬く締まっている。床面は，全体的に凸凹が激しく，中央部に向かってやや

傾斜しており，きわめて堅敏である。床面は東側及び西側に広い空間を持ち，出入日はP2◎P。間

が想定される。炉は検出されていない。ピットは6か所検出されているが，ほぼ中央部に検出され

たP5及び北西壁際に検出されたP6が柱穴と考えられる。特に，中央部に検出されたP5は，長径42

cm，短径31cmで床面を72cmほどU字状に深く掘り込んでおり，主柱穴と考えられる。P6は補助的

な柱穴と思われる。いずれにしても，柱穴は不規則に配列されている。

覆土は，上部が一部撹乱を受けているものの，極暗褐色土◎暗褐色土◎褐色土の順で自然堆積

－43－



しており9　また，焼土粒子や炭化粒子を含み締まっている。

遺物は，縄文土器片39紙石器4点，土製品6点，石62点が出土している。その多くは住居跡

の中央部から南側にかけて検出されており9覆土の上層から中層にかけて出土している。土器片

第錮図　第柑号住居跡実測図◎遺物出藍位置図◎蓋器接合関係図
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の大半は阿王台期のものである。

第博替佐贋跡（第3巨32図）

本跡は，Ⅲ次調査区の北部C5j3区を中心に確認された住居跡であり，第12号住居跡の北東4m

ほどに位置し，南側で第17号住居跡と重複している。本跡の方が新しい。

平面形は，長径3・60m，短径3e58mの不整円形を呈している。長径方向はN」60－Eを指して

いる0壁の上部は9耕作による撹乱を受け不明である。残存壁高は10～17cmである。壁は，東側

で最も遺存状態がよく，硬く締まっており，ほぼ垂直に立ち上がっている。他は緩やかに立ち上

がっている。床面は，確認面の下20cmほどの深さから検出されている。ほぼ平坦であるが，ハー

ドロームブロックが混じりゴツゴツして硬く締まっている。炉は，住居跡の中央部に位置し，平

面形は長径77cm，短径55cmの楕円形を里し，床面を5～8cmほど血状に掘りくぼめ地床炉として

いる。掘り込みは浅いが，炉床はレンガ状に硬く焼けている。ピットは7か所検出されている。

柱穴としては，配列からPlのP2◎P5◎P6の4か所が考えられるが9P2◎P6以外は小ピットである。

また，性格は不明であるが，炉の北側と南側に接して同規模，同深度のピット（P。◎P7）が検出

されている（杭は第17号伴謀称の枯骨の一√）ケま、変声　もわス
‾　）　　　　　‾1‾　　．　　　一　　一　ト11′ト」　′‾　4　　’　トー⊥－、h′　ヽ　　′　　　　　　　‾　’－　　）　　　ノ　′ヽ－　、ノ　′1し′　0ノ　○

覆土は9一部擬乱を受けているが9褐色土◎暗褐色土が自然堆積している。覆土中には焼土粒

子や炭化粒子を少量含み，床に近づくにつれハードロームブロックが混入している。全体的によ

く締まっている。

遺物は，住居跡内に散在し，縄文土器片64息石器7点，石57点が出土している。その大半は

覆土中出土のものであるが，床に密着して加曽利E期の土器片が4点ほど出土している。土器片

の大半は加曽利E期のものである。

第17号住居跡（第32・33図）

本跡は，H次調査区の北部C6a3区を中心に確認された住居跡であり，第12号住居跡の北東2

mほどに位置している。北側で第16住居跡と，南東側で第77号土壌と重複している。いずれより

も本跡の方が古い。

平面形及び規模については，第16号住居跡及び第77号土壌と重複しているため正確にとらえる

ことはできないが，平面形は東西方向に長い長径4。94m，短径4。23mの梧円形状を呈する住居跡

であると推定される。壁は，上部が撹乱を受け不明であるが，残存壁高は4－6。mで，緩やかに

立ち上がっている。床面は，ほぼ平坦であるが，中央部に向かってやや傾斜し，炉の周辺を中心

に硬く締まっている。炉は，住居跡のほぼ中央部に位置し，平面形は長径100cm，短径88cmの楕円

形を呈し，床面を5～10cm皿状に掘りくぼめ地床炉としている0堆積する焼土の量は少ないが，

－45－
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第馴図　第柑◎膵号住居跡実測図
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炉床は比較的よく焼けている。ピットは，PS◎P9◎Pl。◎Pllの4か所に検出されている。P8◎P9◎

㌘11は長径37－53cm，短径36～44cm言策さH一拍cmでいずれもほぼ同規模，同深度を有しており，

配列からも主柱穴と考えられる。また　第捕号住居跡内に検出されたP。は，長径24cm，短径20。m，

深さ26cmであり9配列から本跡に伴う可能性も考えられるがやや規模が小さくラP8欄9◎Pllに比

べ深すぎる。PlOは補助的な柱穴と思われる。

覆土は9上部が耕作による橙乱を受けているため9遺構本来の覆土は，暗褐色土が5－10。mほ

ど自然堆積しているにすぎない。暗褐色土中にはローム粒子◎焼土粒子の炭化粒子が少量混入し

よく締まっている。

E
－16．6m

●　●

第狙図　第柑◎膵号住居跡遺物出立位置図
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遺物は9縄文土器片49点，石器1点，石7点が出土している。これらは9住居跡中央部の炉の

周辺から集中して検出されており，その多くは覆土の上層から出土している。土器片は，加曽利

E期に比定される。

第柑号住居跡（第33◎34図）

本跡は，H次調査区の北部B6j6区を中心に確認された住居跡であり，第17号住居跡の東8mほ

どに位置し，東側2－3mには第20◎22号住居跡が隣接している。東側で第159号士風南側で第

166号土壌，西側で第161号土壌と重複している。重複遺構のなかでは本跡が最も古い。

平面形は，土壌と3

第33図　第18号住居跡実測図
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か所で重複しているた

め推定であるが，長径

4．21m，短径4．11mの

円形状を呈するものと

思われる。本跡の確認

された地区は，耕作に

よる撹乱が激しく確認

面の下10－15cmまでそ

の影響を受けている。

壁の上部は擬乱のため

不明であるが，残存壁

富は1∩＿12pmで、やや糸穿
lト4J t、－′、▲　）　　　　　　‾‾・・．‾、‘‾‾‾　　‾　　　　ヽ

やかに立ち上がり締ま

っている。床面はロー

ムで締まっており9　ほ

ぼ平坦である。特に，

炉の周辺は堅緻である。

炉は，住居跡中央部よ

りやや南東側に偏した

位置に検出されており，

長径90cm，短径77C恥

深さ36cmの楕円形状の

掘り込みの中に，底部
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第錮図　第柑号住居跡遠物出土億置図
土器接合関係図
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を欠いた加曽利E期の深鉢形土器（P67）

を埋め込み，土器埋設炉としている。埋設

土器の内部及び南側には，焼土がブロック

状に堆積し硬く締まっており，長期間使用

されたものと思われる。ピットは7か所検

出されている。規模，配列からPl◎P。◎P。

eP6◎P7が主柱穴と考えられる。主柱穴は，

長径32～41cm，短径22～32cm，深さ22～37

cmの規模を有し，五角形状に配列されてい

る。出入目は，炉の位置から想定してP5と

P6の間が最も有力である。

覆土は，上部が撹乱を受けているため，

遺構本来の覆土は暗褐色土がわずかに10～

15cmほど堆積しているだけである。覆土中

には，ローム粒子e焼土粒子◎炭化粒子が

少量含まれている。床面に近づくほどロー

ム粒子の量が増し締まりを帯びて来る。

遺物は，住居跡内全域に散在しており，

縄文土器片401点，石器11鼠石91点が出土

している。これらの多くは覆土の中層から

出土しており，土器片の大半は，加曽利E

期に比定される。



第瑠9号優屠跡（第35◎36図）

本跡は∴酌婦摘潜の北部C6C7区を中心に確認された住居跡である。酎5号住居跡の北東2m

ほどに位置し9第25号住居跡及び第130号土壌と重複している。いずれの遺構よりも本跡の方が新

しい。

平面形は　長径。郁m　短径。78mの円形状を豊し9長径方向はN－57ぷ－Wを指している。

壁は9上部が耕作による撹乱を受けており9全体的に遺存状態が悪い。残存壁高は7－11cmほど

であり9東側の壁は比較的明瞭であるが西側の壁ははっきりしない。壁はやや軟弱であり9緩や

かに立ち上がっている。床面は平坦であり撃硬く締まっている。北壁下の床面を第130号土壌が

16．8m

・＼二忘上蓋戸主ユキ通嘉一公一1∠≒㌻／一

第鍋図　第柑号住居跡実測図
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掘り込んでいる。

炉は，住居跡の

ほぼ中央部に位

置し，平面形は

長径73cm，短径

65cmの楕円形を

呈し，床面を12

cm1111状に掘りく

ぼめ地床炉とし

ている。炉内に

多量の焼土が堆

積しているが，

炉床はさほど焼

けていない。床

面を調査中，住

居跡の西側から

検出されたP9の

周辺に，黒色の

落ち込みと焼土

粒子・炭化粒子

の分布を確認し

た。調査したと

ころ，本跡の西

側に新たな住居



跡のブラン（第

25号住居跡と命

名）と地床炉を

確認した。以上

のことから，本

跡は第25号住居

跡と重複し，第

25号住居跡の上

に構築されたこ

とが判明した。

ビットは14か所

検出されている

が9本跡に伴うピ

ットはPl・P2・P3

e P4。P6・P8．

h・Pll・P13の

9か所と思われ

る。主柱穴はP6

鑑’　ep8健Pll◎Pl。と

－

Z

I

ll

TP667 TP903TP904　　　　　　　　　　　TP669

0 2m
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第36図　第19・25号住居跡遺物出土位置図・土器接合関係図

RまたはRのう

ちのいずれかを

加えた5か所と

思われる。主柱

穴は五角形に配

列され，長径26

～57cm，短径23－40cm，深さ32－46cmの規模を有している。出入日は，柱穴の配列や炉の位置か

ら南東側が予想される。P5◎P7◎PlO◎n2◎P14等のやや規模が大きく深いピットは，第25号住居跡

に伴うものと考えられる。

覆土は，その大部分が耕作による擾乱を受けており，ローム療子◎焼士粒子e炭化粒子を含む

暗褐色土と褐色土が交互に堆積している。

遺物は，加曽利E期の土器片を主として出土している。しかし，覆土が撹乱を受けていること

や，本跡とほぼ同時期と思われる第25号住居跡が重複していることから，遺物を層位的にとらえ

－51－
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第野図　第錮号住居跡実測図
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ることは不可能である。おもな出土遺物については9　第25号住居跡の項で述べることにする。

第20号住居跡（第37・38図）

本跡は，Ⅲ次調査区の北部C6a7区を中心に確認された住居跡である。第19号住居跡の北側1m

ほどに位置し，南側で第25号住居跡と一部重複している。本跡の方が新しい。

平面形は9北西方向にやや長い長径5。27m9短径4。64mの梧円形状を呈し，長径方向はN－570

－Wを指している。壁は，上部が耕作による撹乱を受けているため遺存状態が悪く9　わずかに数

cm残存しているだけである。このため，プランはやや不明瞭である。床面は平坦であるが，やや

軟弱である。炉は，住居跡のほぼ中央部に位置し，平面形は長径72cm，短径63cmの楕円形を呈し，

床面を10－15cmほど皿状に掘りくぼめ地床炉としている。覆土中には9焼土粒子を含む褐色土◎

＿里＿てる8打

☆☆　　　　♂

第38図　第20号住居跡遺物出土位置図

2m

明褐色土・明赤褐色土

が堆積し，炉床は熱を

受け凸凹している。ピッ

トは9か所検出されて

いる。Pl・P2・P3・P41

P5・P7・P8・P9の8か

所が，配列や規模から

主柱穴と思われる。し

かし，P3・P5は他の柱

穴に比べ深さが10～15

cmと浅く疑問が残る。

P3・P5を除く柱穴は，

長径32～48cm，短径28

～43cm，深さ30－62cm

の規模を有している。

抗は，検出されたピッ

トの中では最大規模で

あるが，103cmと深く掘

り込まれており，配列

』二二二∃二二二二二二∃　　からも持てとは考えら

れない。

覆土は，暗褐色土・

－53－



褐色土の2層からなり9　自然堆積している。床面近くには9　炭化物を極少量含む暗褐色土が堆積

している。褐色士は硬く締まっている。

遺物は9　住居跡内に散在しており9　番土中から縄文土器片12息石12点が出土しているにすぎ

ない。土器片は，加曽利E期に比定される。

第錮図　第那◎調号住居跡廣測図

一54－
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第21号住居跡（第39。40図）

本跡は，Ⅲ次調査区の北部C6C9区を中心に確認された住居跡である。第19号住居跡の東2mほ

どに位置し9北東側で第28号住居跡と重複している。本跡の方が古い。本跡が検出された地区は

耕作による撹乱を受けており普遺構の確認が国難をきわめた所である。当初9一軒の住居跡を想

定して調査を進めていたが，床面を検出していく過程で，本跡の床面を切り込むように暗褐色の

落ち込みが確認された。暗褐色の落ち込みを調査したところ，本跡の床面下10cmの深さから硬く

締まった良好な床と炉跡を検出したため9　第28号住居跡と命名した。この結鼠本跡は第28号住

居跡と重複し9　その三分の二ほどがすでに破壊されていることが判明した。重複しているため全

貌は明らかでないがタ　直径5m前後の円形状を呈する住居跡と推定される。残存壁高は8～挽m

で9　やや緩やかに立ち上が仇　壁は硬　締まっている。床面は9　その太宰が第28号住居跡によっ

第鯛図　第別◎調号佳屠跡遺物出立億置図◎羞器療禽関係図

－－　rl－

－bb－

て切られているが，残

存する床面は中央部に

向かって緩やかに傾斜

しており，軟弱である。

炉の有無につし－ては不l J　　′ll　ヽ　　t l

明である。ビットは7か

所検出されているカ㌔

規模や配列からP7・P。

。Pllが柱穴と考えられ

る。また，第28号住居跡

内に検出されたP5◎P6

の2か所も，本跡に伴

うものと思われる。柱

穴は，長径45－58cm，

短径35－45cm，深さ26

－72cmの規模を有して

いる。

覆土は，ローム粒子

や焼土粒子を少量含む

暗褐色土・褐色土が自

然堆積している。

遺物は，第28号住居



跡と重複しているため明確ではないが，本跡に伴うものとしては9　縄文土器片19点，石器1点，

石3点が出土しており，土器片は加曽利E期に比定される。

第22号住居跡（第41・42図）

本跡は，II次調査区の北部B6j8区を中心に確認された住居跡である。第18号住居跡の北側3m

ほどに位置し，西側2mには第20号住居跡が隣接している。

二　二　　二

＿些＿隠8m

12が’

12a，　　　　　　　　　123，

第41図　第22号住居跡実測図
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漉
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第42図　第22号住居跡遺物出土位置図

平面形は，長径4．20

m，短径3。80mの梧円

形を呈し，長径方向は

N－240－Wを指してい

る。壁は，南東側で緩

やかに立ち上がるほか

はほぼ垂直に立ち上が

り，硬く締まっている。

残存壁高は14－16cmで

ある。床面は，北東側

に緩やかに傾斜するが9

ほぼ平坦であり締まっ

ている。炉は9　ほぼ中

央部に位置し，平面形

ネゞ息ゑ乳だワnm　　査百戊だハハ珊
′＝jL　二二ヽノ　しノ1119　　ハエ広t」二U＼ノしノ111

ほどの橋円形を里し，

』二二二±二二㌻　床面を5－8cmほど皿

状に掘りくぼめて地床

炉としている。炉を囲

むように土器片が検出されている。炉内には焼土が堆積し，炉床はロームが焼け凸凹状をなして

いる。ピットはPl◎P2eP。e既の4か所検出されており，いずれも主柱穴と考えられる。主柱穴

は東西方向に長い長方形状に配列され，長径鋤～39cm，短径29－35cm，深さ35～69cmの規模を有

している。床面は北側に広い空間を持っている。出入ロは明確でない。

覆土は，3層からなり締まりを帯びた褐色土が自然堆積している。中央部に堆積する12は焼土

粒子，炭化物を極少量含んでいる。

遺物は，住居跡中央部の炉周辺に多く，縄文土器片33点，石32点が出土している。土器片の大

半は加自利E期に比定され，床面直上から出土の遺物が多い。また，炉を囲むような形で土器片

が床面直上から出土している。

－57－



第23号住居跡（第43。圭巾の

本跡は，Ⅲ次調査区の北東部B7j3区を中心に確認された住居跡である。第28号住居跡の北東12

mほどに位置し9　北側2mほどに第24号住居跡が隣接している。本跡は9　北東側で第121号土壌

と9　南東側で第120号土壌と重複しているが，本跡の方が古い。

平面形は9重複のため一部不明であるが9残存壁等から推定して長径4誹m言短径ふ80mほどの

円形状を呈する住居跡と思われる。長径方向は北を指している。壁は，その大部分が耕作によっ

て削平されており，遺存状態が悪い。残存壁高は9　わずか4～8cmである。床面は普　ほぼ平坦で

A

二二一16．6m

4a

148

第43図　第23号住居跡実測図

－58－
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あるが中央部に向かってやや傾斜し学　全体的に締まっている。炉はタ　住居跡の中央部に位置して

いる。一部撹乱を受けているが長径135cm　短径n3cmの桔円形状を里し，床面中央部を5～llcm

ほど皿状に掘りくぼめ地床炉としている。炉内には9　焼土粒子や炭化粒子を含む硬く締まった暗

褐色土◎褐色土が堆積しており9特に中央部は，レンガ状に焼けたロームで凸凹している。また，

炉を中心として北西～南東方向に長橋円形状の浅い落ち込みが認められタ　この上部から遺物が集

中して出土している。ピットは6か所検出されている。P3⑳P4◎P5◎P6はほぼ隅規模9　同深度を

有するが，Plはやや規模が大きく深く掘り込まれている。主柱穴は，配列からPl◎P。◎P5◎P6の

4か所と考えられる。主柱穴は，北方向に長い長方形状に配列され，長径45～71cm9　短径39～50

㌻－－一一一一一一十一二二二二⊇

第44図　第23号住居跡遺物出土位置図・土器接合関係図

ー59－

cm，深さ22－81cmの規模を有

している。出入日は明確でな

いが，柱穴の配列等からP5と

P3の間が想定される。Rは，

出入目の施設に伴うものとも

推定される。

覆土は3層からなっている。

中央部には焼土粒子の炭化物e

ローム粒子を極少量含む暗褐

色十が，壁際にはローム粒子

を少量含む暗褐色士がそれぞ

れ自然堆積している。覆土は，

全体的に締まっている。

遺物は，縄文土器片132点，

石器2点9　土製品1点9　着17

点が出土している。これらの

多くは覆土中からの出土であ

るが，床面直上からも少量で

はあるが出土している。土器

片の大半は阿土台期のもので

ある。



第45図　第24号住居跡実測図
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第購図　第錮号住居跡遺物出土億置図◎土器接合関係図

－61－

第錮号住居跡（第45の46◎47図）

本跡は，II次調査区の北東

部B7j4区を中心に確認された

住居跡である。第23号住居跡

の北2mほどに位置している。

調査区の中では，最も北東側

に位置している。本跡は，壁

の一部が撹乱を受けているた

め明確でないが，平面形は長

径5。14m，短径4。46mほどの

轄円形状を呈する住居跡と思

われる。長径方向はN－570－

Eを指している。壁は，東側

及び南側では明瞭であり，残

存擾替嘉は？4＿95mで、仁子ト㌣斎甘
－J l‾1‾‾‾一I‥J　－、J、‾　一　　　　‾lノ）111　ヽ－　l CJ、l CJヽ二丁二LIJ一

に立ち上がり，硬く締まって

いる。しかし，北側及び西側

の壁の一部は，その上半が耕

作による撹乱を受けており，

軟弱で不明瞭な部分も認めら

れる。床面は凸凹が激しく，

全体的に硬く締まっている。

特に，中央部付近は周囲に比

べて幾分くぼんでおり，硬く

踏み固められている。炉は検

出されていない。床面上に多

数の落ち込みが検出されたが，

木根による撹乱と思われるも

のも含まれている。ピットは

13か所検出されているが，そ

のうち明確な落ち込みとして

とらえられたものは，P9enle



⑤

第舶図　第錮号住居跡土器接合関係図

－62－

P12の3か所である。住居跡の

中央部に検出されたPl。が主柱

穴と考えられ，P9・Pllの2か

所は補助的な柱穴と考えられ

る。また，南壁下に横列する

ように検出されたP2～P8は，

その規模，形状から察して木

恨跡の可能性が強い。P12は，

長径36cm，短径26cm，深さ53

cnlであり，P9e Pllは長径40－

52cm9　短径33－41cm，深さ60

～61cmの規模を有している。

覆土は9　一部で耕作による

擾乱を受けているものの，中

央部に黒褐色土9　その両側に

暗褐色士，壁際に褐色士が自

然堆積している。覆土中には，

焼土粒子や炭化粒子◎ローム

ブロックが少量含まれており，

やや締まっている。

浩ゴ勿！十　　叫二書訪恒か一？、姶中曳
ノ七二Ll′Jl CJ、†　　　一一一一1人とゝ少’J　′ノ　’ノlノ＼ト▲1＼＿

れた住居跡としては，第65号

住居跡に次いで2番目に多く，

縄文土器片1277点，石器6点，

上製品3点，石90点が出土し

ている。土器片の大半は阿王

台期のものである。遺物は，

住居跡全域から多数検出され

ているが，壁際にはあまり見

られない。また，その多くが

覆土の上層から中層にかけて

出土しており，住居跡の廃絶



後間もなく周囲から投棄されたものと思われる。〕

叫

C

第48図．第25号住居跡実測図
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第25号住居跡（第48図）

本跡は，H次調査区の北部C6C7区を中心に確認された住居跡であり，第13号住居跡の東5mほ

どに位置している。北側で第20号住居跡と，東側で第19号住居跡と，南側で第15号住居跡と重複

している。本跡は第15号住居跡より新しく，第19◎20号住居跡より古い。本跡が確認された経緯

については，第19号住居跡の項で述べた通りである。残存壁高は5－15cmであり，耕作による撹

乱や重複のため，南壁を除いては明確に検出することは困難であった。

平面形は，長径7．4m，短径7。3mほどの円形状を呈する大きな住居跡である。長径方向は北を

指している。．床面は，ほぼ平坦であるが全体的に軟弱である。炉は，ほぼ中央に位置し，長径88

cm，短径72cmの梧円形を里し，床面を5－15cmほど掘りくぼめ地床炉としている。炉床はレンガ

状に赤く焼けている。ピットは9か所検出されている。しかし，第19号住居跡の床面上に検出さ

れたピットの中で，本跡に伴うものと思われるピットを含めると，計14か所になる。規模や配列

から9　主柱穴はP14◎P7◎P16eP18eP20◎P22◎P23e P12の8か所と思われる。主柱穴は長径43－78cm，

短径40－66cm言采さ50－68cmの規模を有し，ほぼ八角形状に配列されている。出入ロは不明であ

る。

覆土は，わずかに5～18cm残存しているだけであるが自然堆積であり，上層にハードロームの

小ブロックやローム粒子を含む褐色土，下層にローム粒子を含む締まりのある褐色土が堆積して

いる。

本跡は，ほぼ同時期の第19号住居跡と重複しており，覆土が撹乱を受けていたことなどから，

遺物を層位的にとらえることが困難であったため，一部の遺物については帰属が明確でない。本

跡及び第19号住居跡から出土した遺物は，縄文土器片182点，石器13点，石30点，土製品2点であ

の　＋緊日との亮一主監は1m由利隙丑射てト打者呉か目上　充満信レ笠1q昇任屋紬は　いずわま、雨中三和訂丑射て廿
ノ　9　　⊥一　日目　′l Y　ノ　／　、　l t CJ、′J卜I rコ　I J』一一′　′、′J　▼－JrLJ／＼L一　、－’t L′　Cゝ′　U　　ノl　■－′J　、・－　／l▼　▲U J IJL一′H　■りJ t）、ヲ　　　　　　　′　’▼　一㌧－し′　′Jrl P l　■．“‘一　′’′■　－‾■－∪

定できる。

第26号住居跡（第49・50図）

本跡は，H次調査区の北部C6f5区を中心に確認された住居跡であり，第15号住居跡の南3mほ

どに位置している。北側で第181号土壌と重複し，壁の上部が一部掘り込まれている。

平面形は，長軸4．10m，短軸4．01mの隅丸方形を呈し，長軸方向はN－280－Eを指している。

耕作による擬乱のため，壁の上部は明確でない。残存壁高は37－48cmであり，東側及び南側でや

や斜めに立ち上がり，北側及び西側ではほぼ垂直に立ち上がっている。壁の下部はハードローム

できわめて堅敏である。南西コーナー部は床面から段状に立ち上がるが，壁上部が耕作による擬

乱を受け不明瞭であることから，本来は他の壁と同様にやや斜めに立ち上がっていたものと思わ

れる。床面は，壁際から中央に向かってやや傾斜し皿状を呈しているが，全体的に凸凹で非常に

－64－
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第49図　第26号住居跡実測図
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第鯛図　第鍼号住居跡遺物出立位置図◎土器接合関係図

堅緻である。炉は検出

されていない。ピット

は5か所検出されてい

るが，ほぼ中央部に検

出されたP3とR，南東

コーナー付近に検出さ

れたP5が柱穴と思われ

る。規模や配列から随

は主柱穴，P4・P5は補

助的な柱穴と考えられ

る。P。は長径38cm，短

径30cm，深さ50cm，P4

は長径27cm，短径25cm，

深さ43cm，P5は長径43

cm，短径40cm，深さ68

cmの規模を有している。

また，住居跡の周囲に

ピットが5か所検出さ

れているが，本跡との

関係は明らかでない。

覆土は上部が撥乱を

受けているが，遺構本

来の覆土は自然堆積の状態を示しており，上層に極暗褐色土，下層に暗褐色も壁際に褐色土が

堆積している。覆土中にはローム粒子◎ハードローム小ブロックe焼土粒子e炭化粒子が少量混

入しており，やや締まっている。

遺物は，住居跡の南側に集中し，北側から東側にかけて散在しており，縄文土器片214息石

器8点，土製品1息石26点が出土している。これらは，覆土の上層から中層にかけて出土して
l

おり，土器片の大半は阿王台期に比定される。

第錮考住居跡（第39e40図）

本跡は，Ⅲ次調査区の北部C6b9区を中心に確認された住居跡である。第25号住居跡の東3mほ

どに位置し，南西側で第21号住居跡と重複しその三分の二ほどを掘り込んでいる。検出された経
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棒については　第別号住居跡の項で述べたとおりである。

平面図は，長径6e4m9短径5869mほどの円形状を呈しサ長径方向はN－800…Wを指している。

耕作による撹乱を受け全体的に遺存状態が悪い。壁は9上部が耕作による撹乱を受けており9残

存壁高は6～26cmである。壁の状態は，北側及び西側で比較的遺存状態がよら残存壁高20～26

cmで斜めに立ち上がり締まっているが，他は軟弱である。床面はほぼ平坦であ　硬　締まってい

る。炉は中央部に検出されタ　長径68cm9短径65cmの円形状に10－12cmほど皿状に掘りくぼめ地床

炉としている。炉内には焼土が充満し9炉床は硬く焼けて凸凹しており9長期間使用されたもの

と思われる。ピットは6か所検出されている。Pl◎P2◎P3欄。は長径53－7短，短径45～63。m普

深さ62～72cmで9　ほぼ同規模9同深度を有し配列からも主柱穴と考えられる。主柱穴は四角形に

配列され，柱穴の間隔は3－3e2mである。柱穴は9円筒状にしっかり掘り込まれている。P5欄6

は普　重複する第21号住居跡に伴うものと考えられる。

覆土は9上部が撹乱を受けているが自然堆積の状態を嘉しており9上層に暗褐色土，下層に褐

色土が堆積している。上層には焼土粒子やローム粒子が極少最混入し9下層にはローム粒子が少

最混入している。全体的にやや軟弱である。

譜は布／十　在i（ク1［吏「；月／1Jrザネヽ／1位l＿11十乙立l：ノ」ゝネゞ・圭り士h－ゝJI Z．ふヾ
胤－ソJVひ，ルy／′HJ滝∀－ペノア′ノV一本・章一プrdP－りJ′JP心げノrJ埼LU〟－9　全体的に散在しており，縄文土器

片352息石器6点，石32点が出土している。これらは，覆土の中層から下層にかけて出土してお

り，土器片の大半は，加曽利E期に比定される。

第30号住居跡（第51図）

本跡は，H次調査区の中央部よりやや北寄りのり6b7区を中心に確認された住居跡であり9第8

号住居跡の北東6mほどに位置している。本跡の推定プランは，北側で第287号土壌，南西側で第

213号土壌と重複している。新旧関係は明確でない。本跡は普確認調査の過程で2か所に炉と思わ

れる焼土の分布が認められ9　また，それを囲むようにピットが検出されたことから，住居跡を想

定し調査を進めたものである。

平面形及び規模については，擾乱により壁が残存しておらずプランをとらえることがで、きなか

ったため不明であるが9検出された柱穴の配列から，直径6mほどのほぼ円形状を呈する住居跡

であったものと推定される。床面は9　全体的に締まっており，焼土が推定プラン内の北側と南側

の2か所に検出されている。北側のものは長径1。32mタ短径0。86mの範囲で，南側のものは長径

上19m，短径0・98mの範囲で分布している。焼土は，いずれも覆土の上層にのみ堆積しており9

量も少なく軟弱であることから，炉ではなく後世に投棄されたものと考えられる。ピットは8か

所検出されており，Pl◎P2eP3◎P4◎P6の5か所が主柱穴と考えられる。柱穴の配列から考える

と，1か所は第287号土壌によって破壊されてしまった可能性もある。主柱穴は，ほぼ六角形状に
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配列されていたものと思われる。

覆土は，ローム粒子を含むやや軟弱な暗褐色土からなっている。

遺物は，覆土中から縄文時代中期の土器片が23点出土しているだけである。

第31号住居跡（第52図）

本跡は，Ⅲ次調査区の北部C6h4を中心に確認された住居跡であり，第26号住居跡の南西7mほ

どに位置している。

平面形及び規模については9　耕作による撹乱によりその大部分が破壊されているため不明であ

るが，炉の位置や柱穴の配列から，直径6mほどの円形状を呈する住居跡であったものと思われ

る。壁は残存しておらず，床面はその大部分が撹乱を受けており軟弱である。炉は，推定プラン

の中央部よりやや南西側に偏した位置に検出されている。上部は耕作により削平されているが9

残存する炉は，長径94cm，短径84cmの楕円形を呈し，5－10cmの深さに皿状に掘りくぼめて地床

炉としている。炉の覆土中には，焼土粒子や焼土ブロックを含む褐色土e明褐色土が堆積してい

るが，一部撹乱を受けている。ピットは推定プラン内に13か所検出されているが，柱穴としては

P2◎P5またはP6◎P7◎P8◎P9◎P12が考えられる。柱穴はP6を除き，長径43～56cm，短径38～54cm9

深さ17～32cmの規模を有している。P6は，この住居跡に伴う柱穴としては133cmと深く疑問が残

る。

覆土中からは，縄文時代中期の土器片が数点出土しているにすぎない。

第32号住居跡（第53図）

本跡は，H次調査区の北部の6a6区を中心に確認された住居跡である。第30号住居跡の北西2m

ほどに位置し，北西7mほどには第31号住居跡が位置している。耕佃こよる撹乱のため，壁及び

床の大部分は既に削平されており明確でない。しかし9　柱穴と思われる落ち込みが，P7を中心と

してその周囲にほぼ等間隔に検出されたことや，遺物が少量ではあるが検出されていることから

住居跡として取り扱った。

推定プラン内には，ピットが7か所検出されている。ほぼ中央部に検出された長径46cm，短径

43cm，深さ31～46cmの規模を有するP7を中心として，Pl◎P3◎P4eP6がほぼ台形状に配列されて

いる。これらの柱穴の間隔は2。7－3。7mであり，PlとP3の間が最も広く3。7mである。また，P2◎

P7eP5はほぼ直線上に配列されている。主柱穴は明確でないが，PleP。◎P。◎P6eP7の5か所が

考えられる。これらは長径34～68cm，短径32～56cm，深さ21～54cmの規模を有している。規模や

配列から，P2◎P5は補助的な役割を持つ柱穴と考えられる。炉は検出されていない。

覆土は，わずかに10cmほど残存しているにすぎず，褐色を呈し，ローム粒子や焼土粒子を少量

ノ‘ヽ　　（
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第錮図　第閑号住居跡実測図
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第55図　第33号住居跡遺物出土位置図・土器接合関係図

含みやや硬く締まっている。

遺物は，覆土中から縄文土器片13点，石2点が出土しており，土器片の大半は阿王台期に比定

される。

第33号住居跡（第54・55図）

本跡は，H次調査区の北西部の6al区を中心に確認された住居跡である。第31号住居跡の南西10

mほどに位置し，第187e188号土壌と重複し北東及び東側の床面の一部が掘り込まれている。住

居跡の上部は，耕作によって既に削平されている。

－73－



平面形は，長径5。89m，短径4。89mのやや東西方向に長い橋円形状を呈している。長径方向は

N－810㌦Eを指している。残存壁高は，5－10cmと極めて遺存状態が悪く9　壁は緩やかに立ち上

がり軟弱である。床面はほぼ平坦で硬く，特に炉の周辺は踏み固められている。炉は住居跡中央

部からやや北西側に偏した位置に検出されており，長径75cm，短径63cmの楕円形を里し，皿状に

10cmほど掘りくぼめ地床炉としている。炉内にはローム粒子やロームブロック，焼土粒子が混入

する褐色土が堆積し，炉床はやや熟を受け凸凹状を呈している。しかし，焼土の量が少ないこと

や炉床がさほど焼けていないことから短期間の使用と思われる。ピットは7か所検出されており9

規模や配列からPl◎P2eP3◎P5eP7が主柱穴と考えられる。主柱穴は，長径40～49cm，短径37－

第鯛図　第錮号住居跡実測図
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第57回　第34号住居跡遺物出土位置図・土器接合関係図

－75－

43cm9　深さ53－66cmの規模を

有している。出入口は明確で

ないが，柱穴の配列等からPl

とP2の間もしくはP2とP3の間

が想定される。

覆土は1層であり，ローム

粒子・焼士粒子・ハードロー

ムブロックを少量含む褐色土

が自然堆積している。

遺物は，Plの西側及びP。の

北側にわずかに集中する部分

が見られるが，全体的に散在

しており，縄文土器片39点，

石6点が出土している。これ

らは躇十由か六HtlトI　て一七ヾIl
ノ　ー、一Plユノヽ－．Hl－　l　‘▼　’ノ　トLlll⊥一　　）　　ヽ一　叫一′　　ノ1

土器片の大半は加曽利E期に

比定される。

第錮号住居跡（第56e57図）

本跡は9　Ⅲ次調査区の北西

部の5b7区を中心に確認された

住居跡である。第33号住居跡

の南西15mほどに位置し，北

西7mほどに第35号住居跡，

南西7mほどに第36号住居跡

が隣接している。

平面形は9　長径。Hm　短

径3。9mほどの円形を呈してい

る。長径方向はN－80．50－E

2m　を指している。残存壁高は8
』

～11cmで，壁はほぼ垂直に立

ち上がり硬く締まっている。



床面は，中央部に向かって緩やかに傾斜しており，硬く締まっている。炉は，中央部からやや南

側に偏した位置に検出されており，住居跡に比べて規模が大きく長径138cm，短径80cmの楕円形を

呈し，床面を12cmほど掘りくぼめた地床炉としている。炉内には，焼土粒子や炭化粒子を含む暗

褐色土◎褐色土が堆積している。炉床は非常に硬く焼けて凸凹しており，長期間使用したものと

思われる。ピットは，Pl◎P2◎P3◎P4の4か所検出されており，いずれも主柱穴と思われる。主

柱穴は，長径32～54C叫　短径27－50cm，深さ30－52cmの規模を有している。隣り合う柱穴の間隔

は2－2．4mであり，P2とP3，P3とRの問はほぼ等間隔であるが，それに比べPlとP2，PlとRの間

はやや広くなっている。

覆土は，一部耕作による撹乱を受けているが，自然堆積であり，ローム粒子◎焼土粒子◎炭化

粒子を含むやや締まった暗褐色土が堆積している。

遺物は，縄文土器片219点「石器3点，土製品1点，石8点が出土している。土器片の大半は加

曽利E期のものであり，これらは炉を中心とした住居跡中央部に集中し，西側にも散在して出土

している。覆土の中層から下層にかけての出土が多い。

第35号住居跡（第58・59図）

本跡は，Ⅲ次調査区の北西部の5b。区を中心に確認された住居跡である。第34号住居跡の北西7

mほどに位置している。

平面形は，長径5。02m，短径4。56mほどの楕円形を呈し，長径方向はN－630－Wを指している。

残存壁高は15－25cmである。壁は，北西側及び西側でやや緩やかに立ち上がるほかは，ほぼ垂直

に立ち上がり硬く締まっている。床面はほぼ平坦で硬く締まっているが，中央部がやや高く，北

用Il満1貯議i商用Il〝ヽ＿垂R最ゞJわ命ml∠　一戸、し－ス　椋は姶由漂わでし－わし－　P、、′トはp，＿p。の弓か前姶由呉
lバリ∠ノ㌔．し／　日1ト∴」l′iリVノ　　　Llノ′ノ　　ヽ　　ヽ　ト」　′し／＼・1　．0′　○　　ノy ICかIノヽト⊥」、・－‘1）　、’　　Cか．　U　　、‘‾　／　中　　一）、ム　▲　　　Å）W／　〉’▼　′′llノヽト」1’－

れており，いずれも主柱穴と思われる。主柱穴は，長径34－58cm，短径27～50cm，深さ20－28cm

の規模を有している。特に，中央部より南東側に偏した位置に検出されたP2は，長径41cm，短径

40cmの円形を呈し，床面を円筒状に128cmほど深く掘り込んでいる。Pl◎P3en◎P5の4本は，台

形状に配列されている。柱穴の間隔は2。1－3。1mで，PlとP5の間隔が最も広い。床面は，P2の北

西側に広い空間が設けられている。出入ロとしては，北西側のP4とP5間又は南東側のPlとP3間が

想定される。

覆土は自然堆積の状況を呈しており，大きくみると1層からなっている。中央部にはローム粒

子を少量含む褐色土が，壁際にはローム粒子を少量含み，焼土粒子e炭化物を極少量含む褐色土

が堆積している。また，所々にローム粒子を極少量含む暗褐色土がブロック状に混入している。

遺物は，住居跡の北側にやや集中する部分が見られるが，全体的に散在しており，覆土中から

縄文土器片153氏　土製品1氏石33点が出土している。土器片の大半は阿王台期に比定される。

－76－



二　　‾二
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本跡は，Ⅲ次調査の西部D5e4区を中心に確認された住居跡である。第35号住居跡の南7mほど

に位置している。南西側の床面を第288号土壌が掘り込んでいる。

平面形は，長径6．64m，短径6。10mの円形を皇し，長径方向はN－370－Eを指している。ロ

ームへの掘り込みが浅く，残存壁高は6～15cmである。北東側の璧高は汐　6～7cmと遺存状態が

悪くやや軟弱である。その他は，ほぼ垂直に立ち上がり硬く締まっている。床面は平坦で堅級で

ある。炉は住居跡の中央部よりやや南側に偏した位置に検出され，長径1。92m，短径工22mの東

西に長い楕円形を呈しており，床面を15cmほど皿状に掘りくぼめ地床炉としている。炉内には上

層に暗褐色上　下層に褐色土が堆積し，焼土粒子e炭化物eロームブロックが混入している。炉

床は凸凹で，レンガ状に硬く焼けている。南西壁下の床面を長径118cm，短径70cmの楕円形を呈

する第288号土壌が21～39cmの深さに掘り込んでいる。土壌は，覆土の上層から掘り込んでおり

本跡より新しい。ピットは8か所検出されており，Pl・P2eP4。P6・P7eP8の6か所が主柱穴と

－78－
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第60図　第36号住居跡実測図
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第6潤　第36号住居跡遣物出土位置図0土器接合関係図

思われ，六角形状に配

列されている。主柱穴

は，長径52～101cm，

短径47～74cm，深さ65

－86cmの規模を有して

いる。P4の西側に検出

されたP3とP5は，規模

も小さく掘り込みも浅

い。柱穴の間隔は，P2

とP4，PlとP8の間が

狭く1．8－2．1mであるが

他はほぼ等間隔で2。5

～2．65mである。住居

跡は，炉の北側に広い

床面積をもち，出入ロ

としては，炉の位置や

柱穴の配置等からPlと

P2の問が想定される。

覆土は，南側で一部

擾乱を受けているが自

火憾賠ても　ト屈に竪堀
ノIlヽrトL－1月　、　，　　　l　－′H　▼　‾　ハヽヽI、てノ

色土，下層に暗褐色土，

壁際に褐色土が堆積し

ている。覆土中には，ローム粒子・炭化粒子e焼土粒子が少量混入し，壁際には，壁の崩落した

際に混入したと思われるハードロームの小ブロックが少量混入している。覆土は，全体的に締ま

っている。

遣物は，住居跡の中央部や南西側にわずかに集中する部分が見られるが，住居跡内に散在して

おり，縄文土器片437点，石器7点，土製品4点，石61点が出土している。これらの多くは覆土

の中層から出土しており，土器片の大半は，加曽利E期に比定される。

第37号住居跡（第62・63図）

本跡は，Ⅲ次調査区の西部D5j4区を中心に確認された住居跡であり，第36号住居跡の南12mは

－80－



どに位置している。

平面形は，長径5。62m，短径4。96mの楕円形を皇し，長径方向はN…720…Wを指している。

壁はロームへの掘り込みが浅く，残存壁高は7～12cmであり，北側で緩やかに立ち上がりタ東側

ではほぼ垂直に立ち上がっている。南側を除いて軟弱である。床面はほぼ平坦であるが，北西胤

商軋　東側がやや凹んでいる。全体的に硬く締まっているが，樽に炉の周辺は堅級である。炉は

住居跡のほぼ中央部に位置し，長径187cm，短径155cmの楕円形を墨しタ　5～22cm床面を掘りく

ぼめ地床炉としている。炉は，住居跡に比較して規模が大きい。特に芦m eF2eF3の部分がレン

ガ状に硬く焼けている。中でもFlの撮り込みが最も深く，炉床が最も硬く焼けており，抗が炉の

中心部と思われる。炉内には多量の焼土や灰が充満しており，長期間使用したものと思われる。

ピ、月、ははか所検出されており，主柱穴としてほ，PleP2・P7eP且0の4か衡　もしくはP60PIlを

加えた6か所が考えられる。主柱穴は，長径41～67cm，短径38～58cm，深さ40～73淵の規模を有

している。出入日としてほ，柱穴の配列や炉の位置等から，机とPllの間もしくはPl。とPllの間

が想定される。

覆土は夕　上部が一部撹乱を受けているが自然堆積であり，ローム粒子や焼土粒子を少量含む褐

色土が堆積している。

遺物は，住居跡内に散在しており，覆土中から縄文土器片15　点　石器　点　石拍点が出土し

ている。土器片の大半はタ　加層刹E期に比定される。

第38号住居跡（第64・65図）

本跡は，Ⅲ次調査区のほぼ中央部D6d6区を中心に確認された住居跡である。第8号住居跡の

東2mほどに位置しタ　北側3mには第30号住居跡が位置している。

平面形は，長径5。22m，短径4。50mほどの楕円形を皇し，長径方向はN…840－Eを指してい

る。残存壁高は9～20cmであり，壁は南東側で緩やかに立ち上がるほかはほぼ垂直に立ち上がり

硬く締まっている。床面は平坦で硬く，梓に，炉の西側は踏み固められており堅級である。炉は

住居跡のほぼ中央部に位置し，長径108cm，短径86cmの楕円形を呈しており，床面を5～且Ocmほ

ど掘りくぼめ地床炉としている。炉床はレンガ状に硬く焼けておりタ　炉の覆土車から加層利E期

の土器片が数点出土している（TPl159）。ピットは6か所検出されており，P2eP4。P5・P6が規

模，配列から主柱穴と考えられる。壁下を掘り込んでいるPlは，補助的役割をもつ柱穴とも考え

られる。主柱穴は，長径40～52cm，短径35～49cm，深さ56～62cmの規模を有しており，南北方向に長

い長方形状に配列されている。P2とP6，P4とP5の柱穴の間隔は2～2．1mタP2とP4，P5とP6の

柱穴の間隔は2。6－2。7mである。出入日としてほ，柱穴の配列等からPlとP2の間，またはPlとP6

の間が想定される。
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窮63異　銑37号億鹿跡遺物出土位置図

2m

」＿甘＿、＿＿＿＿、＿主

覆土は自然堆積であり，上層に極暗褐色土，下層に暗褐色二L　壁際に褐色土が堆積している。

覆土中には，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子が含まれ締まりがある。壁際にはロームブロック

が混入している。

遺物は，住居跡中央部の炉の周辺に集中しており，縄文土器片812点，石器3点，石24点が出

土している。これらの多くは，覆土の中層から出土しており，土器片の大半は，加自利E期に比

定される。
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第64図　第38号住居跡実測図

2m

j　　　　；　　　！

第調号住居跡（第66e67図）

本跡は，Ⅲ次調査区のほぼ中央部D6C9区を中心に確認された住居跡である。第30号住居跡の東

7mほどに位置し，西側で第310号土壌と重複している。本跡の方が古い。

平面形は，長径3．90m，短径3。41mの楕円形状を室し，長径方向はN－550－Wを指している。

残存壁高は18～29cmである。壁は全体的にやや軟らかく，西側でやや段状に立ち上がるほかは，

ほぼ垂直に立ち上がっている。床面は中央部に向かって緩やかに傾斜し，やや軟弱である。炉は

検出されていない。ピットは住居跡の中央部と東側に2か所検出されている。特に，中央部に検

－84－
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出されたPlは，長径47cm，短

径42cmの円形状に37cmほど掘

り込んだあと，さらに，円筒

状に55cmほど掘り込んでいる。

床面からの深さは92cmと深く

しっかりしている。P2は長径

55cm，短径40cm，深さ53cmの

規模を有している。規模や配

列からPlが主柱穴，P2が補助

的な柱穴と考えられる。P2の

覆土上部より阿王台期の土器

片が「点出土している。

覆土は，自然堆積であり，

上層に極暗褐色土，下層に暗

褐色も　壁際に褐色土が堆積

している。覆土中にはローム

粒子e焼土粒子e炭化粒子が

含まれており，全体的に締ま

っている。

遺物は，住居跡の中央部や

北側に多く見られ，覆土の上

層から中層にかけて縄文土器

片163点，土製品主点，石7

点が出土している。土器片の

大半は，阿王台期に比定され

る。



②

磨／

筑66図　鑑39号住展跡箕剖鍋

第40号住居跡（第68・69図）

本跡は，Ⅲ次調査区のほぼ中央部D6fo区を中心に確認された住居跡である。第39号住居跡の南

10mほどに位置し，北側0。5mには隣接して第4号溝が東西に走っている。

平面形は，長径3．62m，短径3。05mの楕円形を室し，長径方向はN－720－Eを指している。

残存壁高は18～25cmであり，壁は垂直に立ち上がり硬く締まっている。遺存状態は良好である。

床面は，やや凸凹しており硬く締まっている。特に，中央部付近は踏み固められており，堅級で

－86－
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第6図　第調号住居跡遺物出藍位置図◎土器接合関係図

ある。炉は検出されで

いない。住居跡の西側

からは，長径1。35m，

短径工15mの楕円形を

呈する範囲に多量の焼

土が検出されている。

この焼土は，すでに確

認面において認められ

壁際から住居跡中央部

に向かって15～20cmの

厚さで斜めに堆積して

いる。焼土の一部が床

面にまで堆積している

ことから，本跡の廃絶

後まもなく，南西方向

から住居跡の中央部に

向かって投棄されたも

のと思われ，本跡に伴

うものとは考えられな

い。ピットは，住居跡

中央部と南東壁下の2

か所に検出されている。

中央部に検出されたPl

は，平面形が直径20cm

ほどの円形状の柱穴で

あり，規模は小さいが床面から95cmと深くしっかりと掘り込まれている。規模は小さいが配列か

らPlが主柱穴，P2が補助的な柱穴と考えられる。P2覆土中より阿王台期の土器片が出土してい．る。

覆土は，上層に黒褐色土，中層から下層にかけて極暗褐色土，暗褐色土，壁際及び床面直上に

褐色土が堆積している。覆土中には，ローム粒子e焼土粒子が極少量含まれている。廃土は，6a

層が堆積した直後に投棄されたものと思われる。

遺物は，焼土が多量に検出された住居跡の南西側から中央部に集中しており，覆土の上層から

中層にかけて，縄文土器片387息石器1息土製品1点，石44点が出土している。土器片の太

一87－
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第68図　第40号住居跡実測図

半は，阿王台期に比定される。

0　　　　　　　　2m
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窮那考住居跡（第70e71図）

事跡はタ　Ⅲ次調査区の東部D7j8区を中心に確認された住居跡である。第40号住居跡の南東30m

ほどに位置し，北東8mほどには第42号住居跡が位置している。11mほど東側は調査区外となっ

ている。

平面形は，長径3言8m，短径2も9mのほぼ円形を皇し，長径方向はN…430－Eを指している。

残存壁高は15～26cmであり，壁はほぼ垂直に立ち上がり硬く締まっている。床面は全体的に凸凹

－88－
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第69図　第40号住居跡遺物出土位置図・土器接合関係図
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が激しいが，よく踏み固め

られており，きわめて堅緻

である。炉は検出されてい

ない。ピットは撃　住居跡中

央部と南東璧下の2か所に

検出されている。中央部に検

出されたPlは，長径45cm，

短径27cmの長楕円形状に，

床面を67cmの深さまでしっ

かりと掘り込んでいる。南

東壁下に検出されたP2ほ，

長径30cm，短径18cmの長棺

円形状に握り込まれている

が，Plに比べ深さが22cmと

浅い。規模や配列から釣が

主柱穴，P2が補助的な柱穴

と考えられる。

覆土は一部撹乱を受けて

いるが，自然堆積の状態を
ヽ

示している。上層に暗褐色

土，下層に褐色土，壁際に

黄褐色土が堆積し，覆土中

にはローム粒子・炭化粒子

e焼土粒子が少量混入して

いる。

遺物は，阿王台期の土器

片が極少量出土しているだ

けであるが，床面直上のも

のが多い。
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第70図　第41号住居跡実測図

0　　　　　　　　2m

［二二二「－十－llr」

第般号住居跡（第72e73図）

本跡は，Ⅲ次調査区の東部D7ho区を中心に確認された住居跡である。第41号住居跡の北東8m

ほどに位置し，東側1。5mに隣接して第5号溝が南北に走っている。2mほど東側は調査区域外

であり，溝と平行して農道が走っている。

平面形は，長軸3。84m，短軸3．32mの隅丸方形を皇し，長軸方向はN－300－Wを指している。

残存壁高は11～23cmで，壁はほぼ垂直に立ち上がり締まっている。床面はやや凸凹状であるが，

全体的に踏み固められている。特に，炉の周辺とその南東側はよく踏み固められており堅級であ

る。炉は，住居跡の中央部に位置し，長径55cm，短径48cmほどの楕円形状に，床面を32cmほど掘

りくぼめ，その中央部に底部を欠いた深鉢形土器（P127）を埋設して，土器埋設炉としている。

握り方と埋設土器との透き間には，ロームブロックをつめ込み固定している。埋設土器の内部に

－90－
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第71図　第41号住居跡遺物出土位置図・土器
接合関係図

は，ローム粒子e焼土粒子e炭化ば子を

少量含む締まりのある暗褐色土が堆積し

ている。埋設土器の周囲の土は，熱を受

け暗赤褐色を呈しており，レンガ状に硬

く焼けている。ピットは7か所検出され

ているが，主柱穴としては，P2eP4eP5・

P6の4か所が考えられる。主柱穴は，長

径35～55cm，短径30～44cm，深さ47～100

cmの規模を有しており，北西～南東方向

に長軸を持つ長方形状に配列されている。

P2とP4，P6とP5の柱穴の間隔は約2m，

P2とP6，P4とP5の柱穴の間隔は約1m

であり，4本の柱穴はほぼ規則的に配列

されている。出入口は，炉の南東側に広

い床面積を有していることや，特にこの

部分が硬く踏み固められていることから，

住居跡の南側のP4とP5の間が想定され

る。

覆土は，自然堆積であり，上層には暗褐色も　下層には褐色土が堆積している。覆土中にはロ

ーム粒子。ローム小ブロック。焼土粒子e炭化粒子を含み，やや締まっている。

遺物は，炉内埋設土器1点，縄文土器片35息石1点が出土している。縄文土器片の大半は阿

王台期のものであり，これらは，住居跡の東側及び北西側のP6付近に集中し∴覆土の中層及びP4

覆土中（P85）から出土している。

第44号住居跡（第74図）

本跡は，Ⅲ次調査区の東端部D7go区を中心に検出された住居跡である。第42号住居跡の北東

4mほどに位置し，西側に接して第5号溝が南北に走っている。本跡の三分の二は東側の調査区

域外に広がっていたため，∴部拡張し調査を実施した。

平面形は，長径3．18m，短径2。29mの楕円形を呈し，長径方向はN－100－Wを指している。

残存璧高は12～16cmで，壁は，西側を除きほぼ垂直に立ち上がり締まっている。西壁の一部は擾

乱を受けており，やや軟弱である。床はやや凸凹状を呈しており，特に，中央部を中心に硬く締

まっている。炉は検出されていない。ピットは2か所検出されており，いずれも柱穴と思われる。

－91－
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中央部から検出されたPlは，直径30cmほどの円形を皇し段状に掘り込まれている。上段は14cmと

浅く，下段はそこからさらに16cmほど掘り込まれている。西壁下に検出されたP2は，長径32cm。短

径23。mの椅円形状に，25cmほどの深さに掘り込まれている。中央部から検出されたPlは，第39。

40号住居跡のように炉を持たず，中央部に深いピットを有する同形態の住居跡に比べて握り込み

－92－
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が浅いが∴主柱穴と思われる。P2は，

規模や位置から補助的な柱穴と思わ

れる。

覆土は，自然堆積であり，上層に

はローム粒子・焼土粒子を極少量含

む褐色土が，下層及び壁際にはロー

鑑9　ム粒子を極少量含む褐色土がそれぞ

れ堆積している。

遺物は，阿王台期の土器片が20点

ほど出土しているにすぎない。これ

らは，住居跡の北側及び南西側から

散在的に検出されており，覆土の中

層からの出土が多い。
C’

2m
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第砥号住居跡（第75も76図）

本跡は，Ⅲ次調査区の南東部E7d3

区を中心に確認された住居跡である。

第41号住居跡の南西20mほどに位置

し，南東1mほどには第46号住居跡
第関図　第般考住居跡遺物出立位置図◎豊器接合関係図

が隣接している。

平面形は，長径3．8m，短径3．39mの楕円形を皇し，長径方向はN－70－Eを指している。残

存壁高は15～23cmであり，壁は，北側で一部撹乱を受けているが，ほぼ垂直に立ち上がり締まっ

ている。床面は，やや凸凹状を呈し，硬く締まっている。炉は，住居跡中央部からやや南側に偏

した位置に検出されており，長径85cm，短径83cmほどの円形状を皇し，床面を5～10cmほど掘り

くぼめ地床炉としている。炉床は熱を受けレンガ状となり凸凹している。ピットは7か所検出さ

れている。P26P3e P6e P7が主柱穴と思われるが，P2eP7に比べP3・P6ほ規模が小さく掘り込

みが浅い。主柱穴は，長径26～40cm，短径22～38cm，深さ15～48cmの規模で台形状に配列されて

いる。出入日は明確でないが，柱穴の配列等からP2e P7間が想定される。柱穴の間隔は上7～2

mである。

覆土は，自然堆積であり，上層に暗褐色土，下層に褐色土が堆積している。下層には炭化粒子

が少量含まれている。

遺物は少量であり，縄文土器片14点，石器1点，石7点が出土しているにすぎない。これらは，
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住居跡内に散在し，覆土中から出土している。土器片は，加自利E期のものが主である。
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第開図　第朋号住居跡実測図◎遺物出土位置図◎土器接合関係図
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第75図　第45号住居跡実測図

嶺

0　　　　　　　2m
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第46号住居跡（第77図）

本跡は，Ⅲ次調査区の南東部E7e4区を中心に確認された住居跡であり，第45号住居跡の南東

1mほどに隣接している。
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第閲図　第墟考住居跡遺物出藍位置図◎丑器接合関係図

平面形は，長径3．15m，

短径2．77mの楕円形を呈し，

長径方向はN－350－Eを指

している。残存壁高は14～

25cmであり，壁は，西側で緩

やかに立ち上がるほかは，

ほぼ垂直に立ち上がり締ま

っている。床面は，凸凹状

を呈しており堅級である。

炉は検出されていない。ピ

ットは3か所検出されてい

るが，柱穴としてはPl・P2

の2か所が考えられる。中

央部に検出されたPlは，長

径43cm，短径32cmの楕円形

状で，円筒状に40cmほど床

面を掘り込んでいる。北壁

下に検出されたP2ほ，長径40cm，短径26cmの楕円形状で，18cmの深さである。配列や規模等から

Plが主柱穴，P2が補助的な柱穴と思われる。P3は形状や覆土の状態から木根跡と思われる。

覆土は，自然堆積であり，上層から中層にかけて，ローム粒子e廃土粒子。炭化粒子を含む締

こト　の　ナ一世プビ九日ヨ土日イ乙」一ふゼ　て玩萎～サ圧車トノト件′n息　ヱ曳巨森－ト高1櫨義書下　で11ス
3こ　リ　従r而r Lノ‾／しラマ云′閃こユ」一／J‾タ　　「／冒　し　dト’口iコ二＞ノぴノ定ノ↑喝にこ∴」」′JJ‾ロ二′Iタミし／＼V cノ○

遣物は，覆土中より阿王台期の土器片5息石1点が出土しただけである。遺物は少ないが，

住居跡の形態から阿王台期の住居跡と思われる。

第媚号住居跡（第78図）

本跡は，Ⅲ次調査区の南部E6f6区を中心に確認された住居跡である。第45号住居跡の南西26m

ほどに位置し，南側1mほどには第53号住居跡が隣接している。

平面形は，長径2．9m，短径2．68mの楕円形を皇し，長径方向はN－55・50－Wを指している○

残存壁高は15－22cmであり，壁は，北東及び東側で緩やかに立ち上がるほかは，ほぼ垂直に立ち

上がり硬く締まっている。特に，西壁は遺存状態が良好である。床面は，やや凸凹状を呈してお

り，硬く締まっている。炉は検出されていか、。ピットは，中央部よりやや東側に偏した位置に

1か所検出されているだけである。Plは，直径20cmほどの不整円形を呈しており，床面を18cmは
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第77図　第46号住居跡実測図・遺物出土位置図

－97－

ど「U」字状に掘り込んでいる。規

模は小さいが主柱穴と考えられる。

覆土は，自然堆積である。上層に

はローム粒子・ロームブロック。炭

化粒子を含む黒褐色土が，下層には

ローム粒子を多く含む褐色土が，壁

際にはロームブロックを含む暗褐色

土・褐色土がそれぞれ堆積している。

遺物は極めて少なく，住居跡中央

部覆土中より阿王台期の土器片が15

点ほど出土しているだけである。

0　　　　　　　　　　　　　2m』
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司魂＼

第78図　第47号住居跡実測図・遺物出土位置図
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第48号住居跡（第79・80図）

本跡は，Ⅲ次調査の南東部E7j5区を中心に確認された住居跡である。第46号住居跡の南18mほ

どに位置し，東側2mほどには第49号住居跡が隣接している。

平面形は，長径3．15mタ　短径2．98mほどの円形を皇し　長径方向はⅣ…4㌢㌧」紺を指している。

残存壁高は25～34cmである。北東壁は段状になっており，床面から斜めに9cmほど立ち上がった

後芦　幅35cmほどの平坦面を経てさらに16cmほど斜めに立ち上がっている。他の壁は，垂直に立ち

上がっている。壁は，全体的に硬く締まっている。床面はタやや凸凹状を呈しておりタ堅級である。

炉は検出されていか）。ピットは，床面中央部に1か所検出されているだけである。Plは直径24cm

ほどの円形状を呈しており，規模は小さいがタ　床面中央部を円筒状に54cmと深くしっかりと揺り

込んでおり，主柱穴と考えられる。

覆土は3層からなり芦　自然堆積している。上層には暗褐色土∴下層及び壁際には褐色土が堆積

している。覆土中には，ローム粒子の炭化粒子e焼土粒子を含み，硬く締まっている。

遺物は，住居跡の中央部から南西側に集中して検出され，縄文土器片195点，土製品主点，石

魂　　　　　　　　　　．．．　．叫
二

窮凋図　第鯛号住居跡実測図

ー99－

2m

』二二二二二二二二」



」　　　一　一　＿＿＿＿＿＿！

第約図　第鯛号住居跡遺物出藍位置図◎土器接合関係図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第81図　第49号住居跡遺物出土位置図

－100－

8点が出土している。土器片の大半

は阿王台期に比定され，その多くは

覆土の上層から中層にかけて出土し

ている。

第49号住居跡（第81・82［副

本跡は，Ⅲ次調査区の北東部E7j6

区を中心に確認された住居跡である。

第48号住居跡の東2mほどに位置し

ている。

平面形は，長径3。35m，短径2．95

mほどの楕円形を皇し，長径方向は

N－140－E　を指している。残存壁

高は21～30cmであり，壁は，西側で

やや緩やかに立ち上がるほかは垂直

に立ち上がり，硬く締まっている。

床面は平坦で，全体的に硬く踏み固

められており，堅級である。炉は検

出されていない。ピットは中央部に

1か所だけ検出されている。主柱穴

し　ロー－1　jl　」′、　プ　Tl　　トト　　［三ク文0∩【＿＿＿　　　左、i了ケ文
こ　ノ百　才ノ　イL G）rlレふ，丁だ1土ムコUlll，　大正1∃二

24cmの楕円形を呈しており，床面を

円箇形状に46cmほど掘り込んでいる。

覆土は，上層に暗褐色土，下層に

褐色土が自然堆積している。6a層は，

ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒

子を極少量含み，硬く締まっている。

遺物は，住居跡の南東側から散在

的に検出され，覆土中から縄文土器

片28色　石3点が出土している。土

器片の大半は阿王台期に比定される。



幸　一

第82図　第49号住居跡実測図

第59号住居跡（第83。84図）

本跡は，Ⅲ次調査区の南部E6h8区を中心に確認された住居跡である。第47号住居跡の南東10m

ほどに位置し，西側4～6mには第51e52e53号住居跡が位置している。北側で第465号土壌に

切られている。

平面形は，長径3828m，短径3．17mほどの円形状を皇し，長径方向はN－340－Wを指してい

る。残存壁高は17～35cmであり，壁は，南側及び東側のコーナー部を除いては，ほぼ垂直に立ち

上がり硬く締まっている。床面は多少凸凹状を呈しており，周囲に比較して中央がややくぼみ，

非常に硬く踏み固められている。南西側は，なだらかに高くなっている。炉は検出されていか）。

住居跡の中央部からは，長径1。74m，短径1．10mの不整楕円形の範囲に多量の焼土が検出されて

いる。焼土は，確認面においてすでに検出されており，床面直上まで30cmの厚さで堆積している。

焼土は，その堆積状況から本跡に伴うものではなく，住居跡の廃絶直後に周囲から，特に北東側

から中央部方向に向けて投棄されたものと考えられる。第465号土壌は，本跡の北側の床面及び
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壁の…一部を握り込んで構築しており，形状は，長径1。3m，短径乱83mの長楕円形を呈している。

土壌の北東側の底面は，熟を受けレンガ状に赤く焼け凸凹している。第465号土壌に伴う遺物は

出土していか、が，状況から本跡とほぼ同時期かそれ以降のものと思われる。本跡内に投棄され

ていた多量の焼土との関連も窺われる。本跡の周囲から第465号土壌と同様の性格の第392。393。

395号土壌が検出されていることも記述しておきたい。ピットはタ　住居跡中央部に1か所検出さ

れているだけである。P沌ら直径20cmほどの円形を皇し，床面を「U」字状に深さ43cmほど掘り

込んでいる。規模は小さいが撃　深くしっかりと掘り込まれており主柱穴と考えられる。

覆土は，壁際にローム粒子のローム小ブロックを含む4，4a層が，その上に暗褐色土を皇する

6a層が自然堆積しており，その直後に多量の廃土，灰，炭化物が北東方向から投棄された様子が

窺われる。最後に周囲から流れ込んだと思われる7m〝j層が堆積している。

’＼＼、、、、＿＿ノーJ一ノ′′

㌢　表中

7†－h　19日　20t”l

第83図　第50号住居跡実測図
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第糾図　第鯛号住居跡遺物出藍位置図◎蓋器輝禽関係国
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遺物は，縄文土器片509

点，石器2点，石21点が出

土している。これらは，住

居跡中央部の覆土の上層か

ら中層にかけて多く出土し，

土器片の大半は阿王台期に

比定される。P80は第53号

住居跡，P84は第52号住居

跡から出土した土器片と接

合した。P80は小片が接合

したものであり帰属は明確

でないが，P84は第52号住

居跡に伴う土器である。い

ずれの住居跡も本跡と隣接

しており，ほぼ同時期に営

まれたものと思われる。



第51号住居跡（第85・86図）

本跡は，Ⅲ次調査区の南部E6i7区を中心に確認された住居跡である。第50号住居跡の南西4m

ほどに位置し，北側2mには第52号住居跡，南側1mほどには第402，403号土壌が隣接している。

平面形は，長径2．87m，短径2．56mの楕円形を呈する小形の住居跡であり，長径方向はN－700

－Wを指している。残存壁高は24～30cmであり，壁は，西側及び東側の一部に擾乱が見られるが，

ほぼ垂直に立ち上がり硬く締まっている。床面は，やや凸凹状を呈しており，堅緻である。特に，

西側の床面はよく踏み固められている。床面中央部のPl付近に少量の焼土粒子e炭化物が検出さ

＿二　三二　三　二

第8図　第別号住居跡実測図
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れたが，炉は検出されなかった。ピットは，3か所検出されている。住居跡中央部に検出された

Plは，直径40cmほどの円形状を呈し，円筒形状に77cmほど床面を掘り込んでいる。P2はPlの東側

に位置し，直径26cmの円形を皇し，54cmの深さを有している。P3ほ東壁下に検出され，直径30cm，

深さ130cmの規模を有している。規模や配列からPlが主柱穴，P2，P3は補助的な柱穴と考えられ

る。

覆土は，3層からなり，上層にローム粒子eローム小ブロックe焼土粒子e炭化粒子を比較的

多く含む黒褐色土，中層にローム粒子。焼土粒子。炭化粒子を極少量含む暗褐色土，下層に褐色

土がそれぞれ自然堆積している。

遺物は，住居跡の南西側に集中し，東側に散在しており，縄文土器片207点，石2点が出土し

ている。これらの多くは，覆土の上層から中層にかけて出土しており，土器片の大半は，阿王台

期に比定される。

／（「＼＼
t°

●

第86図　筑51号住居跡遣物出土位置函0土器感合関係図
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第慧2号住居跡（第87e88回）

本跡はタ　Ⅲ次調査区の南部E織区を中心に確認された住居跡である。第50号住居跡の西4mほ

どに位置し，北側1mに第53号住居軌　南側2mに第51号住居跡が隣接している。

平面形は，長径3。86mタ短径3。32mほどの楕円形を呈しており，長径方向はN－610－Wを指

している。残存璧高は18～26cmであり，壁はタ北西壁が緩やかに立ち上がるほかはタ垂直に立ち

上っており硬く締まっている。北東壁の上部は，一部撹乱を受けている。床面は，北西側がなだ

らかで中央部に比べやや高くをっているが暫　そのほかは多少凸凹状を呈している。全体的に硬く

締まっているが，棒に西壁付近は堅級である。炉は検出されていないが，P3の表面に炭化物が極

少量検出されている。ピットは，住居跡中央部にP2eP3，北壁下にP且の計3か所検出されている。

親とP2ほ長径25～27cmタ短径18～20cm，深さ33～航mを有するほぼ同規模の柱穴である。P3ほ直

径26～27cmの円形を呈する柱穴であり∴軌とPに比べ掘　込みが60cmと深くしっかりしている○

規模や配列から親が主柱穴芦　軌とP2ほ補助的を柱穴と考えられる。

覆土は，自然堆積でありタ上層に暗褐色土∴F層及び壁際に褐色土が堆積している。覆土車に

‥・よ、＼

′J＼、′立

第87図　第52号住居跡実測図
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第88図　第52号住居跡遺物出土位置図・土器接合関係図

ほ廃土粒子e炭化粒子を少

量含みタ　やや締まっている。

遺物は，縄文土器片189

点，石器3点，右8点が出

土している。土器片の大半

は阿王台期のものでありタ

住居跡の中央部付近に集中

して検出されており芦　覆土

の中層からの出土が多い。

第鯛考健贋静（第89の90図）

本跡は，Ⅲ次調査区の南

部E6g6区を小売、工確認され

た住居跡である。第52号住

【＿一m．k／′1ヽl卜1伸、／寺　LJI†／十等　7

／【‾11∬′りt＞ノ／lL　⊥111lJ、（＿lL Lり＿l良　し，

北西側1mには第47号住居

跡が隣接している。

平面形は，長径3。03m芦

短径2。7mの楕円形を呈し芦

長径方向はN－600－Eを指

している。残存壁高は7～

23cmであり，壁は，北西側で掘り込みが浅く緩やかに立ち上がっているほかは，ほぼ垂直に立ち

上がっている。南側の壁は，棒にしっかりしているが，他は軟弱である。床面は，凸凹状を呈し

ており硬い。特に中央部は凸凹が激しく，北西側の床面はやや高くなっており堅緻である。炉は

検出されていかも。ピットは，2か所検出されている。住居跡の中央部から検出されたPlは∴不

整形を室し，床面を「Ⅴ」字状に31cm掘り込んでいる。位置，形状から主柱穴と考えられる。西

壁下に検出されたP2ほ，形状や揺り込みの状況から柱穴とは考えにくい。

覆土は自然堆積であり，上層にローム粒子を少量，炭化粒子。焼土粒子を極少量含む暗褐色士

が，下層に焼ま粒子を極少量含む褐色土が，壁際にはローム粒子を含む黄褐色士がそれぞれ堆積

している。覆土は全体的に硬く締まっている。

遺物は，住居跡のやや南側に偏した位置から散在的に検出され，縄文土器片摘点　石　点が出

土しているにすぎない。土器片は阿王台期に比定され，覆土から出土している。
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第89図　第53号住居跡実測図
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』二二二士二二二』

第54号住居跡

（第91e92図）

本跡は，Ⅲ次調査区

の南部E6C7を中心に確

認された住居跡である。

第47号住居跡の北東9

mほどに位置し，北西

側3mほどには第56号

住居跡が隣接している。

平面形は，長径3．64

m，短径3．43mほどの

円形を皇し，長径方向

はN－70－Eを指して

いる。残存壁高は8～

13cmであり，壁は垂直

に立ち上がり，全体的

に硬く締まっているが，

上部は一部撹乱を受け

ている。床面は，平坦

で堅緻である。炉は，

「十一ここ二rJl山万げJAよ一　㌔1㌔1腐仙lf，′百†九Jヤ嬰，サ路山キ1　j三ま幕9　ハm　缶冨暮夏∩ハm〝ヽ捕ト㌢［口羽曇1捕え　ヨ7　　　着
1禾腿」トγプ亡百P〟一り▼＼WW＼Yに当′i只Uも－1ノ翻し／LIJLL邑一一1．欠L⊥J C4し，　⊥乾は二U㌢とし1日　　′リムコ二UU＼ノ11▲＞ノY小一かlJ／l／‘1ハCLユニ），／／l、

面を15～20cmほど掘りくぼめ地床炉としている。炉内には焼土が充満し，炉床はレンガ状に硬く

焼けており，長期間使用されたものと思われる。ピットは，炉の北東側にPl，南東壁際にP2，西

壁際にP3の計3か所検出されている。いずれも主柱穴と考えられ，長径34～53cm，短径33～48cm，

深さ22～78cmの規模を有している。特に，Plは78cmと深く掘り込まれている。

覆土は，中央部に暗褐色土，壁際に褐色土が堆積している。中央部に堆積している6a〝p層は，

ローム粒子・炭化粒子e焼土粒子を含み締まっている。

遣物は，住居跡の西側に散在しており，覆土の上層から中層にかけて縄文土器片76点，石3点

が出土している。土器片は，阿王台期に比定される。

－108－



お

＿．＿＿「：二

2m

L二＿＿　　⊥

第鮒図　第鯛号住居跡遺物出蓋位置図

』二二二二二土二二二二］

第馴図　第別号住居跡遺物出土位置図e土器接合関係図
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第55号住居跡（第93回）

本跡は，Ⅲ次調査区の南東部E7il

区を中心に確認された住居跡であり，

第50号住居跡の南東9mほどに位置

している。

平面形は，長径2．8m，短径2。55

mの円形状を皇し，長径方向はN－

220－Wを指している。残存壁高は

12～28cmであり，壁は南東側で緩や

かに立ち上がっているほかは，ほぼ

垂直に立ち上がっており硬く締まっ

ている。床面は凸凹が激しく，きわ

めて硬く締まっている。炉は検出さ

れていない。ピットは3か所検出さ

れているJr P2は長径27cm．矩径21crn
、．J Lノ　　軸　‾　▼）’・レ｛ゝl」」ぁ一一l　）111，　′Lu」iL」一㍉LJJL　）111，

深さ42cmであり，PleP3は長径27cm，

短径17～18cm，深さ16～22cmの規模

を有している。規模や配列等から，

中央部から検出されたP2が主柱穴，

南西壁際及び北東壁際から検出され

たPl e P3は補助的な柱穴と思われる。

覆土は，上層に暗褐色土，下層に

褐色土が自然堆積している。

遺物は，覆土上層から阿王台期の

土器片がわずかに6点出土している

にすぎない。しかし，平面形状や柱

穴の配列が，当遺跡から検出された

第50号住居跡等の阿王台期の住居跡

に類似していることから，同期の住

居跡と思われる。



第璽図　第別号住居跡実測図

0　　　　　　　2m

し∴ll…一十一「二∴」

第舗考住居跡（第94e95図）

本跡は，Ⅲ次調査区の南部E6C6区を中心に確認された住居跡である。第54号住居跡の北西3m

ほどに位置し，北側6mほどには第57号住居跡が位置している。

平面形は，長径2・。45m，短径2．25mのほぼ円形を皇し，長径方向はN－160…1Ⅳを指している。

残存壁高は10～15cmで，壁は全体的に緩やかに立ち上がり硬く締まっているが，北壁は一部撹乱

を受けている。床面は中央部に向かってやや傾斜し，ハードロームブロックを多く含み硬く締ま

っている。炉は検出されていか、。ピットは2か所検出されている。北壁下に検出されたPlは，
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第94図　第56号住居跡遺物出土位置図
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長径27cm，短径23cm，深さ33cm，床面中

央よりやや西側に偏した位置に検出され

たP2は∴直径21－22cmの円形状を呈し，

深さ27cmの規模を有している。規模や配

列からP2が主柱穴，Plが補助的な柱穴と

思われる。

覆土は，上層に暗褐色土，下層に褐色

土が自然堆積している。覆土にはローム

粒子を含んでいる。

遺物は9　阿王台期の土器片18点が出土

している。これらは，住居跡中央付近の

覆土から散在的に出土している。
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第95図　第56号住居跡実測図
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第96図　第57号住居跡遺物出土位置匪
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第野号住居跡（第96・97図）

本跡は，Ⅱ次調査区の中央部E6a6

区を中心に確認された住居跡であり，

第56号住居跡の北6mほどに位置し

ている。

平面形は，長径2。96m，短径2．6

mの楕円形を呈し，長径方向はN－

650－Eを指している。残存壁高は

9～14cmであり，壁は，ほぼ垂直に

立ち上がり硬く締まっている。床面

は，平坦で硬い。炉は検出されてい

ない。ピットは，西壁下に2か所検

出されている。Plは長径37cm，短径28

cmの楕円形を呈しており，深さは31

cmで底面は平坦で硬い。P2は，西壁

の一部を掘り込んでおり，長径40cm，

短径38cm言采さ18～32cmで，底面が

凸凹状を呈している。柱穴としては

Plが考えられる。P2は，形状や覆土

の状況から木根による撹乱と思われ

スn　声が　　ツわヰてらの阿：着金且日のイ幸
cy u　′し・－，　　」　一　一）－　－　一一　一　一一一h‥′、り　′　一・一一

居跡のように，住居跡の中央部に柱

穴は検出されていない。

覆土は，大別すると2層からなり，

上層にローム粒子を含む褐色土が，

下層にはローム粒子を極少量含む褐

色土がそれぞれ自然堆積している。

遺物は，阿王台期の土器片12点，

石2点が出土している。これらは，

住居跡内に散在して覆土から出土し

ている。
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第97図　第57号住居跡実測図
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第5題号住居跡（第98の99図）

本跡は，Ⅲ次調査区の南部

E6b7区を中心に確認された住

居跡である。第5ユ号住居跡の

商7mほどに位置し，西側1

mほどには隣接して第6号溝

が南北に走っている。

平面形は　長径。粥m　短

径2。6mの不整円形を室し

長径方向は北を指している。

残存璧高は24～28cmでありタ

壁は，ほぼ垂直に立ち上がり

硬く締まっているが，北壁の

一部が撹乱を受けている。床

詫言ト「」三幸Iで、立虚：土　　－r－、ア　．レf了
l一川Icトl t！‾1＼′い耶d、‾ノ　L L－　も㌧）ネ／‾l’

は検出されていをい。ピット

は，住居跡の中央部にPl∴西

壁トにP2，南壁下にはPjの計

3か所検出されている。Plは

長径32cm，短径26cm，深さ19

cm，P2は長径37cm，短径28cm，深さ20cm，P3ほ直径25cm芦　深さ16cmの規模を有している。いずれ

も掘り込みがユ6～20cmと浅いが，形状や規模，柱穴の配列からPlが主柱穴，P20P3ほ補助的な柱

穴と考えられる。

覆土は3層からなり，上層から中層に暗褐色土，下層ににぷい褐色土が自然堆積している。上

層から中層にはローム粒子少亀焼土粒子。炭化粒子が極少量含まれタ　下層には多量のローム粒

子夕　少量のハードロームブロックが含まれている。

遣物は，覆土車より縄文土器片が14点出土しているだけである。土器片は阿王台期に比定され

るものが13点，加自利E期に比定されるものが1点である。出土遺物は少をいが，住居跡の形態

をどから阿王台期の住居跡と思われる。

第59号住居跡（第100・101図．）

本跡は，Ⅲ次調査区の南東部F7e7区を中心に確認された住居跡である。第49号住居跡の南19m
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第98図　第58号住居跡実測図
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第99図　第58号住居跡遺物出土位置図
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ほどに位置し，南東側

1mほどには第60号住

居跡が隣接している。

平面形は，長径3。89

m，短径3．8mの円形

を皇し，長径方向はN

－52．50－Eを指して

いる。残存壁高は14－

21cmであり，壁は，垂

直に立ち上がり硬く締

まっている。床面はほ

ぼ平坦で硬く，特に炉

の北側は堅級である。

炉は住居跡の中央部に

位置し，長径83cm，短

径76cmの楕円形を呈し
すりばち

ており，床面を捨鉢状に10～12cm掘り込み

地床炉としている。炉内には焼土が充満し

炉床はレンガ状に硬く焼けており，長期間

使用したものと思われる。炉の北西側に性

格は二石鯛であるが＿　十属をデから太緋に伴
l H　’－　　　l　　　　′　J　　　、　　r　く一′　　’－′　　　　▼　　7　　　　　　．　－　r Iここ4　　　ヽ一一　　、‾．‾　　　‾　　　　ノ　　　l J′‾′‘J　　’　　　l I

うものと考えられる第471号土壌が位置し

ている。第471号土壌は，長径74cm，短径

57cmの楕円形を呈し，床面を77～108cmの深

さに掘り込んでいる。主柱穴はPl・P2eP3e

P4の4か所であり，長径33～48cm，短径30

～43cm，深さ20～33cmの規模を有し，長方

形状に配列されている。柱穴の間隔はPlと

P2，P3とP4の間が1．2m，PlとP4，P2と

P3の問が2mとなっており，東西方向に長

軸をもっている。また，炉の南側に広い床

面積をもち，出入口としては，柱穴の配列
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第100図　第59号住居跡実測図
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や炉の位置等からPlとP2間が考えられる。

覆土は，暗褐色土。褐色土からなり，覆土中にはローム粒子e焼土粒子e炭化粒子が少量含ま

れている。

遺物は，住居跡の東側の覆土の上層から中層にかけて，加曽利E期の土器片11息　石器1点，

石6点が検出されている。
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窮臓図　第鯛考健贋跡遺物出藍位置図◎蓋器接合関係図

第約号健腰掛（第1026103図）

本跡は，日次調査区の南東

部F7f8区を中心に確認された

住居跡である。第59号住居跡

の南東1mほどに位置してい

る。

平面形は，長径4．7m，短

径4．08mの楕円形を呈し，長

径方向はN…330…Wを指し

ている。残存壁高は14′、24cm

であり，壁はほぼ垂直に立ち

上がり硬く締まっている。床

面は平坦で堅級である。炉は，

住居跡の中央部に位置し，長

径70cm，短径65cmの楕円形状

を呈しており，床面を30～35

cmほど捨鉢状工掘りくぼめ地

床炉としている。炉内には焼土が充満し，炉床はレンガ状に硬く焼けており，長期間使用された

ものと思われる。ピットは，P鼠～P5の5か所検出されており，五角形状に配列されている。いず

れも主柱穴と考えられ，長径34～3鮎m　短径28～37cm，深さ25～45cmの規模を有している。柱穴

IJ n＿　　n．」、さしエI二㍉「三1土日hH雪－プこ、＋E一己，レ1二一人　7，ナ†　＿　ふ、い†　一7－I　ヽ　Z J、1　t）【J＋∴㌔二）⊥ら，l、封一一1昌1へ館i　い　‾　2．J、ドギ…Iヽ

LJ，　⊥1‾⊥　4／ノーIJ、Id－lトり！ウじ1天　し］ノ苗’ノ天∵：グ′“1J L　▼ノ／ノ1ノ　L L　ヽ‥J／J，　⊥　01か＼＼′」．へ7し1犬＼］／m’ノ人二二リノ、ノJl∴ぺ㍉vlO

住居跡は，炉の北東側に広い床面積をもち，柱穴の配列などからP2とP3の間，またはP3とP4の

問が出入日と考えられる。

務まは，上層に暗褐色土，下層に褐色土が堆積している。覆土の上層には，ハードロームプロ

、ソク・焼土粒子・炭化粒子が極少量含まれている。

遺物は芦　炉の周辺及び住居跡の南側から集中して検出され，覆土の上層から中層にかけて縄文

土器片151点，石器7点，土製品1点，石5点が出土している。土器片の太半は，加自利E期に

既定される。

第儀謂考住居跡（第温040105図）

本跡はタ　Ⅲ次調査区の南西部E7C8区を中心に確認された住居跡である。第59号住居跡の北東7

mほどに位置している。
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第103図　第60号住居跡遺物出土位置図・土器接合関係図

平面形は，長径3。66

m，短径3。08mの楕円

形を室し，長径方向は

N－430－Eを指して

いる。残存壁高は8～

15cmであり，南東側で

低く，南西側で高くな

っている。壁は垂直に

立ち上がり，硬く締ま

っている。床面は，ほ

ぼ平坦で硬く締まって

おり，特に，中央部及

び南西側の床面は堅緻

である。炉は，住居跡

の中央部に位置し，長

径61cm，短径51cmの楕

円形状を呈し，床面を

20～23cmほど捨鉢状に

掘りくぼめ地床炉とし

ている。炉内には，ロ

ー　、l′L．▼▼　′　　　　　l．」k l　、l′l＿　▼▼　′

‾ム租寸‾．某冗工租十．

焼土ブロック・炭化物

を極少量含む褐色土が

堆積している。炉床は硬

く，熱を受け凸凹して

おり，長期間使用され

たものと思われる。ピットは5か所検出されており，PlとP5は長径45～49cm，短径37～46cm，深

さ75～86cmで柱穴の壁も硬く掘り込みも特にしっかりしている。P2とP4は長径32～38cm，短径24

～32cm，深さ60～62cmで，PlやP5に比べやや細く浅い。P3は他の4本の柱穴に比べ規模が小さく

長径25cm，短径22cmで，深さは45cmである。規模や配列からPl・P2eP4・P5が主柱穴，P3は補

助的な柱穴と考えられる。主柱穴は台形状に配列され，炉の北西側に広い床面積を有している。

出入ロとしては，柱穴の配列や床面の状態等から，南西方向のP3とP4の間，もしくはP4とP5の間
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第104図　第61号住居跡実測図
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が想定される。

覆土は，上層にローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を極少呈含む褐色土が，下層にローム粒子・

ハードロームブロックを少量，焼土粒子を極少量含む褐色土がそれぞれ堆積している。

遺物は，住居跡の北側に集中し，覆土の上層から中層にかけて縄文土器片128点，石器1点，

石1点が出土している。土器片の大半は加曽利E期に比定される。
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第柑玩　第馴考佳厳跡遺物出藍位置図◎羞義経禽関係遠

第62号住居跡（第106・107図）

本跡は，［次調査区の南東部F8d2

区を中心に確認された住居跡である。

第61号住居跡の南東14mほどに位置

し資　本跡の東側二分の一はエリア外

と患っていたが，拡張し調査を実施

した。

平面形は，長径4．13m，短径3．76

mのほぼ円形を呈し，長径方向はN

－200－Wを指している。、残存壁高

は6－15cmであり，ロームへの掘り

込みは浅い。壁はタ　ほぼ垂直に立ち

上がり締まっている。棒に，東側及

び西側の壁は良好である。床は軟質

ローム面に形成されているが，所々

にブロックが見られほぼ平坦で締ま

一）ている。特に，炉の南西側の住居

跡中央部は，硬く踏み固められてい

る。炉は，住居跡の中央部より北東

側に偏した位置に検出されており，

巨壬・1叉り∩【＿＿　　左i二丁子又亡だ〈＿＿＿／丁ヽ上1左rl‾‾1．1I：ィ、r▼lユ　ノ＿【‾‾コ

アくrl土JULlll，　ノ＼正l土UULlllVノ1月「‾‾‾‾］／lン／lノ＼廷二王三

し，床面を捨鉢状に20cmほど掘りく

ぼめ地床炉としている。炉内には焼土が充満し，炉床はレンガ状に赤く破く焼け凸凹状を呈して

おり芦　長期間使用されたものと思われる。ピットは，Pl～P5の5か所検出されており，いずれも

主柱穴と考えられラ　長径31－37cm，短径27－36cm言采さ25－46cmの規模を有している。Pl～P3は

ほぼ直線上に並び，5本の柱穴がほぼ台形状に配列されている。炉の位置や柱穴の配列等から，

P2とPj間またはP3とP4間が出入［」と想定される。

擾土は芦　上層にローム粒子少量，焼土粒子の炭化粒子を極少量含む暗褐色土がタ　下層にローム

粒子を多く含み，ハードロームブロックを極少量含む暗褐色土が，壁際には褐色土がそれぞれ堆

積している。

遺物は，炉の南西側の住居跡中央部付近に散在し，覆土車から縄文土器片51点，石器1点，土

製品1点，石6点が出土している。土器片は，加自利E期に比定される。
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第柑困　窮醍考健屠跡実測図
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第64号住居跡（第108図）

本跡は，Ⅲ次調査区の南部F蝕区を中心に確認された住居跡である。第58号住居跡の南20mほ

どに位置し，東側0。2mには隣接して第6号溝が南北に走っている。

平面形は，長径4．08m，短径3．84mの円形状を呈し，長径方向はN－46．50－Wを指している。

残存壁高は10～15cmで，ロームへの掘り込みは浅い。壁は，ほぼ垂直に立ち上がるがあまり明瞭

でなく，北壁及び南壁の一部は木板による撹乱を受けている。床面は，ほぼ平坦であるが軟弱で

ある。住居跡の北西側の床面上に，床面より浮いた状態で焼土を検出する。焼土は確認面におい
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第柑図　第醍考住居跡遺物出立位置図◎土器接合関係図

てすでにその分布が認められ

ており，また堆積状況からも

本跡の埋没後に投棄されたも

のと思われる。炉は検出され

ていない。ピットは8か所検

出されているが，柱穴として

はPle P2。P4e P8の4か所が

考えられる。これらはほぼ一

直線に配列されており特異な

形態を示している。

覆土は，自然堆積の状態を

示しており，上層に黒褐色土，

中層に暗褐色土，下層に褐色

土がそれぞれ堆積している。

遺物は，少量であり住居跡

の北西側及び南東側の覆土中

から，阿王台期の土器片が14

点出土しているだけである。

第駈号住居跡（第109ellOelllel12図）

r rlふ．l＿　　　TT、I．＿＿二r．1－、－、人－－r（，7、－－I－r与rlTr′、　　r－TI－11．7・（子丁子Tl　ユ′1．．q J，（一一‡一［；］ulトー1二、十　プ　　　々真一r－0［1－1′一一｝・F：i－1ロイr′丁ヽ；二甘：r’1＿＿＿　T二i l一～I－Ir与

不動、は，　Ⅱノ人責周玉£且レノ「半日封HrOC5L炎に甲筐己芯ビイし／こl工／百茸男、し．の′∂○　労うJOアナl工／百丑の、＞ノヒ当U Hlは・C－を」∴リム

置し，周囲には第498～500号の3基の土壌が隣接している。確認面における平面形は，長径5

m，短径4mほどの長楕円形を呈しており，当遺跡から検出された住居跡としては，第25号住居

跡に次いで規模が大きく，確認面における形状から，当初は2軒の住居跡が重複していることを

考慮して調査を進めた。しかし，調査の過程で重複関係は認められずタ　いわゆる「二段掘り込み」

の特異な構造をもつ住居跡であることが判明した。

主軸方向はN－60－Eを指しており，平面形は，上段の掘り込みが，長軸6。96m，短軸4．75m

の隅丸長方形を呈し，壁高は21～24cmであり，垂直に立ち上がり硬く締まっている。床面はハー

ドロームで堅級である。下段の掘り込みは，長軸4．54m，短軸2。9mの長方形を呈し，上段との

高低差は10～27cmである。床面はほぼ平坦で堅緻であり，床面積は13．2汀fである。柱穴は，下段

の掘り込みの中から検出されたPleP2eP3eP4・P5。P6の計6か所である。コーナー部に検出

されたPl・P3・P4eP6の4か所は，ほぼ同規模，同深度を有しており長径57～75cm，短径43～

－122－
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第柑図　第鋼号住居跡実測図◎遺物出藍位置図
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55cmの楕円形状を呈し，97～120cmほどの深さにしっかりと掘り込まれている。P2とP5はやや規

模が小さく長径43～45cm，短径38cmの楕円形を皇し，深さは82～83cmである。壁溝及び炉は検出

されていない。

覆土は，上層にローム粒子・ローム小ブロックを少量含み，焼土粒子・炭化物を極少量含む褐

色土が，下層にはローム粒子e焼土粒子e炭化粒子を各々極少量含む褐色土が，壁際には締まり

のある褐色土が自然堆積している。覆土は，全体的によく締まっている。
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第柑図　第駈号住居跡実測も囲
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第醐図　第駈号住居跡遺物出藍位置図◎藍器接合関係図（1）
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第112図　第65号住居跡土器接合関係図（3）

遺物は，当遺跡から検出された遺構の中で最も多く，縄文土器片1134点，石器4息　石25点が

出土している。縄文土器片は阿王台期のものであり，13個体分がほぼ完形に復元された。これら

の多くは，下段の掘り込みの覆土の下層及び床面直上から出土している。また，Pl。P3・P4・P6

の覆土中からも阿王台期の土器片が出土している。

第66号住居跡（第113・114図）

本跡は，Ⅲ次調査区の南西部F6al区を中心に確認された住居跡である。第65号住居跡の北西10m

ほどに位置している。

平面形は，長径3。58m，短径3．47mのほぼ円形状を呈しており，長径方向はN－200－Wを指

している。残存壁高は6～21cmであり，南壁及び西壁は緩やかに立ち上がり，東壁及び北壁はほ

ぼ垂直に立ち上がっている。床面は平坦で硬い。南側には，住居跡の埋没後に掘り込まれたと思

われる1。54×0。62mの不定形の落ち込みが検出されている。この落ち込みの覆土中には，投棄さ

－127－
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れたと思われる少量の焼土が検出されている。遺物は出土していかう。炉は，住居跡の北西側に

偏した位置に検出されており，長径55cm，短径46cmの不整楕円形を呈し捨鉢状に床面を20cmほど

掘り込まれている。その掘り方の中央部に，底部を欠いた深鉢形土器（Pl19）が埋設されてい

る。埋設土器は掘り方とのすき間に詰め込まれたロームブロックで支えられている。埋設土器の

覆土中には焼土粒子・炭化粒子を極少量含む暗褐色土や黒褐色土が堆積しているが，炉床はさほ

ど焼けておらず短期間の使用であったと思われる。ピットは5か所検出され，台形状に配列され

ているPle P2。P4e P5が主柱穴と思われる。主柱穴は，長径30－52cm，短径28～33cm，深さ32

－51cmの規模を有している。
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第114図　第66号住居跡遺物出土位置図・土器接合関係図
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覆土は芦　ローム粒子eロ

ーム小ブロック・焼工粒子

の炭化粒子を含む暗褐色土

が自然堆積している。

遺物は，住居跡の南東側

に集中し，炉の周辺に散在

しており，縄文士器片257

点，石器4点，士製品主点，

石8点が出土している。こ

れらの多くは産土中から出

ましており，土器片の大半

は阿王台期に比定される。



2　古墳時代

第8号住居跡（第115・116図）

本跡は，Ⅲ次調査区の中央部からやや北側に偏したD鋸5区を中心に確認された住居跡である。

第30号住居跡の南西5mほどに位置し，南側7mほどには第4号溝が東西に延びている。

平面形は，長軸6．掴m，短軸6．02mの方形を皇し，長軸方向はN－620－Wを指している。壁

は明瞭であるが，全体的にロームへの掘り込みは浅く，残存壁高は15～17cmである。東壁及び北

壁はほぼ垂直に立ち上がるが，西壁及び南壁は緩やかに立ち上がっている。壁はやや軟弱であり，

壁溝は検出されていか、。床面は平坦で硬く締まっている。拝に，炉の周辺は堅緻である。炉は，

住闘赤の北壁寄りに位置し，長径80cm，短径58cmの楕円形を呈し，床面を17cmほど皿状に掘りく

ぼめ地床炉としている。炉床はさほど熱を受けておらず，短期間使用されたものと思われる。炉

の周辺から北東側にかけて，長径2。2m，短径1．1mの不整楕円形を呈する深さ5cmほどの凸凹

状の落ち込みが検出される。その覆土中には，多量の炭化粒子や焼土粒子が混入しており，底面

はやや熱を受けている。炉から掻き出された焼土や灰が堆積したものと思われる。ピットは7か

所検出されているが，P2・P4eP5・P6が規模や配列から主柱穴と思われる。主柱穴は，長径45

～56cm，短径38－47cm言采さ50－59cmの規模を有しており，方形状に規則的に配列されている。

柱穴の間隔は3．7mである。貯蔵穴は，南西コーナー部に検出されており，開口部は長径80cm，

短径75cmの円形状を呈し，住居跡の床面を円筒状に50cmほど掘り込み構築されている。出入口は

明確でないが，炉の位置や柱穴の配列などから南東方向と推定される。

遠方　ゐ　↓　　㍉一触捕手塞／Tヽ、rぶ台臼と二言二†　「÷1伝ヨまってトト日日念巨イ宕rJ一ふ1十十か一声恵　の　「二旨百石「†㍑手√－†／～サー1ネ1日卓立巨
像」JLふ，　H rハエ臣↑只＞ノ／iノ＼兄景て竺ノ∫＼」′，＋卜「／冒ふ　L cト六ホlyq⊂ニ⊥′J・コL」′十’、、＋ぴノ　ノ，／／l＼l上りVLノ、LL　ノ　ヽ　Y－　ノ′1LHHl′匂

色土が主体となj。覆土車には，焼土粒子や炭化粒子，炭化物を多く含んでいる。特に，壁の周

辺や床面上からも焼土や炭化物が多量に検出されていることから，火災に遭ったものと思われる。

遺物は，住居跡内に散在し，土器片138点，石器1点，石22点が出土している。土器片の多く

は周囲から流れ込んだと思われる縄文土器片で，覆土中から出土している。本跡に伴う遣物とし

ては，床面直上から土師器片少量と貯蔵穴内からヒスイの匂玉（Q59）が1点出土しているにす

ぎない。土師器片は古墳時代の和泉期に比定される。

第㌘号住居跡（第117el18図）

本跡は，Ⅲ次調査区の北東部C7f5区を中心に確認された住闘亦である。第29号住捌亦の北東12

mほどに位置し，北西側2mほどには第139号土壌が隣接している。判亦が確認された地区は撹

乱が激しく，耕作痕が帯状に深く入り込んでおり，壁及び床の大部分は破壊されている。当初は

－130－



第115図　第8号住居跡実測図
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プランが不明であり，土壌として調査を進めた。しかし，周囲を調査する過程で，一部破壊をま

ぬがれた炉と思われる焼土塊や，柱穴と思われるピットが検出され，それらの配列状況から住居

跡の存在を確認した。

平面形は，一辺が5．16mはどの方形を呈する住居跡であり，主軸方向はN－500－Eである。

壁は，帯状に走る耕作痕の間にわずかに2～3cm残存するだけであり，軟弱である。床面は，ほ

ぼ平坦であったものと思われるが，その大部分はすでに確認面に露出し，撹乱を受けている。し

かし，撹乱をまぬがれた部分の床面は締まっている。炉は住居跡の北側，PlとP4の2柱穴を結ぶ

－131一
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線上に位置している。

大部分は擾乱を受けて

いるが，長径63cm，短

径57cmほどの楕円形を

呈し，床面を4－10cm

ほど掘りくぼめ地床炉

としている。炉内には

暗褐色土e褐色土が堆

積し，下層には焼土が

多量に含まれており，

擾乱をまぬがれた炉床

の一部は硬く焼けてい

る。北東側の璧下及び

南東側の壁下には，壁

溝と思われる落ち込み

が検出されている。ま

た，南側のコーナー部

には，当初土壌と思わ

れた一辺80cmはどの方

形状を呈する貯蔵穴が，

ピソ7′…“′7ヽ（ク戸々　璃士ほれ三夫　こ土
UJ UlliVノイ不C、し　コノ江iソ　ノこ．ニd、

れている。貯蔵穴内の

務まは，上層から下層にかけて黒褐色土・褐色土・暗褐色土e明褐色土が自然堆積している。4a〝p

層には，焼土ブロックe焼土粒子の炭化物が混入している。この貯蔵穴を囲むように2条の細長

い溝が検出され，また，貯蔵穴の北西側にはさらに平行するもう1条の溝が検出されている。こ

れらは，間仕切り的な機能をもつものとも考えられる。出入口としては，炉の位置や柱穴の配置

等から，南西側に並行して走る溝の間かもしくは南東側が想定される。ピットは6か所検出され

ているが，PlのP2eP3eP4が主柱穴と考えられる。主柱穴は，長径43～52cm，短径40－46cm，

深さ47～54cmであり，ほぼ同規模，同深度を有し方形状に配列されている。

覆土は，黒褐色土がわずかに残存していただけである。
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第日7図　第27号住居跡実測図

ー133－

［二二l二二二こ二二二‥二二！



遣物は，覆土中から土師器片24息縄文土器片18色石16点が検出されている。また，貯蔵穴

内からは，ほぼ完形の腕（P59）と土師器の口縁部破片（P56。57）が，P5の覆土中からは土師

器片がそれぞれ出土している。遺物から，本跡は古墳時代の和泉期に比定されるものと思われる。

第118図　第27号住居跡遺物出土位置図・土器接合関係図
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第43号住居跡（第119・120図）

本跡は，Ⅲ次調査区の東端部D7b9区を中心に確認された住居跡である。第27号住居跡の南東22

mほどに位置し，東側で第397・468号土壌と，南側で第5号溝と重複している。本跡は第468

号土壌を掘り込んで構築しており，住居跡廃絶後，第397号土壌及び第5号溝によって掘り込ま

れ，床面及び壁の一部が破壊されている。本跡の一部は，東側の調査区外に延びていたため，一

部拡張し調査を実施した。

」L16．8m

2m

i i　　　－」

第m図　第舶号住居跡遺物出立位置図e土器接合関係図

ー135－

平面形は，長軸6。52

m，短軸6．43mの方形

状を呈しており，長軸

方向はN－26㌧Wを指

している。残存壁高は

23～41cmであり，壁は

ほぼ垂直に立ち上がり

締まっている。西壁及

び東壁下には壁溝が撮－‾　　－　　t　．l‾1　J F　．　　1J′トlJ

られており，壁溝は土

幅20～30cm，下幅10－

25cmであり「U」字状

の断面形状を呈してい

る。床面には小ピット

が認められる。床面は

平坦であるが，やや中

央部に向かって傾斜し

ている。住居跡の北側

及び南西側の2か所に

焼土が検出されている

が，北側のものが炉で

ある。炉は長径82cm，

短径58cmの楕円形状を

皇し，床面を13cm掘り

くぼめ地床炉としてい

る。炉床はさほど焼け



l

旦16．8m

‾‾‖‾∴二二二二＿∴二こ∴lll‾l

B

7d’

第120図　第43号住居跡実測図
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ていない。南西側から検出された焼土は，床面より浮いており投棄されたものと思われる。南東

コーナー部には貯蔵穴が揺られている。貯蔵穴は長径摘2cm　短径80cmの楕円形を皇し，床面を

抽mほど揺り込んで構築されている。覆土は上層に暗褐色土∴下層に褐色土が自然堆積し，中層及

び床面からほ土師器片が出土している。第397号土壌は，長軸3。55m，短軸0．7mの長方形を呈

する土壌であり，その掘り込みは確認面から認められ，本跡の床面を6～28cm撮り込んでいる。

また，第5号溝は9　本跡の南璧下の覆土を掘り込み一部を破壊している。ピットは5か所検出さ

れているが，規模や配置からP2eP4eP6eP7の4か所が主柱穴と考えられる。主柱穴は長径26

～姐cm　短径23～37cm，深さ20～33cmの規模である。柱穴の間隔は3．5mであるが，P2eP4間が

やや広い。柱穴は不整方形状に配列されている。出入日としては，炉の位置や柱穴の配列等から

南東方向が想定される。

覆土は，上層に黒色ま，中層に暗褐色ま資　下層に褐色土が自然堆積している。覆土車にはロー

ム粒子を少量含んでいる。

遺物は，土器片348点，石器2乱　立製品上藍石35点が検出されている。土器片の大半は土

師器片であり芦古墳時代の和泉期に比定されるものと思われる。これらは，住居跡の北西の壁際，

炉の周辺及び貯蔵穴の上部の3か所に集中して検出され，その大半は覆土中層から出土している。

また周辺から流れ込んだと思われる縄文土器片が覆土の中から出土している。
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3　奈良◎平安時代

第29号住居跡（第121・122図）

本跡は，Ⅲ次調査区の北東部C7gl区を中心に確認された住居跡である。第27号住居跡の南西12

mほどに位置している。本跡は耕作による撹乱を受け，壁及び床の大部分はすでに破壊されてい

る。確認調査の過程で，カマドの一部と思われる焼土塊と砂質粘土を検出したため，プランは不

明であるが住居跡として調査を進めた。

壁はすでに破壊されており，壁溝も検出されなかったため，平面形や規模については不明であ

る。検出された柱穴やカマドの位置等から推定するなら，長軸5m，短軸4mほどの長方形状を

皇し，N－390－Wに主軸方向を持つ住居

跡であったものと思われる。床面は，耕作

痕が東西方向に帯状に深く入り込んでいる

ため，その間にわずかに床面と思われるや

や締まったロームが認められたにすぎない。

カマドは，推定プランの北東側，PlとP2を

結ぶ線の外側に位置している。しかし，大

半は撹乱を受けており，規模は不明である。

ピットは，推定床面上に5か所検出されて

いる。規模や配列等から，Pl・P2e P3e

P4の4か所が主柱穴と思われる。主柱穴は，

長径48～63cm，短径41～58cm，深さ13～25

∴
超）

A’

℡ヽ

圃

園潤

cmの規模を有している。ぎた，柱穴の間隔
第は図　第調号住居跡カマド実測図

はPlとP2，P3とP4間が2．9m，P2とP3，

PlとP4間が3．4－3．7mであり，主柱穴は，長方形状に規則的に配列されている。住居跡の中央部

からやや北東に偏した位置に，第135号土壌が重複している。

遺物は，カマド内から須恵器の小破片が，第135号土壌からは須恵器及び土師器の小破片がわ

ずかに出土しているだけである。本跡と第135号土壌との構築時期には，さほど時間差は認めら

れない。出土遺物が少なく時期を明確にすることは困難であるが，奈良e平安時代の住居跡と思

われる。
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第123図　第63号住居跡実測図

－140－



第約号住居跡（第123図）

本跡は，Ⅲ次調査区の最も南端部に位置する住居跡であり，E7i3区を中心に確認されたもので

ある。第59号住居跡の南西18mほどに位置している。本跡の三分の一は，南側を東西に走る農道

の下に広がっており，また後世の人為的な撹乱を受けていたため不明な部分が多い。

平面形は，長軸3．5m，短軸3．1mの隅丸方形状を呈するものと思われ，主軸方向はN－470

…Wを指している。壁は西壁の一部が撹乱を受けており，また南壁は不明となっている。残存壁

高は，北壁が19～20cm，西壁が22～24cm，東壁は8～15cmであり，全体的にほぼ垂直に立ち上が

るが軟弱である。床面は，ロームで多少凸凹状を呈しており軟弱である。カマドほ，北壁中央部

に構築されており，遺存度は比較的良好である。煙道部は，北壁を25cmほど掘り込んでつくられ，

火床は床面を15～25cm掘り込んでつくられている。袖部は，砂質粘土混じりのロームで構築され，

内側はレンガ状に赤く焼けて硬くなっている。ピットは5か所検出されている。Pl，P3～P5ほ各

々対角線上に位置し，主柱穴と考えられる。規模は長径31～40cm，短径22～29cmであり，深さは

P4が43cmと深いが，他は18～23cmである。P2ほ形状や覆土の状態から木根痕と思われる。壁際及

びカマド周辺には，多量の焼土が堆積し，少量の炭化物も混入しており，火災に遭ったものと思

われる。

覆土は，木根による撹乱を受けているが，自然堆積の状態を示し黒褐色も　暗褐色土を主体と

し，床面に近づくにつれて褐色土を呈する。覆土中には，ローム粒子e焼土粒子を極少量含んで

いる。

遺物は極めて少なく，カマド内覆土中から土師器片8点，石1点が出土しているだけである。
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第3節　土壌

当遺跡において番号を付して調査した土壌の数は，I次調査区で44基，Ⅲ次調査区で460基の

総計504基である。しかし，その後出土遺物を整理し遺構の状況等を詳細に検討した結果，第25

・47e284・364e500・502号の6基の土壌を欠番とし除外した。その結果，当遺跡から検出され

た最終的な土壌の数は498基となった。

これらの土壌の多くは，当遺跡の所在する台地の北側の谷津に対して馬締形状に配列される一

群と，東側に「U」字状に入り込む谷津に対してこれを囲むように配列される一群とに大別する

ことができる。また，東側の土壌群の一部は，隣接する大谷津B遺跡に続いている。遺跡の中央

部（E5，F3～5区）からは，後世の土取りや工事用道路によって分断されており明確でないが，

土壌は十数基検出されているにすぎない。また，北西側（G2～4，Hl～4，Il～4区）にはわず

かに数基が散在するにすぎない。遺跡全体からみると土壌は，遺跡の北側及び東側を中心に密集

して検出されている。

当遺跡から検出された土壌の多くは，ローム層への掘り込みが浅く，全体的に小規模である。

また，遺物の出土量も少なく，時期決定資料に乏しいものが多い。しかしながら，特徴的な土壌

として，トラップ＝ピット（Tピット）と呼ばれる陥し穴状の土壌が9基，炉穴と思われる土壌

が4基検出されている。また，第300号土壌からは阿王台期の人面把手の破片が，第213号土壌

からは多量の阿王台期の土器片が出土している。土壌については，数が多いため一覧表（表2）

にまとめて記載することとし，詳しくは第5章第1節で述べることにする。また，土壌出土遺物

については第4章第3節，第5章第2節で取り扱うことにする。

表2　土壌一覧表

」二墳
番号

位　 置 方　　 向 平 面 形
規　　　 模 ！壁面

底面 覆土 ピソ
卜数

出 土 遺 物 形　 態 備　　　 考
長径×短径（m） 深さ輌

1 E 4d4 N－ 77エーE 楕　 円　 形 1．35 ×0 ．98． 18 田 4 N 縄 文土器片 1 点 ⅢB 2a

2 E 4f3 （N － 29L E ） 不　 定　 形 1．10 ×0．92 9 Ⅲ 1 N 2 V B ′2a
北 西， 西側 に
ピ ット

3 E 4e3 （N －70L W ） 不　 定　 形 1．75 ×0．87 38 Ⅲ 3 （N ） V C la

4 E 4e4 N －900 楕　 円　 形 0．83 ×0．65 42 Ⅱ 1 N 1 ⅡC ′1a 東壁段状

5 E 4e4 N －41L E 楕　 円　 形 1．65 ×1．20 27 Ⅲ 2 N 石 1 点 ⅡB 2a

6 E 4e4 不 整 円 形 1．15 ×1．05 35 Ⅲ 4 N I B 2a

7 E 4g3 不 整 円 形 0 ．90 ×0 ．77 20 Ⅲ 1 N I B la
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土壌

番享ム
㌻　位　 置

l 方　 向 i

平　 面 形
規　　　 模 ！

l 底面

！

覆土
ビッ

ト数
出 土 遺 物 形　 態

l

備　　　 考
長径×短径柚 深さ輌 上巳

8 E 4 h 4 N －15 0－E 楕　 円　 形 0 ．62 ×0．51 3 5 I 4 N 1 ⅡB la 西側 に ピッ ト

i 9
E 4i2 （N －79L E ） 不　 定　 形 0 ．98 ×0 ．63 2 0 I 4 （N） V B la 底 面段状

10 E 4 i2 円　　　 形 0 ．65×0 ．62 1 0 Ⅲ 2

l

N 石 1 点 I B l a

11 E 4 h 2 N －45L W 楕　 円　 形 2．24 ×1 ．53 2 0へ一
20 0

Ⅴ 2 N 縄文土器片 2 点 ⅢE 3 a トラップ＝ ピ

ッ ト

12 E 3 f9 （N －23L E ） 不　 定　 形 2．2，3 ×1．77 2 5 Ⅲ 1 N 5 V B ′3a 南，東側 に小
ピッ ト

13 E 3 g 8 N －73エーE 楕　 円　 形 2．28 ×1．73 2 0 Ⅲ 1 N 3
縄文土器片98点
石 1 点

ⅡB ′3a 東， 南西に ピ

ッ　ト

14 E 3 f9 （N －65L E ） 不　 定　 形 1．20 ×0．85 2 8 m 4 N V C 2 a

1 5 E 3 e4 （N －48 L W ） 不　 定　 形 1．40 ×1．35 2 1 Ⅲ 2 N 縄 文土器片18点 V B 2 a．

16 E 3e 2 N －22L ・E 不整楕円形 1．45 ×1．18 42 Ⅱ 2 N 1 縄 文土器片10点 ⅢC 2 a 北東 に浅 いピ

ット

17 E 3h 2 （N －45 L E ） 不　 定　 形 1．24 ×1．07 8 Ⅲ 1 N 縄 文土器片12点 V B 2 a

18 E 3 g l 不 整 円 形 1 ．67 ×1．65 65 Ⅲ 1 N I A 2b

19 E 2e8 65 I 4 N
S D l，S K 2 1
と”！籠袖，形Jl大
凡日英イこ日月

20 E 2h 8 N －50三一E 不 整 方 形 0 ．83 ×0 ．68 2 5 Ⅱ 2 N
縄 文土 器片 7 点

石 1 点
ⅢB l a

2 1 E 2e 8 2 3 I 4 N 縄文土器片 3 点
S D l，S K 1 9と
！重袖，形JI大月と損‾イく＝JJ

2 2 E 2h 8 N －45L W
l

不整 楕円形 2 ゥ43×1．75 3 3
1

ロ 2
】

N 】石 8 点 ⅢB 3 a

2 3 H 4 C 7 （N －76L W ） 不　 定　 形 2．27×1．12 6 3 Ⅲ 4 N V B 3 b

24 F 2d o （N －22 L E ） 不　 定　 形 3．93×3 ．47 20 m 1 N V B 3 a

26 F 2e 6 不 整 円 形 2．25×2 ．15 50 Ⅲ 1 N I A 3 a

27 F 2d 9 37 I 1 N S D l と重複，形
状 ，規模 不明

28 F 2 e6 不 整 円 形 1．53 ×1．30 4 0 I 1 N I A 2 a

2 9 F 2h 6 （N － 90 0） 不　 定　 形 1．66 ×0 ．43 42 Ⅲ 3 N 縄 文土器片 1 点 V B 2a

3 0 F 2 i5 （N －48三一W ） 不　 定　 形 4 ．38 ×2 ．53 66 Ⅲ 4 （瑚 V D 3b
S K 34 を－UJリて
いる。止り朝日藁守夫を寸1ミする

31 F 2i6 N － 8 L W 楕　 円　 形 1 ．04 ×0 ．82 4 0 Ⅱ 3 （瑚 ⅢB 2a
S K 34 を切 っ
ている

32 F 2i5 （′N －29L W ） 不　 定　 形 1 ．00×0 ．66 60 Ⅳ 4 N V A 2 b S K 34 と重複

33 G 2a・4 （N －33L W ） 不　 定　 形 6．75×4 ．52 6 8 Ⅴ 4 N 縄 文土器片 2 点 V B 3b S K 37 と重複

34 F 2j5 （N － 12 L E ） 不　 定　 形 （2．00×1．42） 13 Ⅱ 2 N
縄文土器片 3 点

石器 1 点
SK 3 0～32，

35 と重複

35 F 2j5 （N －40 L W ） 不　 定　 形 1．70 ×1．52 24 I 1 N

N

N

N

（N

N

（湖

1

縄 文土器片 7 点
石 3 点

V B．2a S K 3 4 と重複

36 F 2j5 （N － 18 L E ） 不　 定　 形 2．21×2．12 67 Ⅲ 4 V D 3b
一部袋状 を呈
す る

37 G 2a 4 （N －30 L W ） 不　 定　 形 1．33 ×0．82 80 I 4 V C 2b S K 3 3と重複

北側 に ピッ ト

38 F 2 C6 N －21三一E

N －2ドーE ）

不整楕 円形 2 ．15 ×1．44 37 I 1

4

4

4

V A 3a

3 9 i

40 ！

！
F －2b 7 l

F 2 C‖

不 整 円 形

不　 定　 形

1 ．25 ×1．22

1．52×1．20

18

4 6

I

Ⅲ

m

縄文 土器片 4 点
石 1 点 ⅡB 2 a

V A ′2a

4 1 H 2a 7 （N －13L E ） 不　 定　 形 2．60 ×2 ．38 9 2 1 V B ′3b 西側に ピッ ト

ー143－



土壌
番号

位　 置 方　　 向 平 面 形
規　　　 模

壁面 底面 覆土 ビッ

ト数
出 土 遺 物

】
形　 態 i 備　　 考

［l
長径×短径姉 深さ掃

42 I l b o （N － 80 L W ） 不　 定　 形 3．20 ×2 ．35 1 1 Ⅲ 4 N V A 3a

43 G 3h 8 N －49と－E 楕　 円　 形 1．76×1 ．48 4 5 Ⅲ 1 N ⅢA 2a

44 H 4 C 7 N －90 0 不整楕 円形 3。50×1 。23 7 5 Ⅲ 2 （N） ⅢB 3b

45 C 5 g 6 円　　　 形 0．24 ×0 ．24 2 2 Ⅳ 2 K
縄文土器片101点
石13点 l A la

46 C 5 e 7 （、N － 33 L E ） 不　 定　 形 上94 ×1 ．44 2 5 Ⅴ 3 K
縄文土器片74点

石 2 点
V C 2a

48 C 5 e 8 （N －32．5とE ） 不　 定　 形 2．00 ×1 ．14 7 2 Ⅱ 4 A 博 文土器片26点 V A 3 b 北側 にピッ ト

C 5f6 V B 2a49 （N －67．5とE ） 不　 定　 形 1．55×1 ．07 2 7 Ⅱ 1 （N）

50 C 5d彿 円　　　 形 0．45×0 ．43 10 0 I 1 （N ）
縄文土器片 3 暮

深鉢1点（P －130）
I A Ic

F可玉子㌻其タjのf莱
鉢出二王
（頭」二中）

51 C 5d 6 N －60三一W 不整楕 円形 0．50 ×0 ．38 12 5 I 1 （N ） ⅢA Ic

52 C 6 e 2 N － 7 三一W 楕　 円　 形 3．26 ×工27 6 2 Ⅲ 1 （N 〕 1
縄文土器片86点

石 6 点
ⅢB ′3b 北西に ピッ ト

53 C 6自 N －65 L E 楕　 円　 形 1．25 ×0 ．65 2 0 m 1 N 1 l ⅢB ′2a
北西側 にピッ

ト

54 C 6 d 3 N －45三一W 楕　 円　 形 3．15 ×1 ．29 3 2 Ⅲ 1 N 縄文土器片21点 且B 3a

55 C 6 d 3 N － 12三一E 楕　 円　 形 1．08 ×0 ．86 3 2 Ⅲ 1 N H A 2a

56 C 6e 4 不 整 円 形 0．72 ×0 ．68 4 2 Ⅱ 1 ㈱ l A la

57 C 6b 3 円　　　 形 ．0．63 ×0 ．57 3 4 Ⅲ 1 （N） I A la

58 C 6 f2 N － 9 三一W 楕　 円 ．形 1．06 ×0．73 7 9 I 1 N
縄文土器片37点
石 1 点 ⅢA 2 b

5 9 C 6 g 2 N － 50三一E 楕　 円　 形 2．50 ×工55 1 7．5 Ⅲ 2 N 縄文土器片 8 点 ⅢB 3 a

6 0 C 6 f3 N －90 0 楕　 円　 形 2．22 ×1．82 2 6 Ⅲ 1 N
縄 文土器片18点

石 1 点
ⅢB 3a

6 1 C 6 f 3 N － 8 エーE 楕　 円　 形 1．06 ×0．71 2 6 Ⅱ 1 N
縄 文土器片22点

石 2 点
ⅢA 2a

6 2 C 6 e 2 （N －46 ．5とE ） 不　 定　 形 2．30 ×1．08 3 5 Ⅲ 1 （N） 縄 文土器片 4 点 V A 3a

6 3 C 6 f2 N －73ヱーW 楕　 円　 形 1．18 ×0．76 26 I 1 （N）
縄 文土器片 1 点
石 1 点 ⅢA 2a

nn　　　　　　　　　　　　　Tt一ノ ′ヽ　　　′・ワ　′ヽ　1　ノ　′ヽ　　　′ヽr √ヽハ TT ．1 †ヽ T　∧1｛64 C 6 e 3 H　　　　 形 U ．／b X U．0〇 Zb Ⅱ
l

1 lN ⊥　ノ1⊥a

6 5 C 6 C 2 N －47．5とE 楕　 円　 形 工00 ×0．91 2 1 Ⅲ 1 N 縄 文土器片 4 点 ⅢB 2a

6 6 C 6 C 2 18 Ⅱ 1 N 縄 文土器片 3 点
S 工12にヰ弱られ
ている。形Jl犬，
規模 不瑚i

67 C 6 d 4 N －29L E 楕　 円　 形 2．65 ×1．54 4 5 Ⅲ 1 （N） 縄 文士器片 61点 ⅢB 3 a 底 面段状

68 C 6 C 5 N －29L E 楕　 円　 形 0．94 ×0．70 21 Ⅲ 2 N ⅢB la

6 9 C 6 b 5 N －33L E 楕　 円　 形 2 ．38 ×1．49 3 0 Ⅲ 1 N 縄 文土器片 17点 ⅢA 3 a

7 0 C 6 b 5 N 軸43 ．5とE 楕　 円　 形 1 ．35 ×0 ．82 27 Ⅲ 1 N
l縄 文土器片 16点

石 3 点
ⅢB 2 a

7 1 C 6 b 5 N －31三一W 楕　 円　 形 工10 ×0 ．88 27 Ⅱ 1 N ⅢA 2a

7 2 C 6 a 4 円　　　 形 1．75 ×1．56 63 Ⅲ 1 N
縄 文土器片21点
石 3 点

I A 2b

7 3 C 6 a4 N －59L W 楕　 円　 形 1 ．34×工 11 2 8 Ⅲ 1 N 縄文土 器片 1 点 ⅢA 2a

2 ．98 ×1．80 4 3 Ⅲ 4 （A）
縄文土器片107点
石 5 点

V B 3a S K 7 5 と重複74 C 6 C2 （N －15L W ） 不　 定　 形

75 C 6 c l （N －62．5とE ） 不　 定　 形 0 ．99 ×0 ．88 5 9 Ⅲ 2 （A）
縄文土 器片 11点
石 1 点

V A lb
S K 7 4 を切 っ

ている
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土壌　 ふ　　　　　　　 、′　　 ノ　　 規　　 模 面車 土詣　 出土遺物　 形 態　 備　 考
番号　　　 阻 ノ　 長径×短勧 深さ両立

76　　C6a4 N－27エーW 楕 円 形恒 3×0856 73 i韮 中 十 ユ 禁書孟器片9点　 是B′且b　 曇蚤買喜暫豊

77　　C6aJ N－29と－W 不整楕円形恒 7×1e95
28 廿

伸 甥 CI
ⅡB3a　 S K 76と重複

78　　C6a4 N－40三一E 楕 円 形 恒 2×0の70
31 I

回 N
n C la

79　 C6昆5　 個∴20L W ）不　定　形 3．24×2．22 21 廿
回 K 讐語孟器片融　 v B3a　 管側に張り出

禁書孟器片29点「冊瓶80　　C6b6 （N－55L W ）不　定　形 2．69×L牒2　　25 皿
回 N

81　 B6j5
N…45L 中 … 形

工60＼1．37 23　 II
市 讐誉孟器片摘 日 射地

82　 C5j4 N－900 楕　 円　形 1．06×0。81 16 m 2　　N 1　　　　　　　　　 距B′2鼠　 東側にピット

83　 B6j5
（N－73L W 車 定 形恒 0×182車 0

m 1　 N 1 縄文土器片1点　 V B！2a　 東側にヒット

84
C5eo 恒 榊 楕 円 形恒 頼 0・54

77 I
i l

N 縄文弱錮朋点 上障瀧＋昌 言㌫競蒙
り込む

縄文土器椚 点　 旭　 豊 譜 込85 C5fo N－55三一W 楕　 円　形 1．39＼1．08
1

48　 m
巨

N

86 C6dl （N－12L E）不 定 形 i2・09×1・2車 8
Ⅳ 2 （Nj 囲 3b　 語 意監 込

87 B6i3
N－縮 小 … 形

1．47×1．18 23 什 1 N 1 祭 器片頼　 B′2盈　 西側にピット

88 B6h3
（N…27L E車 定 形恒 9×0・9車 8

訂 l　 N 1 禁書孟器片3点　 v B′2嵐　 驚倒に小ピソ

89 B6｝14
N－81L E i楕 円 形恒 6×上79 可 Ⅲ

l　 N 讐書芸器片頼日 射甑

90　　B6i4
N－65L W 桓 丸長方形 恒 9×1・0車 中 p i N 禁書 器片質点　 ⅣB a 愕 豊 壌っ

91　 B6j4
！ 巨 4

什
p 巨 縄文土器片　 点　　　　 景箔晶毘

一明
92　　B6i4

i円　 形 0078× ・鵜 言 下 下車
「拍血

93　　C5b8 28 Ⅲ
車 ユ 禁書孟器片 点！　 詳 瑠 敷

94 B6h4 N－26．5とW 楕　 円　形　 2や44×2。02　 40　 証 2　㈲ 紺 弘　 膠鬱 鵠 鐸
燕わ滋

95　　B6iÅ 円　 形恒 ×0・掴巨 5
山 中

l A la
ニノ‘

96 B6i4 円　　　 形
0き62×0・56 ！30 Ⅲ 中

I Ala

97 B6h5 巨 6
凹 2 回 i SK90と盛複

形状」　釆射莫不
賢明

98 B6h6 N－42L E 楕 円 形 恒 3×＝車 中 1 回
ⅡA2a

99　　B6h6 N－2紅 中 … 形
上73×上16　　32 Ⅲ

車 i
止B2a

100　　B6i6　　 N－43L E
！

楕　 円　形 上65＼1．35　　29　汀 2 回 i　　　 ⅢA2a

101　 B6i9 N －37調 車 用 形 1・63×＝ 車 0
Ⅲ

車
琵B2a

102　　B6i9
N－22L W ！楕 円 形 恒 7×用 い 3

Ⅲ
1 回

縄文土器片8点　 けA 2a

103　　B6i9
N－80L 中 … 形！2004×欄 巨 車 2 回 璃 羞輩 慧 射 踊 ′3昆　 驚倒に小ピソ

104　　B6j9 N－85三一E　 楕　 円　形　 2．44×1．83　 34　ロ 2　　N H D3a　　SK は7と童袖

105　　C6ao
i円　 形 1湖 ×1・45 日 中 2 回 1麿 孟器桐 2点 I〟2昆 麿 磐に深い

106　 B6h9 iN－90つ 楕 円 形 ile33×0可 35 回 1 回 麿 孟器片蹴つ 凱旭つ

107　 B6g9 恒 8L 中 … 形恒 2×工20 日 4 韮 1 回 1 i縄文土器片隷点棋 B′2盈　 禦 側に小ピ

108 B6io ！N －7L W i楕 竺 形 1・26×0・9車 5 什
1士 ？）

ⅡA2a
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士墳
番号

位　 置 方　　 向 i 平 面 形
規　　　 模

壁面 底面 覆土
ビッ

ト数
出 士 遺 物 形　 態 備　　　 考

長径×短径締 深さ両

109 B 7 h l N －75エーW 不整楕円形 上82＼1．3日 21 u 2

ま

i
N 右 1 点 n B 2a

1 10 B T il N －28L E 楕　 円　 形 上27X O ．95 16

i

け 2 N
縄文土器片17点

右 9 点

！
□8 2a

i m B h io N －60L E 情　 円　 形 の。8　×　 8鵜 29 廿 2 N け0 1a

1 12 B T i－ 円　　　 形 0 ．81 ＼0 ．71 25 捉 l N 千A la

1 13 B 7 i呈 円　　　 形 0．94＼0 ．79 3 7 技 5 N 縄文土器片 8 点
i

l A la

1 14 B 7 喜畳 N －30L W 澤 円 形 上告 ＼1∴は 22 m
l
鼠 N i

I

縄文土器片 4 点
右 7 点

n B 2a

Ⅲ5 B T i2 N －1工5どW 轄　 円　 形 上72＼上34 3 9 比 2 N
槻 文士器片 5 点
石 9 点 n A 2a

1 16
；

B Th 2 円　　　 形 工20＼上 11 3 7 皿
i
2 N

縄文士器片 9 点
右 5 点

l A 2a

1 17 C Ta l 円　　　 形 2．（H ＼主94
2 3 ［

Ⅲ　＿4 N 1
槻文士器片 54点
右11点

TB ′3a
底癖凸凹南
北 叫朝出二果い
ピッ ト

Ⅲ8 B 6 i7 N －33ヱ…W 轄　 円　 形 1．63＼0 ．99 3 6 梯 2 ㈱ l
縄文土器片108点
右14点 右器1点

l

H A ′2a
南東側 に ピッ

ト

Ⅲ9 C 7a J 円　　　 形 0．期）＼0 ．77 且6 止 4 N I B la

12 0 C 7 a寸 円　　　 形 0．82＼0 ．72 14 肘 2 N
縄文土器片 1 点
士製品 1 点

T B la

12 1 C T jヰ ぐN －76 L W J 不　 定　 形 2．08 ＼0 ．97 10 2． け 温 N 1 右 1 点 V B′3C 西側 に ピッ ト

122 C T bヰ N －36L E 轄　 円　 形 上54 Ⅹ1 ．20 2 2 肘 2 N 1
！

H B！2a
北西側 に深い
ピッ ト

123 C T a 5 N －10ユーW 楕　 円　 形 1．13＼0 ．92 2 9 汀
E
l N H B 2 a

且24 C γa5 不 整 円 形 L 24 ＼1 ．22 6 2 U
！2 N l A 2 b

温25 C 6 b8 円　　　 形 上8（i＼上59 2 6 H 2 N
縄 文士器片 3 点

右 4 点
l B 2 a

12 6 B 6 h 7 N …72L W 楕　 円　 形 2．28 x 1 ．6。 20 Ⅲ 2 獅） 1
縄文 土器片 8 点
右 3 点

H B ′3a
北側 に浅 い ビ

ッ ト

127 B 6 io l 十 2 ㈱
S K lO 4，S K 1 58
とI東根， 形ニl大
規模 イく日月

128 C 6 e 9 N －2y J W 楕　 円　 形 2 ．78 ＼1∴猫
i

川＼
n 6

氾 2 N ⅢE 3 C
トラップ＝ ピ

ット

鼠29 C 6 g 8 N －78ユーW 楕　 円　 形 工82 x l ．24 15 仕 2 N 1 H B′2a i
［

1r 　ヽT ↑　　4　41130 1　C6 b7　　　　　　　　　　 日　　　　 彬　 い∴津すり．／U ′ほ P P 1ヽ i＋ ＋ ＋＋ つ 二㌢竺

13鼠C6ぎ8 恒 錮中……車聖空 中小 ㈱ i　　 恒 a

可高言区読可酎聖漣空空 2冒鉦中 （A） 「＋ ＋ 車聖 トラーノブ＝＝ビ
ット

可読言下読可酬醐中 聖空 2中車 湘 ii　　　 ⅢB′3諷
⊆

南側に浅いビ
ット

司高言「‾つ円　 中 聖空 中 車 （Nj 雄 蕊譜欝勘 IB′3昆底面に小ピッ
ト

135　 ClTgl　　　　　　　 円　　　 形　上30＼上28 39　Ⅲ 1 K
縄二丈ニi二着護片6．真
二た師器片8－rX石．捨　　石苦 ．斑

P A2a

13下 狛 ‖ 紅 併 潮 序 定 形巨 聖 空 30 回 4
N

車 用　 巨 B′2a 北西側に小ビ
ット

137　 Bbho　　　　　　　　　 円　　　 形 1．00＼0．98
2中 車

N 麿 孟器片8点 巨 B2a

138　 D6a9　　N－19三一E　 不整長方形 2．5（うX l．47
年 中

N 璃 踪 ㌢ 年 聖 南側に深いピ
ット

139　　CTeヰ
i
円　　　 形　3．74×3．13 18 Ⅲ　 2 N 6 讐書芸鮒 6点　 柑′3a 底面に小ビッ

ト

1舶　 CTg8　　　　　　　 円　　　 形　 工46x l・45 81　江　 2 N
’1 警 護縮 融 lD′2b 袋状を呈する

す 義 子 ＋　 い「 尋空 空 中中 N i　　 巨E3a トラップニピ
ット
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語 位 置　 方　 平面形 漂 短縮 警封。m　　　 出ま遺物　 形 態　 備　 考

吐空運空也聖禦吏竺軋吏山車日常評落下可
ユ43 C7h8　 N…64L E 楕 円 形 恒 3×は ま ㌃ 稿 丁 2 （Nラ　 石は　　 ⅢB2盈

尋空生長空竺庭土五重互亜吏区h 旦コ「「…丁義可
且45 C7ぎ8　N聖刃隼弊中空空車中小車十「‾‾「嘉可憂　　　 i

i

吏空生色憂⊥聖禦吏聖空長運吏幸「慨碧海㌻靂可
147 C正妻車重区立ヨ至亜重互区E珂コ牽牽煎町議司
吐空士聖曳聖禦吏聖正己山車口「‾…笹可
吐空己竺竺止空也聖聖捷山上国丁‾‾「議可
可‰巨声中… 形区議下村西日　　　 序可
吏塑」竺竺漣空也空聖長上止血J 「「「義可
虫聖上と聖止聖聖吏聖空長山山上」「「‾丁靂司
15車7i3恒lLW 不整那形竺聖捷運上国刃　H…「靂可幣前ッ
可p甑巨抑購．不車笹奉拝肯軒下「…「義司祭蔽
衷空と」＿」生」吏空聖上豆吏上土」＝＝コ至を控空空
回路日賦溌極附中腑寸描回中年「‾「下嘉「－「陸上聖二と聖竺吏聖と聖聖竺空士生且艮辛目i＋＋・＋‖潤中＋＋＋ i
描聖J 空空上杢尋竺空車山車車「「‾‾千議
15中 断 恒 榊 中 細 可 3幽 89吏 尋 山 車 月 齢攣 … 車 高 ，SKi27と重複

掴 戦目　　 円　 形恒 ×e協議 Ⅲ　 N i　　 巨Å放麿 8を据込

15再生」＿⊥…⊥…」壬直中有「‾「
軋憂⊥二⊥…⊥…」刃土中同窓應町‾頂麗露
ユ62 B6畑 N…16ぷE i楕円形i2009×ieO3 ㌃1両 「回 ！　　 巨腿3昆

蟻3 B鋸　恒 つ 楕円形恒 ×の摘宕 ⅢP 回　 縄文土器酌点　踊鼠

lユ64　B針目 円　 形恒 棚 車 中 車 回　 腰骨 縮 年 議

摘　B鋸　恒 ぷE 楕円形恒 服 車 中 回互　 序服 …丁蒜

16車‰ 桓一鉦5撒）不達中 0Xの至 辛 祥 忘 ＝ 短 率 聖
1品　 藍断 6　高圧併載 楕 円 形邑 聖 吏 土 庄 山 刃 」 整 控 ＿＿．｛ノ＿＿1 空 聖 一＿＿－＿

1滴　　B6i5　　N－31L E 楕 円 形 1．52×1．20日 2　韮　2　 N　　　　　　　 踊2a　 SK17旺重複

1（；り　　B6i6
円　 形恒 謡 可 言 下 「 下 「 「 ‾ … 「 靂 ㌃ 悸 蒔 蔽

可聖上竺中璧刃聖尋与恒中引　 …つ右打孟議
；彊珪三㌢者葦珪出羽～」悉「当

i
1 7 3　 8 6 j6　 N － 7 1L W　 櫓　 出　 車　 用 7 ＼（L 7 2 19　 庸　 二　 N　　　　　　　　　 H B la i

m C紬 恒掴 車 齢 形恒 禦＿e＿＿車 ＿＿＿＿＿Ⅲ　 N i　　　 摘a
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土壌
番号

位　 置 方　　 向 平　 面 形
規　　　 模 i壁面

底面 覆土
ビッ

ト数
出 土 遺 物 形　 態 備　　　 考

長径×短径締 深さ録

175 C 6e 8 N －6工5皇W 楕　 円　 形 1．05 ×0．85 1 7 m 2 （N） ⅢB 2a

1 76 C 7g 9 N －11と－W 楕　 円　 形 2 ．44 ×1．36 3 2 u 2 N ⅢB 3a

1 77 B 6 i8 32 Ⅲ 2 N 1
S K 1 7 9にUJら
お 吉宗 吾こノ封

178 B （うi7 N －73．5とW 楕　 円　 形 上60 ×1．17 46 Ⅲ 1 N ⅢA 2a

1 79 B 6 i8 N …58L W 楕　 円　 形 1 ．25 ×0 ．89 98 Ⅲ 1 N
I

ⅢA 2 b
S K 1 77 を切 っ

てい る

180 B G g 5 N －42．5とE 不 整 円 形 0．76×0 ．69 （32） Ⅲ 2 N 2
縄文土器片 5 点
石 4 点

IC ′1 （a）

18 1 C 6 e 6 2 7 Ⅲ 2 （N）
縄 文土器片 5 点
石 4 点

S I 26 に－UJ られ
てい る　形Jl天，
規模 イく団】

182 C 6 jo N －18 ．5とW 楕　 円　 形 L 98 ×1 ．63 63 Ⅲ 4 N
縄 文土器片23点
石 4 点 土製品1点 ⅢC 2 b

18 3 D 6 a．5 円　　　 形 0．87 ×0．82 27
】
m 2 N I B l a

18 4 C 6 i3 （N －44ぷ W ） 不　 定　 形 2．55 ×1．50 19 Ⅲ 2 N 1 V B′3a
北側 に小 ピ ッ
ト

185 C 6 i3 N －44三一E 楕　 円　 形 1．77 ×1．33 27 ］ j l N
（輔

1
ⅢA 2a

18 6 C 6 i3 円　　　 形 1．34 ×L 2 9 19 Ⅲ
1
4 N I B 2a

18 7 D 6 a l N －67と－W 楕　 円　 形 1．19 ×0．90 2 4 Ⅲ 4 N ⅢA 2a

188 D 6 al N －10ユーW 不 整 円 形 1．09 ×工00 3 1 山 2 N I A 2 a

1 89 D 5 bo 円　　　 形 2．00 ×1．73 2 7 打 1 N I A 3 a

1 90 D 5 b o N －9．50－W
［
楕　 円　 形 1．22 ×仇78 2 7 u 2 N ⅢB 2 a

1 91 D 5 b o N… 33 L E 楕　 円　 形 主81 ×1．24 2 3 什 2 N 縄文土器片 2 点 ⅢB 2a

1 92 D 5 ao N － 6 L E 不整楕円形 1．23 ×0 ．94 4 7 u 4 N ⅢA 2a

1 93 D 5 a9 N 一打∵芋W 楕　 円　 形 上83 ×上35 19 m 2 N 縄文土器片 2 点 ⅢB 2a

1 94 D 5 a9 N －29の5竺W 楕　 円　 形 1．27 ×1．05 30 Ⅲ 2 N 縄文土器片 1 点 ⅢB 2a

19 5 D 5 b 9 （N －72三やE ） 不　 定　 形 1．99×1．04 13 Ⅲ 1 N 2
縄文土器片 5 点

石 1 点
V B セa 西側 に深 い

ピッ ト

！　 ［
ユ96

D 5 C 9 1 ［
円　　　 形 工17×主14

2言 … 】
Ⅲ 2

N ［
1

縄 文土器片 4 点

右 1 点
IB ′2a

南西側 「深 い l

ピッ ト

197

l

D 5a．8 N －79L W 楕　 円　 形 2．98×2 ．05 1 3 Ⅲ 4 （N）
縄 文土器片25点

石 4 点
ⅢB 3 a

19 8 D 5a 8 N －48L W 楕　 円　 形 2．87×2 ．00 1 5 □ 4 N
縄 文土器片23点

石 7 点
ⅢB 3 a

19 9 D 5a 7 N －18 L W 楕　 円　 形 2．42×1 ．75 1 8 n 2 N
縄 文土器片 19点

石 1 点
ⅢB 3 a

20 0 D 5b 6 円　　　 形 上45×1 ．33 3 7 Ⅲ 2 N 1
縄 文土器片 14点

石 1 点
IB ′2a 底 面凸凹

南東側 に傾斜

201 C 6 io N －90 0 楕　 円　 形 3．35×2 ．55 1 5 Ⅲ 4 N 縄文土 器片 11点
土師 器片 1 点

ⅡB 3a

2 0 2 C 6 i3 N －60エーE 楕　 円　 形 1．37 ×1．10 3 1 Ⅲ 4 N ⅢB 2a

2 03 C 6 i3 N －射う．5旦W 楕　 円　 形 0．93 ×0．75 6 3 Ⅲ 2 N

2

ⅡC lb

北 西，南東側

に深 いピ ッ ト

i

i

2 04 C 6 i4 N －59 L W 楕　 円　 形 上17 ×0．90 4 2 I 1 N ⅡA ／2a

2 05 C 6g 5 N －85 L E 楕　 円　 形 工45 ×1．04 2 0 Ⅲ 2 N ⅢB 2a

2 06 B 6 j6 N －72三一W 楕　 円　 形 （1．35）×0．99 5 2 Ⅲ 2 （N） ⅢA 2b

2 07 C （うj9 N －38三一W 轄　 円　 形 2．60 ×1．15 2 9 Ⅲ 1 N ⅢA 3 a
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土
番
墳
LJ7－1

位　 置 方　　 向 平 面 形
規　　　 模 ！

覆土 ピ
卜
ツ
数 出 土 遺 物 形　 態 備　　　 考長径×短径毎日 深さC壷ゑ 底

208 C 6 j8 円　　　 形
ノ恒 0×0 ・75

35 Ⅲ 2 N l B la

2 09 C 6 j9 （N －24三一E ） 不　 定　 形‡／ 0．91×0 ．71 2 9 打 4 N 縄 文土器片10点
l

V B la

2 10 D 6 b 8 N －10．5とW 楕　 円　 形
恒 7 ×100 7

3 4 n 2 N 1
縄文士器片30点

石4点 石 器1点 けB′2a 南側 に ピッ ト

211 D 6 b 8 N－ 59 L E 楕　 円　 形 上55 ×1．26 2 5
！Ⅲ

4 N
縄文土 器片 6 点

石 2 点 且B 2a

2 1 2 D 6a 8 円　　　 形 0．80×0 ．74 5 5＿ Ⅱ 2 N 1 I A lb 北側 にピッ ト

213　 D 6 C 6 N －25．5とW 不整楕円形 3．35 ×2．52 47 Ⅲ 2 N
縄文土器片106点

右10点 石 器2点 n A 3 a

2 14　　 D 6b 5 N －8．5 とW 長　 方　 形
！
3．95 ×0．65 3 5 け 4 N 石器2点 ⅣB 3 a，

21こ）E　　 D 6 c A 円　　　 形 0 ．79 ×0．76 3 5 Ⅲ 2 N I C la

2 16 D 6 C 4
恒 00

楕　 円　 形 工11 ×0 ．85 20 Ⅲ 2 N けB 2a

2 17 D 6C 3 円　　　 形
恒 4 ×2・畢

28 ． 打 5 N 3 縄 文土器片38点 lB ！3a
底面 に浅 い ピ

ット

218 D 6d 2 円　　　 形 2 ．33 ×1．95 2 0 止 1 N 1 ヱB ′3a
南西側 が円筒
状 に落 ち込 む

i21 9
D 5d o N －17 ．5とW 楕　 円　 形 2 ．20×1．32 60 Ⅲ 5 N けC 3 b

2 20 D 6 白 N －22L E 楕　 円　 形 1．45×1 ．08　 14 Ⅲ 2 N H B 2a

22 1 D 5e o 円　　　 形
0・論 五 千 23

打 2 N I B la

i22 2
D 5 e o N － 4 ユーE

！
i楕 円 形

P き35 ×日 中 8
Ⅲ 2 N l 2 ⅢB ′2b

！南側 に深 いピ

「ノト

223 D 5 e 9 N －65と－E 楕　 円　 形 （1．95×1．57） 30 U 2 N H A 2a S K 22 4 と重複

224 D 5e 9 N －2ノ3．5とW 楕　 円　 形 （L 朝×0．90） 52 Ⅲ 4 N 縄 文士器片13点
石 1 点 けB 2 b S K 22 3 と重複

22 5 D 5C 5 N － 16三一W 楕　 円　 形 1 ．72 ×1．25 3 0 I 4 N 縄 文土器片12点 ⅡB 2a

2 2 6 D 5b 5 N －23三一W 楕　 円　 形 工44×leO 4　　 22 Ⅲ 1 N 縄文士器片 7 点 ⅢB 2 a

2 27 D 5C 8 円　　　 形 1．50 ×1 ．40 27 Ⅲ 2 N l B 2 a

22 8 D 5 C7 円　　　 形 1。72 ×1．60 3 1 Ⅲ 2 N 縄 文土器片19点
石 2 点 I C 2a

！22 9
D 5 d 8 N － 70三一W 楕　 円　 形 3 ．32 ×上65 2 1 Ⅲ 4 N

縄文士器片18点

右 1 古 □B 3 a

匝
D 5 e 8 N － 0 0 楕　 円　 形 2．20×1 ．ユ7 23 □ ま N ・ⅢB 3 a

桓
D 5 e 7 N －75．5ヱW 楕　 円　 形 3．70 ×2．34 69 I 1 N ⅡA 3 b

23 2 D 6d 4 N － 65 L E 楕　 円　 形 上80 ×上49 2 5 皿 1 N 縄文土器片21点 仕B 2a

！
233 D 5 d 4 円　　　 形 上28×且．ユ6 29”’ Ⅱ 1 N l B 2a

2 34 D 5d 5
i
円　　　 形 1．45×1 ．27 39 皿 2 N 1 縄 文土器片14点 lB ′2a 南側 に ピッ ト

235 D 5 d 3
！不 整 円 形 i

L OO X O．85 2 5 Ⅳ 4 N 1 I C ′2a
南西側 に深 い

ピ ッ ト

236 D 5 e 2
i
円　　　 形 1 ．47 ×工29 2 0 Ⅱ 1

N 、i
1 縄文 土器片 1 点 IB ′2A

南側 に深 いピ

ッ ト

237 D 5e 3 i 円　　　 形 0．89×0 ．82　　 22 Ⅲ
2 ！N ！

縄文士器片 1 点 I B la

23 8 D 5 e 3 N －29L E 楕　 円　 形
1・55 ×1e2車 7

Ⅱ 2
N i ！

］d 2 a

回

240 ！

D 5 e 2

D 5 e2 ！

N －50 L E i
楕　 円　 形

円　　　 形

Ⅱ

V l

2

1

N ！

N
i

ⅢB 2 a

n A ′1a
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譜日立置 方 向‾‾‾‾‾‾‾‾…薗形 長 短裾琵抽津軽頼 義 出土遺物 ！形中 隊　 考

耳義「議蒜下寺可蒜㌫市中車回

24㍍詩 論毒 気 声謡 同 声 柿

序可
「「… 「靂午題竺小ピ

？詔　 D5d2　　　　　　　　 円　　　 車　上0γ＼1．00　31 11 ？　N lB2a

2逢4 D5b2　 N…65L E 楕 円 形恒 椚 車 中 吏 Ⅱ ！HB2a

2複5 D5b2　 N－12ぷW 楕 円 形恒 読 可 年 中 回 …　　　 恒 a

材 義 「 孟 ㌫ 薄 詩 形匝 高 車 再 Ⅱ N 縄文土器椚2点　 蹄独　 禁 上豊 に

2村 議 丁 議 論 極 閏 項 描 ×膵 巨 中 車 巨 HA！2a
対 義 ㌃ 音 義 青 笹 蒜 読 唇 腑 牒 恒 中 畑 車 中 ㍑B′3昆津側に小ピッ

車重幸三三重車重尋三唇簗 靂司
2中 日　 」言 幕 志 声 付 湖 序可
軒義下蒜「嘉読唇率ヰ軋痕Ⅱ 酷評南下義可
す嘉丁‾「√司論議恒車回中 巨B′i盈　票側に′庸ッ
村議丁‾「㌻議笹謡軒年中回 縄文土鮒19点巨B2盈
牽ヨ亘攣杢攣垂は七聴 槻文雄離対

i縄文車亘正喜弓
25 5　 C 6 j o　　　　　　 円　　 車 は 3l ＼上93 43　 Ⅱ　 2　 N

オ志寺請声蒜毒気すす声湖 縄文土器片　点　　Å沸

獲 箭 滋 駐 迫 田 Å払　蔑側の‾”′迅部袋
右 1 点　　　　　　 H B 2a

す 蒜 不 義 可 扁 形闇路可‰ 極巨巨車 膠3a一端 糟 ㌣
村議「議論下寺可車重 吏運上Ⅱ ！ⅢB5盈
軒高斗 腑 溌 序 円中・㌫ 可 可 蒋 司 HB2a

仁「‾ …二 「「 二「 「二 千二 二 「m 「。 上」 i T r、n　 i

夢26　 ㍍別当　　　　 円　　 形「…沫ばつ　用 「当 l P 「”協

263　D沸5＋ ‖駐薄が＋＋「轄＋円＋形 6
1．舶＼上（悍

可 頼 N
き

ⅡE2b

軒 ㌫ 丁 ‾ 1 料　 形恒 空 車 漣 2 N
ま 縄文士器片4点　 IB′2a

司 義 ㌃ 拝 読 読 唇 円 形恒 聖 曳 空 力 士 士
ユ 縄文士器片10点　 ⅡB！2a

2礪 略 薄 志 症 定 形五鍋×ぬ錮 竺 回 車
1 歓紺a

訂 義言　　　 円　 形 わ墟×ぁ… 回 車 多！　　 巨 B′2盈

率 幸 三 「 二 二 巨 二 重 巨 亘 尋 三 上 上 土
1 …槻文士鮒 22点巨 Å′2挽

269 E5嵐9丁 － 「 ㌃ ㌦ 重 義 読 巨 中 車 巨 lB2a

2翻 り泌9　　　 円　 形 蒜 高 車 年 中 車 lB2a

2m　肇勘5　　　　　　　 円　　　 形 工48x l．35　　20　 11　4　N 縄文士器片8点　 lB2a

軒 読 唇梯 中 … 形論 高 車 畑 中 車

27計略8　　　 円　 形　湖X を飢　 亘＿士 ？

恒 2昆

んノ、、F＿、＿＿、　 ；－
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譜 位置 方　 ‾‾‾‾‾‾‾‾‾…‾‾…‾‾‾‾‾忘‾‾‾‾‾‾霊 ‾差緑i慧 ”忘‾声‾那 出土遺物 i形　 態 備　 考

まI

2月　D5h　　Nつ．5ナW　十整信円彬　．黒＼主10　　29　H　ヰ　N　li i磐 澄串㌃「「㌃す蒜声抽斗
尋 軌 匡借可酎醐中潮攣巨中車 巨 証B漁麿 都落ち込
27車軸 i＋ 「欄 醐 恒軋 可 可中中 日 縄文土器片蟻　 厩′盈慨 璧 状

尋狛つ腑瀾桓閏可㍑服車中車巨‖ 序可
279　り6e2　 N‾65患‾E げ酎狛瞥 は縮 m 当　約 「輿 望げ P 推 挽　 禦 に深い

可 胤つ腑調中 門可捕捌車中車 極目 縄文臓腑可相中
28車 軋 ！＋ ト円　 形恒鵬 可 可 年中 縄文士器片1点　IAla

建 出 炭 珪 趨 澄 lAつb縄文二審片摘　 Å通　　 商商猷 傾

尋 鋤つ … 冊 桓 醗 可 摘 椚 車 中 小 棒 ‖ 砧B3b

公妬　　D封o　　N－27L E 欄 憫 恒 硯 年 中 中 国 縄文子器片3点　 ⅡA3b

車空」竺空運ヱ奥竺聖吏梗吏吏 路地は轟論議
288「孟下義持蒜可読司寺祈不 臓 纏群酢
m ‖脱5　恒 駐中 楕円形恒腑ほ 巨星 両月項目賢 答椚ノ査恒B′盈　鐙難禦

ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　 l　　　 l

可 響午上空竺庚攣空止竺聖」可 中 中 日 縄文士器片時点　用B2a）　SK289と重複

可恥 匪灘欄桓円形恒腑憫巨中車中車 齢 纏野脛
尋 撒海　区駐中欄醐中潮…巨中車巨 抒蔦矧 錮可
尋 ‰ 圧服可狛摘 恒柚中小車 回 路誌は㍗プニピ
中高　巨椰可舶用 恒裾可中中潮

［
縄文土器雛は　蕗盈　㌍誓篭切ら
縄文…審片鵬　　　　　　－い奥附層こ295　 D6f6　　 N－0 0 席　円　 形　 2．55＼工69 32　視　 2　 N　 J 賢 ㌍ 約 －も、 踊′3盈 【深鍵や　底感に

29 。軸　 N…2 朋 恒 形 恒 ×の器 三 中 小 車 …、　　　　　　　　　　　　　　　 ！トト　ット
恒 賊 子 ㌍ 轡 鮮

軒蒜小戦可舶用 恒裾年中中 回 縄文撼攣可相中
可義十年駐中酎…中潮冊車可畑中中 翠㌍竺上聖豆響頼輔
可義㌃恒ば可酎…中舶用巨中車巨 ！酢欄線引膵畑
村議日高閏幸離す繍測車中車辛目鸞欝柵中瓶 腐甑
寸志「臓榊 桓閏可腰舶車中車 巨回 ⅢB′2日＋＋ ！
村議‖論読 唇円可博鵬車中小 棒‖ 腿2組　　 i
軒義「議論下寺可読競市中小辛口
可読つ＋　 恒　 形恒酢中年中 回目

305 り6b9 －　　 円　形恒畑中年中中日
306 m6e7　N一錮中朝柵恒畑中年中辛目

■ 義

縄文土器片1点　IBla
IB2a

讐控粧年齢凋諷溺
307 D 6d9　　 」 ．ud．撃　 形 恒 5×1ぁ29 崇 Ⅲ ＿ ＿＿讐Ⅱ

縄文士器片9 点　 l B 2a
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孟響 位 置　 方　 向 平面　形
規　　　 模 i璧車

覆土ビッ
ト数 出士遺物 形　 態 備　　　 考長径×短径中 深さ緑

諏8　　り　C8 円　　　 形
0・87×087車 8 中

N lB la SK311を切っ
ている

3叫　　 06d7　　 N－51L W 楕　円　形
i

…30ユ2×1・2車 5 中
N 縄文士器片21点

右l点
恒 A a

3川　　 D6d9 円　　　 形
1も39×1・28 巨 2 回 2

N 縄文土器片10点
石2点 千B2a

可 地 目 腑 冊 （楕　円　形）栂 6×l調 巨 3 中
N 1 ⅧA2a） SK 308に切ら

れている

312　　HbC9　　 N－76L W 楕　円　形
i

P e86×1e2車 l 回 4 i
N

恒 B2a

［

二日3　　D6f7　　 N一碑0 不整円楷 上いい＼0．帥
i巨 0 中

N ま IB′2a 北西側に小ピ
ット

3司 鳩 目
円　　　 形白も23×1．09 34

中
N 1 縄文土器片8点 IA′2a 北西側にピット

可 恥 巨捕 縄
楕　 円　形 0．湘X O．71 15

中
N H Bla

鍼　 減 言
円　　　 形 0．73×0。62 22

回 1
N I Bla

：HT　 I）症9　　N－17L W 悟　円　 形 0．7（1＼0．m 25
中

N H Bla

軋 空 運 二聖 ラ
不　定　 彬 L黒㌧上10

；
22 Ⅲ　 4 N 2 縄文土器片14点 VB′2a 九日期に′トビッ

ト　j花油束仰j
iに軽耀手

可 鞄 巨陶 朋 楕 円 形 i
2．00x 上62 2ノア Ⅲ　 2 N 縄文士器片15点

石1点 n B3a

32可 脇 目
閏　　　 形 0．98×0。95 23

中
N lB la

可 抽 斗 繍
楕　円　形 工40＼0．94 30

可 2
N 且A2a

322 り6g9 i
円　　　 形

】
1．20人1．12 31

中 ！
N

i
i l B2a

3尋 晦 日 臓 畢

昌
不整門「形 上10＼上00 32

中
N 2 l A2a 西側に小ピット

32可 的 つ 円　 形！
上氷）X L 38

［
41

中 】
N 1

！
l A2a

！

325　り6b2 恒 8ぷ W
轄　円　形 1．18本0．85 21

可 2
N

！
ⅡB2a

尋 抽 序一一63ぷ E
隅丸方形 工50＼1．35 36 Ⅲ　 2

】
N

；
ⅢA 2a

327巨 7e2 i
円　　　 形 0。86×0882 40 V　 5 N 1 lA′1a

中央部円筒状
に落ち込む

3尋 撒 ‖
円　　 形】上09x L 00 36

中 一
（N）2 IA′2a 北西側にピット

醐J m 畑，上了　醐 一員r
不整郡町

［
摘 周 瀾 日当

中 一
N I 1つ∠J

縄文土器片6点
T　n／rヽ

北西側，中央
腔彗＋拙W 蔓 iⅣ「肝当つ 石2点 1上）Ja 部にピット
iり。n
IJニッ

l n ヮ」．
⊥ノ／し14

【恒 主 潮声 載 i不 整 円 形 五 紺 親 瀾 l l。
⊥J

［I m
jI

i l
⊥

高 i 2 白魔文土器片 6 点

石 2 点

i T n′n
l 上）Ja

！北西側 ，中央 i

部 に ピッ ト

330 D 7 p2 癖 －47。5芝W ） 不　 定　 形 工7O X 0．85 30 什 2 N 2
縄 文士器片12点

石 2 点
V A′2a

北 西側， 東側

に深 い ピッ ト

331 D 7 f l N －81㌣W 不 整 円 形 上90 X L 70
！

43
】
Ⅲ 5 N I C ′2a

33 2 D Td l N －27．5告W 不 整 円 形 上38 ＼上25 1 10 皿 2 ム
！
N 1 l A ′2C

西側 に円筒状

の深 い ピッ ト

3J3 D 7g l N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．01ぺ0 ．80 4 7 Ⅲ 4 N ⅡA 2 a

・33 4 D 7h j 円　　　 形 上0O x O ．85 2 1 廿 1 N

i

I A 2 a．

33 5 D 7h J 円　　　 形 0．70×0 ．65 24 Ⅲ 2 N I A la

33．6 D Th J N －30 L E

I

楕　 円　 形
E

L 4 0＼上 12 29 1 1 N ⅢA 2 a

33 7 D Th N －23三一E 轄　 円　 形 1．50＼上22 35 Ⅲ 1 N 証A 2 a．

338 D 7 f2 N － 0 0 楷　 円　 形 工05X O ．85 65 田 1 N l
i

ⅢB′2b
中央部 に深 い
ピッ ト

339 D 7 g 2 N －69．5とE 楕　 円　 形 1．53 Ⅹ1 ．22
】 ！

30
モ

Ⅲ 1 ㈹ 口B 2 a

34 0 0 7 ij 錘ト4 鮮」の 不　 定　 形

［

3．15 ＼上64 7 8 V i 2 N
縄 文士器片31点
右 4点，石器1点

V B 3 b
」
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土壌
番号 位　 置 方　　 向 平　 面 形

料 細模
酎 呈。孟 出 土 遺 物

形 態 ！ 備　 考

長径×短径毎 深さ録

341 D 7 i3 円　　　 形 0 ．74×0 ．67 25 Ⅲ 2

l

N ！ I A la i

34 2　　 D 7 i3 N …75L W 楕　 円　 形 1．52×1 ．14 26 Ⅱ 1 （N） ⅡB 2a

34 3　 D 7j3 N －27三一E 楕　 円　 形 1．07 ×0．86 13 Ⅲ 2 N 縄 文土器片 3 点 ⅢB 2a

34 4 D 7j2 N－ 84 L W 楷　 円　 形 1．49 ×0．11 3 0 Ⅱ 2 N ⅢB 2a

3 4 5 D 7j3 円　　　 形 1 ．18 ×1．13 2 9 I 2 N 縄文土器片 8 点 I B 2 a

3 4 6 D 7g 3 N －38と－E 楕　 円　 形 0 ．82 ×0 ．72 34 Ⅱ 2 N ⅡA la

3 47 D 7j4 N －52三一W 不整楕 円形 1．21×1 。05 4 6
中

N 1 縄 文土器片23点　 ⅢA 2a

34 8 D 7 i．皇 N －90 0 楕　 円　 形 2．14 ×1．60 2 7 Ⅲ 1 N ⅢA 3a

34 9 D 7i4 N － 75L E 楕　 円　 形 1．47 ×1．00 24
可 2

N
恒 B 2a

3 5 0 D 7h 5 N －90 0 楕　 円　 形 0 。98 ×0．86 27 Ⅲ 1 N n A la

3 5 1　 D 7 il
！
円　　　 形 1．25×1．24 25 Ⅲ 1 N

巨 B 2a

3 52 D 7 il 円　　　 形 0．95×0 ．86 18 Ⅲ 2 N 1 l B ′1a 中央部 に小 ピ

ッ ト

353 D 6i9 N －28L E 不整楕円形 1．27 ×1．16 2 3 Ⅲ 1 N ⅢB 2 a

35 4 D 6j8 N －44 ．5とE 楕　 円　 形 1．02 ×0 ．81 2 1 Ⅲ 1 N ⅢB 2a

3 5 5 D 6 jo N －37 ．5とE 隅 丸 方 形 1 ．44 ×1．32 29 Ⅲ 2 N m B 2a

同 。7ii I
N －14．5とE 楕　 円　 形 1．03×0 ．69 2 8 Ⅱ 2

l
N

l l
縄 文土器片 2 点

l

けB 2 a

ll

3 57　 D 7g 6 N －38と－W 楕　 円　 形 2．87×2 ．05 2 9 Ⅲ 1 N
縄文土器片 1 点

石 1 点 ⅢB＿3a

35 8　 D 7g 7 N －71 L W 楕　 円　 形 1．12 ×0．90 5 3 Ⅱ

l

2 N 1 縄 文土器片 8 点 Ⅲ〟2b
南 榊jに不定形
の落 ち込み′ト
ビッ ト

359　 D 7g 7 N －36 L E 楕　 円　 形 1 。22 ×0．83 23 I 2 N 3 ⅡB ′2a
南東側 にピッ
ト
l36 0巨 7g 8

N －82L E 楕　 円　 形 1 ．70 ×1．24 28 Ⅲ 4 N 1 縄文土 器片 2 点 ⅢB 2a．

可 D 7g 9
N －66 ．5竺E 不整 楕円形 1．88 ×1．20 50 Ⅲ 1 N 縄文土器片 1 点 ⅢB 2a

3 62 i D 7 e6
N －18．5旦E 楕　 円　 形

】
1．55×1．48 4 7 Ⅲ 4 N ⅢC 2a

36 3 巨 7dく8
N － 7 三一E 楕　 円　 形 1．49 ×1．32 4 3 Ⅱ 4 N 1 Ⅲ〟2a 中央部 に小 ピ

ッ ト
365 i E 7jo

N －67 L W 楕　 円　 形 2 ．21 ×1．42 8 3 I 5 K
i

I B 3 b
底 面凸凹が激

しい
36車 7h 9

円　　　 形 1 ．73 ×1．52 20 m 2 N 1 ⅢB／2a
南東側 に小 ピ

ッ ト

367 F 8 bo N －22 ．5竺E 楕　 円　 形 3．15×1．79 13 Ⅱ 4 N 石 1 点 I A 3a

3 68 E 7 h 9 円　　　 形 工73×1 ．52 2 9 ］ 2

l

N 1 ⅢB 2a 南側 に不定形
の落 ち込 み

369 E 7e 8 N －21．5とE 楕　 円　 形 3．15×1 ．79 13 Ⅲ 5 N 3
I B 3 a i

底面凸凹

370 E 7h 8 円　　　 形 1．25 ×上15 7 2 Ⅴ 4 N 3 工A 2 b
底 面に小 ピッ

ト

371 E 7 a 4 N －25三一W 楕　 円　 形 0 ．87 ×0．70 38 Ⅴ 2 N 1 ⅢC ′la 北 西側 に深 い
ピッ ト

372 E 7 b 4 N －35三一W 楕　 円　 形 1 ．78 ×1．62 34 m 2 N ⅡB 2a
－

373 巨 7b 4
N －64三一W 楕　 円　 形 上23×0 ．77 2 8 Ⅲ 2 N ⅢB 2a

3 74 巨 7C 4
円　　　 形 0．97 ×0 ．86 2 2 Ⅱ 4 N I B l a
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土壌
番号 位　 置 方　　 向 平 面 形

規　　　 模 ！壁面
底面

i‾‾‾‾‾

覆土 ビッ
ト数

出 士 遺 物 形　 態 備　　　 考

i
長径×短‰ 中 尉 録

375 ．E 7 C4
！
不 整 円 形

t
L 22 ×1J 5 18 Ⅲ 2

l
N

！
l B 2 a

37 6 E 7d ヰ N －90 0 楕　 円　 形
五 10 ×0 ．85

20 山 2 N D B 2 a

37 7 E 7d 2 N －42L E 楕　 円　 形 1．17 Ⅹ1．00 17 n 1 N U B 2 a
i

378 E 7e j
i

N －28L W 楕　 円　 形
上03 ×00郎 巨 0

山 1 N 1 n B ′2a
南東側 に小 ピ

ッ ト

379 E 7a 4 円　　　 形 0も77 ×0．75
】 34

n 2 N 縄 文土器片 1 点 l A la

3 80 E 7a J 円　　　 形
0689 ×0・8車 3 i

肘 2 N 縄 文士器片 3 点 l B la

3 8 1 E Tc 2 円　　　 形 上摘 ×工07 20 皿 1 N 縄文土器片 1 点 I B 2a

3 82 E 7 b 2 円　　　 形
1870 掴 車 8

氾 2 N
縄文士器片 4 点

i石 1 点
l B 2a

3 83 E 7 b l N －57三一W 楕　 円　 形 1 ．3　X 。捕 20 止 2 ㈱

［

正B 2a

3 84 E 7 e l N －5樟L W 楕　 円　 形 1タ38 ×1」鳩
！

23 Ⅲ 2
l
N 儀 文土器片 4 点

ii

m B 2 a

3 85 E 7 c l 円　　　 形 1」0 ＼0 ．92 2 4 Ⅲ 2 ㈱
！

l B 2 a
！

386 E 6 eo N －23三一W 不 整 円 形 0．87 ＼0．72　　 20 Ⅴ ま N 縄文士 器片 2 点 I B la

38 7 E 6 e8 N－ 24 L W 不 整 円 形 工36 ×上17　　 29 n 2 N
！

1 縄文士 器片 5 点 l B′2a
北東側 工円筒
状の落 ち込 み

388 ！
E 6 e8 N …32 L W 不 整 円 形 1．40 ×1．23　　 33 u 5 N 1 縄 文士器片 10点 l B 2 a

北東側 にピット
底面凸凹

389 E 6d 7 円　　　 形 1．15 ＼上12　　 41
［
皿 2 N 縄 文士器片21点

［

l A 2a
i

39 0 E 6a 8 円　　　 形
1ゆ59 ×拍 車 4 l

m 2 N 棋 B a

彗 E 6e 7 N 陣57 罰 つ 不　 定　 形
lo’78 X lを3車 8

汀 4
i N 巨

V B ′2a
南西側 に小 ヒ

ッ ト

392 E 6f9 N －13三一W 櫓　 円　 形
105 8 ×0可 ㌃

n 4 N ⅢB 2a
」L西側の底面レ
ンガ状に焼けて
いる （炉穴）

393 E 6 f9
l

N …23L W i楕 円 形 ！1・58 ×0・8車 6
肘 5 N 耕B 2a

南側の底面レン
ガ状に焼けてい
る （炉穴ラ

394 E 6 f9 N －55L W 楕　 円　 形
1サ17 ×Oe9車 4

仕 2 N □B 2a

39 5 E 7 h l N －55エーE 楕　 円　 形 上24 X O ．77 23 m 4 N 2 ⅢB 2a
北東側の底面レ、
ンガ状に焼けて
いる （炉穴）

396 ［ F G iハ
J一ヽ．ノ11J

！
！

ii 円　　　 形
0 ふ78 × a棉 巨 9

。開
脚 ！

l
l
N

［
2

i
縄文土器片 4 貞 】 lB′la

南 顛別にP 箇
Ji犬のぎ采い ピ ッ
I 卜　　　　　　　 i

39 7 D 5 e 4 N －75三一W 長　 方　 形 3 ．53 x O ．68 2 8 山 1 tN） 右 1 点 ⅣB 3a
S　43 を撮 り　こ
ん‾一ごい る
底面凸 明

398 E 7 h 2 N …35L E 不磐楕円 形
損 0×2 の25 巨 4

Ⅲ 2 （N） 3 n B ′3a
南側 に浅 い落

ち込 み ピッ ト

399 E 7 h J 円　　　 形
0 89 3×0 09車 5

Ⅱ 1 N l B l a

4 00 D 6 jo 円　　　 形 0 ．93 X O ．83 1 7 肘 4 N 2 縄 文士器片 5 点 lA ′la 南北 に ピッ ト

401 F 6a 8
［

N －41と－E 楕　 円　 形
1舶 用 巨 －

m
！

4 N つ 縄文士器片 6 点 □C ！2a
中央部 にピ ッ
ト

402 E 6bj6 N －70三一E 不整楕 円形 2．02×0 ．96　　 54 Ⅲ 2 N 皿A 3 b S D 6と重複

403 E 6 j6 N －27三一E 楕　 円　 形 L 74 ×上10 46 皿 2 N
ⅢB 可 S D 6 と重複

404 F 6 a．6 円　　　 形 1．32 ×1 ．14 36 止 1 N I A 2 a S D 6と重複

405

4 06

E 6 a 7

E 6 d 6

円　　　 形 0．75 ×0．73　 19 皿 2 N I A la

円　　　 形 0。87 ×0．85　　 30 Ⅱ 2 N l C la

4 0 7 E 6C 5

■

N －82 ．2とE 不整楕 円形 1 ．70 ×1．15　　 43 Ⅴ 2 N 縄文土器片 9 点 l A 2 a
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土壌　 位　 置
番号

方 中 海 形 規　　 議 ！璧忘

底面 覆土 ビッ
ト数

；
出 士遺 物 形　 態 備　　　 考長躯 短縮 極 摘

姻8 i E 6C6

1

恒　 形 0。79×0・7中 2
m

！2
N 1

i
H C！la 北側にピット

回 F 8b 2 N－8刷 中 … 形 上02×0さ8車 2
止 1 N

i

H A 2a

射O　　 F　c亘
N 骨 欝E　 轄 料 形 1・90×1・3車 9

け 4 N
】

H A 2a

4H　　 F　e2
i円　 形

0。95×0．82　　84 Ⅱ

l
2 N

！
I A lb

412　 F 8g2
i円　 形

0．86×0ぁ80　　32 Ⅱ 2
i

N l C la
－

413　　 F 7fo
桓　 形

0．82＼0．70 18 Ⅲ 4 N 1 lC！la 南側 にピ、ノト

射4　　 F 7eo
N －騨 中 … 形

0．84×0。63 19 u 1 N H A la
［

二日5　　 F TP0
恒　 形 0・71×O e6車 8

Ⅲ 1 N 1 I C la
南西側 にピッ
ト

41（う　　F Tぐ0
（腑 御 車 満 雄

1．97×0．72 射 Ⅱ 5
i
N V A 2a

417　　 F T（、0
腑 調 中 … …

上一日＼上10 28 梯
！
1 N H A 2a

議 可 箭 司
臣87、＼0．70

南東側にピッ
ト118　　 F Tfo 32 思 4 N ユ 山方la

射9 F 7g 9 i 桓　 形
上75×工70 25 m 2

l
N

縄文士器片12点
右 3点 □8 2a

l

420　 F 7g9
恒　 形

0．錮＼0．85 32 釘 2 N l B la

421　 F 7g9
i不 整 円 形 1017×L l車 0

m 2 N 縄文土器片4 点
巨 B 2鼠

422　 F m 言

r監　　　　　　　　　　　　　　　　　［

N…33L E i不整楕円形

i

2．19×1．70

［

25 u

l

l

i

N

き

縄文士器片6 点 ⅢB 3a．

複2中 海8
N一六）L E　 桔　 出　 車 L 79×0．95 33 什 P N

i

i n A la

424 F 7g8
… 錮 中 … 用

0．67人0．52 25 ㍍ 2
晶

H A la

425
i

l
F 7e8

！円　 形 0せ78×0可 30
山 3 N

E
l C la

底面北西側に
傾斜

426 F 7e8
桓 ＋ 可 0さ62X O e5車 2

H 3 N 1 千C′Ia 北側にピット

427 F 7pT N一桁L W　 楕　 円　 形 コ．伸＼0．57　 17 Ⅲ 1 N 1
！

】
H B！3a 北側にピット

428 F 7d 7
N一柳 中 … 形 ［0．93×0ぜ77 i 33

；
托

！
1 N 縄文士器片 4点 n A la

429 F 7e8 円　　　 形
［
0．80×0．72 29 打 2 N 1 lA′la

北東側にピッ
ト

㈹ P 甑 つ
1

円　　　 形
0・62×0・56 巨 9

Ⅲ 2 N 1 l B la

431　 F 7d 8
桓　 形

工03×0．97 33 H 4
i

N
i

l B 2a

432　　 F 7C8
i円　 形 ！

1，42×上25 23
i

n 4 N 1 l B′2a
北叫川lH二日目筒
フ状の深江㍉ビッ
ト

433　　 F 7・e8
l梅　　 形

！

0 067×0063 i 32
Ⅲ 1 （Å） 1 縄文土器片 1点 l A′1a

北東側 に小ピ

ット

∴‖4　　 F 7f9
桓　 形 0せ7頼 0や樟 巨 2

u 1 N l A la

435 F Tdo
N－購 中 … 形 工56×上30 i 35

Ⅲ 2
tlN m B′2a

南西側 に小

ット

43（う F7do 円　　　 形 0．86×0。83 28 Ⅲ 1 N l A la

437 F 7C9 N－84L王　 楕　 円　 形
1098×1・1車 8

Ⅲ 2 N H A 2b

438 F Th9
N鵬28ぷ E i不整楕円形

2．85×1．04 41 Ⅲ 4 N 1
t

ⅢB′3a．
北西側に小 ピ

ソト

439 F 7b8
N親 書 E i楕 円 形 1さ82×1・1車 9

山 2 N n A 2a

引O　　F 7b7
（N …39・5聖 序 定 形 1089×1・2車 2

Ⅲ 4 N V B 2a
北西側にピッ
卜
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土壌
番一芸二‥’1

1
位　 置 方　　 向 平　 面 形

規　　　 模 唇

底面 覆土
ビッ

ト数
出 土 遺 物

i 形 態

備　　　 考
長径×短径姉 深さ掃

441 F 7 C 8 N －52三一W 轄　 円　 形 1．28 ×0．80 1 9 Ⅲ 4 N
l

ⅢB 2a

44 2 F 7 C 7 N －12 L E
i楕 円 形

1．32 ×0．65 3 1 Ⅳ 4 N 1 ⅢA ′2a 北 東側 に小 ピ

ッ ト南側袋状

443 F 7 C 7 円　　　 形 0 ．62 ×0．52 28 Ⅱ 1 N I A la

4 4 4 F 7d 7 円　　　 形 0 ．93 ×0 ．91 98 Ⅲ 2 N 縄文土器片 1 点 I C lb

4 4 5 F 7 d 7 円　　　 形 0 ．75×0 ．63 82 Ⅲ 2 N 1
縄文土器片 2 点
石 1 点

IA ′沌 北東側 にピ ッ
ト

446 F 7 C 7 円　　　 形 0．54 ×0 ．54 56 ∬ 1 N 1 I C ′1b 北東側 落 ち込
む

447 F 7 C6 N －46L W 楕　 円　 形 0．96 ×0 ．66 27 Ⅱ 4 N 縄 文土器片 2 点 ⅢA la

44 8 F 7 e6 N －751－W 楕　 円　 形 0 ．64 ×0．42 2 8 Ⅱ 2 N 且B la

44 9 F 7e 6 円　　　 形 0 ．60 ×0．51 2 0 Ⅲ 1 N I B la

4 5 0 F 7f6 円　　　 形 iO ・80 ×0も70 3 0 m 2 N l B la

4 5 1 F 7g 7 円　　　 形 0 ．58 ×0 ．52 3 0 ヱ 1 N I A la

4 5 2 F 7g 7 N －61三一E 楕　 円　 形 L 15×0 ．84 2 3 I 4 N ⅢB 2a

4 53 F 7 g 6 （N－ 90 0） 不　 定　 形 L 82 ×1 ．65 26 什 1 N V B 2 a

4 54 E 7 b 4 円　　　 形 0．73 ×0 。62 26 I 2 N l B la

45 5 E 7 b 3 N －37．5皇E 楕　 円　 形 0 ．95 ×0．70 3 0 ヱ 2 N 1 □B ′1a
北 西側 に円筒
状 の落 ち込 み

456 F 7 C3 N －45 L E 楕　 円　 形 0 ．96 ×0．80 2 7 I 4 N u A la

4 5 7
F 7C 6 1

円　　　 形 0 ．60 ×0 ．60 1 7 I 2 N 1 IB ′1a 北東側 に小 ピ

ッ ト

458 F 7b 6 N －38 ．5とW 不整 楕円形 1 ．54×1．05 1 9 I 1 N n B 2a

4 59 F 7 b 6 N －85L E 不整楕 円形 2．67×1 ．12 2 2 I 4 N ⅢB 3a

4 60 F 7 b 6 N －37エーE 楕　 円　 形 2．96 ×2 ．41 28 I 1 N 2
縄 文士器片14点

石 2 点
ⅢB ′3a

北 西側 ，南東

側 に ピッ ト

461 F 7 a7 N －71．5とE 楕　 円　 形 2．35 ×上79 20 Ⅲ 2 N ⅢB3 a
i

」にり 石㌣7」ハ 7こ　数　に］欄拶 ウ　ノ40 ＼／つ　りn 1つ∩ 1／ バ lr 1 T A ／つれ
譲溝一一′リノ＿‥L I

1‾U‘一 ⊥　Ju．7 ′l－　＿王王こI J ／l／ ∠J．1日」）／＼　LJ．乙Jlノ ⊥LJJ Ⅴ L支 ▲1し ⊥ 1．√ヽ　JL

46 3 F 7 f4 円　　　 形 1 ．40 ×上20 59 I 2 N I A 2 b

4 6 4 F 7f4 円　　　 形 1 ．15×1．03 2 4 Ⅲ 2 N l B 2a

4 6 5 E 6 h 8 N －86L E 楕　 円　 形 1．28×0 ．81 4 0 Ⅲ 5 N 1 口B 2a
S王50と重複，南
東側底面レンガ
状に焼けている

466 E 7b 2 N －40三一E 楕　 円　 形 工20×0 ．97 3 8 Ⅲ 4 N ⅢA 2a

4 67 E 7 e 4 円　　　 形
恒 6 ×1 ・00

29 Ⅲ 2 N I B 2 a

4 68 D 7 a 9 （25） Ⅱ 1 N 縄 文土器片 3 点
S I4 3と東裸
形カ犬，規模 不
母1

46 9 F 8 C2 N － 4 三一E 楕　 円　 形 2 ．47 ×1．74 82 Ⅲ 2 （N ） ⅢA 3 b
南東側 円筒状

に落 ち込 む

470 F 7C 3 不 整 円 形 2 ．85 ×2．60 16 Ⅲ 1 N I B 3a

4 7 1 F 7e 7 N －40三一W 不整 楕円形 0 ．73×0 ．58 10 8 Ⅲ 2 N ⅢA Ic

4 72 F 7 f5 円　　　 形 0．84 ×0 ．75 2 6
i
Ⅱ 1 N I A la

4 73 F 7 h2 N －83 ．5里E 楕　 円　 形 2．24 ×1．16 56 Ⅱ 2 N 1 ⅢB′3b 西側 にピッ ト
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土壌
番ぢt　位　 置 方　　 向 平　 面 形

i 規　　 模 ！壁面
底面 覆」 ピッ

二卜宴女　 出 土 遺 物 形　 態 備　　　 考序 径×短径中 采さ録

474 F 7 h2 N －38．5竺W
l
楕　 円　 形

［
0．79×0 。64

！
24

l
H

f
2

l
湖

】 i
ⅢC la

I底面北西 に傾 ■

斜
l
475 F 7 il 円　　　 形 il・23 ×1 ・09

；

40 Ⅲ 2 N I A 2昆

47 6 E 8 cl 不 整 円 形 上29 ×1．09 4 5 Ⅲ 4 N I B 2a

4 7 7 F 8C 3 円　　　 形 1．17 ×上02 3 8 Ⅲ 2 N I A 2a

4 78 F 6g 7 N －64L E 楕　 円　 形 上55 ×0 ．84 2 8 Ⅱ 2 N 1
i縄 文土鮒 9 点

ⅢB 2a
北東側 にピ ッ

ト

479 F 6 C2 N …90 0 不　 定　 形 3．25×1．53 7 2 m 2 A 1 縄文土器片29点 Ⅴ〟3b
中央部 にピッ

ト

480 F 6 c l N －71 L E 不整楕 円形
2・26 ×上3車 3

m 5 N 2 ⅢB ′3a 東西 にピッ ト

481 F 5 C3
i

不 整 円 形 上24 ×1．08 64 Ⅲ 3 N
！

縄 文土器片 4 点 I A 2 b

48 2 F 5b 3 N －66 ．5とW 楕　 円　 形 2 ．12 ×工70 36 Ⅱ 4 N 3 縄 文土器片49点 Ⅲ〟3a 東西に ピッ ト

483 F 5a 3 N 」8．5とW 楕　 円　 形 1 ．89 ×1．36 5 1 Ⅲ 1 N 2 Ⅲ〟2b
南 西側 に ピッ

ト

484 F 5 a 3 円　　　 形 1．04×0 ．96 4 9 止 2 N 1 IA′2a
中央部 に深 い
ピッ ト

485 F 5 a2 円　　　 形 0．90 ×0 ．84 50 Ⅲ 2 N 1 縄 文土器片 2 点 IA′1a
南西側 にピッ

ト

486 F 5 a2 N － 7 L W 楕　 円　 形 上72 ×工15 23 m 2 N ⅢB 2 a

48 7 F 5b 3 不 整 円 形 1。30 ×1．22

i

4 0 Ⅲ 2 N 1 I A′2a 西側 に深 い ピ

ッ ト

488

l

F 5b 2

l l

－ 22 ！
Ⅱ 4

l

N

l

2

l

縄 文土器片 7 点

［ l

半 ㍗十十∴！ ！

形状，規模不明

489 F 5a 2 N －64－W 不整楕 円形 L 25×0 ．96 5 6 m 1 N
縄文土器片 2 点

石器 「点 打A 2b

4 90 F 5 b 2 円　　　 形 0．91×0 ．87 34 H 2 N 1 I A′1a
南西側 に深 い
ピッ ト

491 F 5 b 3 N －47三一W 不　 定　 形 1．14 ×0 ．85 26 Ⅲ 4 N 1 縄 文土器片 4 点 V B ′2a

49 2 F 5 b2 N －38L E 楕　 円　 形 上32 ×0．88 3 4 Ⅲ 1 （N） 1 ⅢB′2a
S K 4 88 と重複
底 面 にピッ ト

493 F 6 d 7 1 6 Ⅲ 4 N 2
S D 6 と重複
形状規模 不明

494 E 6 C2 円　　　 形 1 ．02 ×0．93 56 Ⅱ 2 N 縄 文土器片 15点 I A 2b

4 95 E 6 c l 不 整 円 形 1 ．06 ×1．04 36 Ⅲ 2 N
縄 文土器片 4 点

石 1 点 I A 2a

4 96 E 6 bl N －31．5竺W 円　　　 形 0．71×0 ．63 1 08 Ⅲ 1 N I A Ic
i

4 97 E 6 bl N －31．5旦W 不整楕 円形 1．09 ×0 ．72 2 6 Ⅴ 1 N 1
縄 文土器片 6 点

石 1 点 ⅢB ′2a
南側 にピッ ト ！

498 E 6 C 4 円　　　 形 0．85 ×0．75 3 3 T
⊥

2 N
！

I A la
i

4 9 9 F 6 d4 円　　　 形 1．00 ×0．92 48 Ⅱ 3 N 縄 文土器片 5 点 I A 2a
i

5 0 1 F 6 f3 N －59三一W 不整楕円形
2 ・72 ×上29 ！ 63

n 4 N ⅢC 3 b

5 03 F 6 f4 円　　　 形
1 ・09 ×0 ・9車 0

Ⅲ 5 N 2 I B 2 a
北 西， 南東に
ピ ッ ト

504 F 6 f4 円　　　 形
2働 2 ・40 i 3 7

Ⅲ 4 N 縄 文土器片13点 I B 3a
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第4節　溝

当遺跡において番号を付して調査した溝の数は，I次調査区で2条，Ⅲ次調査区で5条の計7

条である。その後，遺構の状況を検討した結果，I次調査区で検出された第1号溝と第2号溝と

には明確な時期差は認められず，覆土の状況等から同一の溝と考え，第1号溝として取り扱うこ

とにした。このため，Ⅲ次調査区で番号を付して調査した第3～7号溝は，溝の番号を1番ずっ

繰り上げ第2～6号溝とした。その結果，当遺跡における整理後の溝の数は6条となった。

当遺跡から検出された溝は，いずれも覆土に締まりがなく，ローム面への掘り込みが浅いこと

が特徴である。時期を決定づける遺物は出土しておらず，性格も不明であるが，状況から総合的

に判断して，近年に掘り込まれた根切溝のようなものと思われる。以下，それぞれの溝の状況に

ついて記述する。

第1号溝（第175図）

本跡は，‡次調査区の北西部E2eF2区に確認された溝である。E2e8区に検出された部分が調

査区内における本跡の北端部となるが，その一部はさらに北側の調査区外へと延びている。

溝の主軸方向はN－80－Wを指しており，E2e8区から南東方向に48m直線的に延びてF3go区に

達している。溝はさらに，北端部から46mの位置で「L」状に920の角度で屈曲し，N－800－E

に方向を変え，南西方向に28m直線的に延びている。北側で第19e21号土壌を掘り込んでおり，

北端部から32mの位置で第27号土壌と重複している。

確認面における上幅は，30～100cmであり，平均50cmほどである。断面形状は「U」状を呈し

ており，確認面から溝底面までの深さは36～64cmである。

溝内の覆土は，上層にローム粒子やロームブロックを少量含む暗褐色土が，下層にはローム粒

子を多く含む褐色土が自然堆積しており，軟らかく締まりがない。ごく近年に堆積したものと思

われる。

遺物は，縄文土器片20息石6点が出土しているが，すべて覆土中からの出土で，流れ込んだ

ものであり，溝に直接関連する遺物の出土はみられない。

第2号溝（第176図）

本跡は，Ⅲ次調査区の西部D5区に確認された溝である。D5h4区に位置する第260号土壌にその

西端を発し，わずかに湾曲しながら南東方向に延び，D5i9区に達している。第260号土壌との新

旧関係は明確でなく，第260号土壌は本跡の一部とも考えられる。
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り5h4区から溌海区に延びる溝の西側酌Omほどはタ室軸方向醇一軒ニWを指しており，り5h7

区でわずかに南側に湾曲し酢Jm㌧J紺に方向を変えている○溝の全長は翻8mである。

確認面における溝の上幅は　最も広い所では8cm，最もせまい所で27cmであり，幅は航m前後

の所が多い。確認面から溝底面までの深さは5～触mであるが，第260号土壌との重複部から南

東4mの部分は最大幅は8cmで，深さも触mと最も深い。また，溝の繭東端は幅81cm，深さ23cm

である。溝底面はローム質まで西側に木根による擾乱と思われる小ピットが見られ，やや凸闘犬

を呈している0断面形状は「）状」を墨し芦壁は概して緩やかに立ち上がっている。

港内の覆土は芦上層にローム粒子を少量含みやや締まりを帯びた暗褐色土が，下層にローム粒

子を多く含む褐色土が自然堆積している。

遣物は労務土中から縄文土器の細片が7点出土しているが，いずれも周囲から流れ込んだもの

であり芦　本跡に関連する遺物は出土していをい。

第3号溝（第177図）

事跡はタ　正次調査区のほぼ中央部り蝕区に確認された溝である。D5磁区に位置する第325号土

壌の北東2・3mにその南西端を発し∴跳g5区で三方向に分岐する○溝の中心部純は，北東方向に

ほぼ直線的に延びタり6eo区に達している。第2号溝とは北東方向に17mほど離れている。

溝の全長は締2mであり芦主軸方向は醇弓忽50－Wを指している○溝の南西端を基点として，

北東方向に2mほどの位置で一部（B）は大きく屈曲し，N－57．50…Wに方向を変えている。長さ

ほ上9mである。また，北東に6e8mの位置で紅），由の二方向に分岐する。紅）は，主軸方向N～

59650‾Wを指し9　分岐点から北西方向に785mほど直線的に延びている。紅）の一部は，さらに

分岐点から2mの位置で受光東方向に大きく湾曲し，「コ」の字状を措きながらさらに小さく分

岐しタ　また純に接続している。（功は，主軸方向N－500－Eを指し，約3mほど北東方向に延びて

いる。

遺構確認面における溝の上幅は，25～50cmである。溝底面までの深さは9～85cmでありタ平均

で20cm前後と比較的浅い。藩は，㈱から分岐する（軌紅）言功の端部に向かって傾斜しており，特

に紅）は，端部で72cmの深さを有し，北東方向に「コ」の字状に湾曲する部分の中央部は，57～85

cmと深くなっている。断面形状は，全体的に「〕」状や「U」状を呈しており，渾臆面はローム

質で硬く，粘性を帯びている。

港内の覆土はタ上層から中層にかけてタ　ローム粒子を含む軟質の黒褐色土や暗褐色土が，下層

には褐色土が自然堆積しているが，一部に水根による撹乱が見られる。

遺物は，縄文土器片が43色石が2点出土しているが，いずれも覆土中から出土しており周囲

から流れ込んだものと思われる。本跡に関連する遺物は出土していかゝ。
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第4号溝（第178囲）

本跡は，Ⅲ次調査区の東端部D7C9区からE8gl区にかけて確認された溝であり，調査区の東側

の農道と並行して直線的に南北方向に延びている。その北端部から南方向に約38mの位置でブ第

476号土壌と重複し切られている。

溝の全長は約57mであり，北側は主軸方向N－60－Wを指しているが，D7C9区の溝の北端部

から南に16mの位置でN－90－Wに方向を変え，南端部のE8gl区に達している。

確認面における溝の上幅は，35～90cmであり，北側で幅が広く南側でやや幅が狭くなっている。

平均幅は50cmほどである。確認面から溝底面までの深さは8～20cmほどであり，北端部から中央

部にかけてわずかに傾斜し，中央部から南端部にかけてしだいに浅くなっている。断面形状は，

北側で「〕」状，中央部で「U」状，南側で「）」状を呈している。全体としてローム面への掘

り込みは浅く，溝底面はなだらかで硬い。

港内の覆土は，上層にローム粒子を極少量含む軟質のロームが，下層にはやや締まりを帯びた

ロームが自然堆積している。南端部付近の覆土中には，ロームブロックが極少量含まれている。

遺物は，縄文土器片が49点，石が3点出土しているが，いずれも周囲から流れ込んだものであ

り，本跡に関する遣物は出土していない。

第5号溝（第179図）

本跡は，Ⅲ次調査区の北東部D7区に確認しされた溝であり，D7C7区にその南西端部を発し，第43

号住居跡の壁の一部や覆土を掘り込み，東側の調査区外へと延びている。

確認された溝の長さは5mほどであり，南西端部から3mまでは主軸方向N－700－Wを指し，

そこからわずかにN－42．50－Eの方向に向きを変えながら，東側の調査区外へ延びている。

確認面における溝の上幅は，60～90cmであり，南西端部から北東方向に3mほどの問が最大幅

を示している。溝底面までの深さは10～26cmであり，北東方向にやや傾斜している。高低差は16

cmである。断面形状は「）」状を呈し，壁は緩やかに立ち上がっている。溝底面はローム質で，

ほぼ平坦であり硬く締まっている。

港内の覆土は，上層にローム粒子を含むやや締まりを帯びた暗褐色土が，下層には褐色土が自

然堆積している。溝は，表土の残存する東側の調査区外との接点部の土層から，確認面よりも40

cmほど上部から掘り込まれていることが観察され，本跡の本来の深さは50～60cm前後であったも

のと思われる。現地表から溝の掘り込み面までの深さは50cmである。

遺物は，覆土中から縄文土器片が10点ほど出土しているが，周囲から流れ込んだものと思われ

る。本跡に関連する遺物は出土していない。
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第膵図　第　e号溝実測図
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第　号溝　第膵図）

本跡は撃　沈調査区の南部E毎区からG漁区にかけて確認された溝である。北端部はE毎区

に位置する第郷　号土壌と重複し，ほぼ直線的に南東方向に延び，さらに南側の調査区外へと延

びている。北端部で第402の403号土壌と重複し　北端部か　南東へのmの位置で第舶　号土壌

の東壁とその一部を接し，最上5mの位置で第493号土壌と重複している。重複する4基の土壌を本

跡が掘り込んでいる。

Ⅲ海区に検出された溝の北端部の主軸方向はタ紺「虹㌢…Wを指し普　南東へ5諸mほどの位置

でN－9や㌃二紺に方向を変え，ほぼ直線的に南側の調査区外へと延びている。調査区内におい

て検出された溝の全長は　約般mである。

確認面における溝の上幅は，最も幅の広い所でⅢ8cm，最もせまい所で45cmであり，幅50cm前

後の所が多い。溝底面までの深さは10～20cmと浅い。断面形状は「〕」状を皇し，壁は緩やかに

立ち上がっている。底面及び壁面ともローム質でやや締まっている。底面には小ピットが数か所

検出されているが芦　いずれも形状や務まの状態か　木板による撹乱と思われる。壁面は，緩やか

に立ち上がっている。

溝内にはタ上層にロ二ム粒子を極少量含む暗褐色土が，下層に褐色土が自然堆積している。覆

土は締まりがなく軟弱である。

遺物は，覆土中から縄文土器片が数点出土しているが，いずれも周囲から流れ込んだものと思

われる。本跡に関連する遺物は出土していない。
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大谷津B遺跡，筒戸A・B遺跡遠景





PL4

第4号住居跡



第　6・7　号住居跡



第　7　号住居跡



第　9　号住居跡

第10号住居跡



PL8

第11号住居跡

第12号住居跡遺物出土状況



第12号住居跡

第13号住居跡



PLlO

弊魂
載凍　　　　　　蜜竺

謹 鴫敏・宰璃酪　タ

第14号住居跡遺物出土状況

第14号住居跡



第15号住居跡遺物出土状況

第15号住居跡



第16・17号住居跡

第18号住居跡遺物出土状況



第19号住居跡



第21号住居跡遺物出土状況



第21・28号住居跡



第22号住居跡遺物出土状況

第22号住居跡



第23号住居跡



第24号住居跡遣物出土状況

第24号住居跡



PL19

第25号住居跡

第26号住居跡遺物出土状況



PL20

第26号住居跡遺物出土状況



第31号住居跡



第32号住居跡

第33号住居跡



PL23

上▼

第34号住居跡遺物出土状況

第34号住居跡



第35号住居跡



PL25

第36号住居跡遺物出土状況



第37号住居跡遺物出土状況



第38号住居跡遺物出土状況

第38号住居跡



第39号住居跡遺物出土状況

第39号住居跡



PL29

岨一、－　　・

第40号住居跡焼土堆積部分土層断面



第40号住居跡



第41号住居跡



第42号住居跡遺物出土状況

第42号住居跡



第44号住居跡



第47号住居跡



第48号住居跡遺物出土状況

第48号住居跡



第49号住居跡



第51号住居跡遺物出土状況



PL38

ヽ

1

．

ヽ

第51号住居跡遺物出土状況

第51号住居跡





PL40

第54号住居跡遺物出土状況




